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ご案内
（理念）Better Medicine for Better Future in Asia

（沿革）1979年タイ国にあるカオイダンのカンボジア難民キャンプにかけつ

　　　　　けた1名の医師と2名の医学生の活動から始まっています。

（現状）アジアの参加国は13力国。会員数は日本300名。アジア各国総数500

　　　　名。アジア各地で種々のプロジェクト、フォーラム等を実施中。

（本部）岡山市楢津310-1菅波内科医院（電）086-284-7676（Fax）086-284-6758
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（参加希望者は本部までご連絡ください）
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　（国内）

在日外国人医療プロジェクト

　　1991年4月17日にＡＭＤＡ国際医療情報センターを設立。在日外国人をはじ

めとする関係者からの医療に関する電話相談、受け入れ医療機関の紹介、シ

ンポジウム、セミナーの開催などを行なっています。

　（海外）

ソマリア難民救援医療プロジェクト

　1993年1月よりケニヤ国内／ジプチ国内／ソマリア本国難民救援医療活動を

AMDA-Japan､AMDA-Banguradesh､AMDA-lndia､AMDA-Nepal合同で開始。

カンボジア難民本国帰還緊急対応医療プロジェクト

　1992年7月よりタイから帰還するカンボジア難民対応した緊急医療活動を

AMDA-Japanの指導下に実施中。

ブータン難民緊急救援医療プロジェクト

　1992年6月よりネパールに流入しているブータン難民にＡＭＤＡ-Ｎｅｐａｌの指導

下にAMDA-Japan､の２力国が国際合同緊急救援活動を実施中。

ミャンマー難民緊急救援医療プロジェクト

　　1992年3月よりバングラデッシュに流入しているミャンマー難民にAMDA-

Bangladeshの指導下にAMDA-JapanとＡＭＤＡ-Ｎｅｐａ１の３力国が国際合同緊急救援

チームを派遣。

ピナツボ火山噴火被災民救援プロジェクト

　　1991年11月よりフィリピン支部のルソン島ピナツボ火山噴火披災民キャ　ン

プ医療活動へ医薬品援助と共に医師およびヘルスワーカーを派遣。

ネパール王国ビスヌ村地域医療プロジェクト

　　1991年7月からネパール支部のビスヌ村農村の地域医療推進活動へ医療用

ジープ寄贈とともに医師等を派遣。ＡＭＤＡネパールクリニック開設。

　1993年5月に創設／展開予定。アジアの自然災害や難民等の緊急時に瞬敏に

対応できる全支部（13力国）から構成されるアジア多国籍医師団設立予定。
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（ＡＭＤＡ日本支部）

701-12岡山市楢津3 10-1 菅波内科医院内　アジア医師連絡協議会

　　(Tel)086-284-7730 ，(Fax)0862-84-6758 /84-7645

役員 代表
副代表

菅波茂（菅波内科医院）

小林米幸（小林国際クリニック）
国井修（国保栗山診療所）

ﾌoロジェクト実行委員長

　　ソマリアプロジェクト委員長

　　カンボジアプロジェクト委員長

　　ネパールプロジェクト委員長

中西泉（町谷原病院）
国井修（国保栗山診療所）

桑山紀彦（山形大学精神科）

山本秀樹（岡山大学公衆衛生）

伝統医学プロジェクト委員長　　朔元洋（さく病院）

健康教育ﾌﾟロジェクト委員長　　三宅和久（宇治徳州会）

事務局長

事務局次長

事務局

山本秀樹（岡山大学公衆衛生学教室）
津曲兼用（菅波内科医院）

　（常勤）岡崎洋子、成渾貴子、片山新子

　（非常勤）岡崎清子、清輔幸子
(ＡＭＤＡ国際医療情報センター)160東京都新宿区歌舞伎町2-44,1ハイジア

　　　　　　　(Tel)03-5285-8086,8088,8089(Fax)03-5285-8087
役員 所長

副所長
事務局長
事務局

小林米幸（小林国際クリニック）後藤朋子（非常勤）

中西泉（町谷原病院）
香取美恵子　　　　　　　　　　後藤朋子（非常勤）

田中里恵子／中戸純子／近藤麻里／李佩玲（常勤）

　日本、韓国、台湾、香港、フィリピン、インドネシア、タイ、マレーシア、

シンガポール、インド、バングラデッシュ、ネパール、スリランカ、

パキスタン（近日中参加予定)
磁諭副゛詣詣‘廻端瘤差顕難騰

　郵便振替用紙にて所定の年会費を納入してください。平成５年１月より。

　　正会員１５０００円（医師に限る)

　　準会員７５００円（医師以外の社会人の方)

　　学生会員５０００円（学生に限ります)
ただし、会計年度は４月一翌年３月です。入会の月より会報を送付致します。

振替先：郵便振替口座「アジア医師連絡協議会：岡山5-40709」

なお、会費と共にＡＭＤＡプロジェクトのためにカンパをお寄せになる方は振

替用紙の通信欄に「０００フ゜ロジェクトのために」などとご記入ください。
　脂齢鯨纒
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　　　　　　　　　　難民救援活動と国家主権（２）

　　　　　　　　　　　　　代表　菅波茂先生

　難民の定義は「パスポートを持てない人」です。国民の定義は「納税によ
る国家の保護のある人」です。国民が国民の保護を国家に期待し、国家は国
民のために国益を追及するのが義務です。国家の形態にも部族国家から民主
主義国家まで多種多様です。しかし、隣国の国民が難民となって国境を越え
て流入する時にその国の国民生活に損失を与えることは明白です。この時の
問題はその国と隣国との歴史的及び文化的関係によって異なってきます。従
って難民だから可哀相といった視点だけでは事の本質を見失います。
　国連機関で難民を担当するのは国連難民高等弁務官です。難民には難民が
流入した国家と難民高等弁務官が関与します。この両者の関係はどうなって
いるのでしょうか。当事国でない国から難民救援活動に参加する時に是非認
識しておく必要があります。

　ソマリア難民救援医療活動をケーススタディに取り上げてみます。
このチーム発足のきっかけはファラー駐日ジプチ共和国大使からアジア医師
連絡協議会へのジプチ国内ソマリア難民救援活動要請でした。ジプチ共和国
人口約６０万人にソマリア難民８万人が流入しているため首都であるジプチ
ビルの医療機関利用者の８割がソマリア難民であるという説明でした。ジプ
チ共和国の国民はソマリア人、エチオピア人及びアラブ人などによって構成
されておりソマリア人難民は客人として扱っているとのことでした。病気を
抱えたソマリア人難民は国境にある難民キャンプから治療を受けるために首
都ジプチビルに流入しており、本来のジプチ入のための医療が破壊されかか
っているとのことでした。アジア医師連絡協議会に対する要請内容は国境に
ある難民キャンプでの医療活動だけでなく首都ジプチビルにあるダハナン産
婦人科専門病院の医療支援活動も含まれていました。
　ちなみにファラー大使は全権大使です。全権大使とはその国を代表して発
言する権限を待っていることを意味します。例えば、全権大使が酔っ払って
「我が国は今より貴国と戦争状態に突入した」と言ってもそれは公式な宣戦
布告になるわけです。これが全権大使の重みなのです。アジア医師連絡協議
会は全権大使の要請を受けて医療チームを派遣することを決定しました。早
速私達はアフリカ経験の深い津曲兼司事務局次長、国井修副代表、田中政宏
広報局長を順次調査に派遣しました。３名の医師は保健省、外務省、難民局、
国連難民高等弁務官現地事務所など難民医療活動に必要な各組織と接触調査
をしました。この調査結果を受けて田村正徳医師を医療活動支援の先陣を切
って派遣しました。
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　ここで大きな問題が発生しました。
ジプチ共和国内国連難民高等弁務官事務所責任者が「国境なき医師団オラン
ダ」とジプチ国内ソマリア難民医療活動に関する専属契約を締結してしまっ
たのです。即ち国連難民弁務官現地事務所の責任者の言葉によると、「国境
なき医師団オランダ」がソマリア難民に間する医療活動の担当ＮＧＯになり私
達は「国境なき医師団オランダ」の許可でしか行動できなくなったわけです。
　国連難民高等弁務官が「国境なき医師団オランダ」を医療担当ＮＧＯに指定
した理由として下記のことが考えられます。
　　　　１）「国境なき医師団オランダ」はソマリア難民流入前からジプチ
　　　　　　共和国内で僻地医療センターの運営協力をしていた。
　　　　２）「国境なき医師団」は国連難民高等弁務官と難民救援医療活動
　　　　　　の長い歴史があり相互理解ができていた。
　　　　３）アジア医師連絡協議会に開する情報不足のため難民医療活動に
　　　　　　ついての担当ＮＧＯ指定契約をしなかった。
　私達はジプチ共和国という国家主権の要請でジプチ国民を含めたソマリア
難民救援医療活動のためはるばるアフリカに医療チームを派遣しているので
あって、国連難民高等弁務官現地事務所の要請で動いているわけではなかっ
た。ましてや「国境なき医師団オランダ」の許可のもとに医療活動を展開す
るというのは晴天へきれきの驚きだっ･た。「国境なき医師団オランダ」の派
遣メンバーは看護婦１名、助産婦１名、コーディネーター２名の総計４名で、
主たる支援業務は予防接種と水の供給であった。要するに医師は私達だけが
派遣することになっていた。派遣人数も私達は３０数名を予定しており圧倒
的に差があった。派遣期間は私達は１２月までであったが、「国境なき医師
団オランダ」は９月までだった。この現実を考えると、「国境なき医師団オ
ランダ」の許可のもとに活動することはなんとしても納得がいかなかった。

　この問題に対するファラー大使の答えは明快だった。
「アジア医師連絡協議会はジプチ共和国の要請にもとずいてソマリア難民救
援医療活動を実施しているのだからそのまま活動をジプチ共和国保健省、外
務省及び難民局と連絡を取り会って続行していただけばよい。」
　即ち「国家主権は国連権限に優先する」という単純明快な論理であった。
国連難民高等弁務官現地事務所責任者の認識違いという結論であった。
　その後話し合いによりアジア医師連絡協議会が治療と衛生教育を担当、
「国境なき医師団オランダ」が予防接種と水供給を担当することに正式決定
となりました。現在は、ソマリア難民キャンプの医療活動は関係者間で定期
的協議をもちながら協力的に実施されています。お互い平等な関係です。
　世界各地で紛争が相次ぎ救援活動が必要とされる事態が次々と出現すると
思います。当然、国連機関の役割も重要です。しかし、日本でもてはやされ
ているように国連機関万能ではありません。その立場と役割をはっきりと誤

解なく認識しておくことが大切です。
　いずれにしても、難民救援活動においては難民の流入した国の置かれた立
場とその国の持つ国家主権を尊重して行動することが一番重要なことです。

４



　　　　　　　　　　　　　　経過報告

　　　　　　　　　　　　代表　菅波茂先生

　第一次ソマリア難民救援チームを１月２３日に派遣して５ヶ月が過ぎよう
としています。救援活動の展開が円滑に実施されている経過が報告できます
のは参加団体及び関係者の方々のご厚意によるものと紙面を借りて厚く感謝
申し上げます。
　救援医療活動はジプチ共和国首都ジプチビルにあるダハナン産婦人科病院、
ソマリア国境沿いにある４ケ所の難民キャンプでは既に実施されています。
　北ソマリアの中心地ハルゲイサ中央病院再建計画は調査もほぼ完了しまし
た。ハルゲイサ中央病院からの再建計画に寄せられる多大な期待をひしひし
と感じさせられます。北ソマリア駐在の国連難民高等弁務官から医療担当Ｎ
ＧＯパートナー提携の要請がきています。提携契約の方針です。
　立正佼成会一食平和基金からは根本昌広氏と荻原透公氏に現地訪問による
プロジェクト全休の中間評価及び関係諸団体とのコミュニケーション促進の
支援をいただきました。特に国連難民高等弁務官との医療担当ＮＧＯパート
ナー契約と実施についてはその専門知識と経験をお願いしたく思っています。
　日本青年会議所国境なき奉仕団には梅沢重男本部長自らチームを率いてジ
プチ共和国入りをされ難民キャンプの難民３万人の１ヶ月分にあたる大量の
救援物資を届けていただきました。準備から完了まで大変なご苦労されたと
思います。お陰さまでジプチ政府及び国連機関に対するソマリア難民救援チ

ームの存在感はぐっと高まりました。
　ソマリア難民救援チームを強化する国内の動きを報告します。
医療専門家派遣強化のための「アジア多国籍医師団」が正式発足します。５
月２２日大阪で開催されたアジア医師連絡協議会国際執行部会で参加１０ケ
国全会一致で採択されました。アジア参加国からも優秀な医師が鋭意参加可
能になりました。「花のことは花に聞け」という名言が浮かびます。
　５月２３日岡山で開催された日本青年会議所主催「地球ヒューマニティ会
議」でアジア多国籍医師団と国境なき奉仕団の密接な協力体制の確立と推進
が確認されました。
　一方、ジプチ共和国政府よりアジア医師連絡協議会にソマリア難民救援活
動に対する厚い感謝と共にこの１２月までの契約期間の延長依頼が届いてい
ます。これにつきましては関係諸団体との連絡協議の上慎重に検討させてい
ただきたく考えています。
　いずれにしましても、ソマリア難民救援チームは日本のＮＧＯにとって初の
本格的な「連合体」の試みです。日本の民間による国際貢献のモデルになる
ように大切に育てていきたく思っています。
　皆様のご指導とご支援をよろしくお願い申し上げます。
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　アジア医師連絡協議会　代表

　　アリ・サビエ及びハナン病院での貴協議会の難民救済活動に対して、ジブチ共和国

厚生省より深い感謝の意をここに表します。

　　しかしながら、国内の医療問題は今だに深刻であり、ＡＭＤＡの活動期間が残りわ

ずか半年しかないことを考えますと、ジブチ国内における活動の延長、及びもし可能な

らばＡＭＤＡのジブチ駐在所を開設して頂けることを強く願っています。

　　重ねて、ご協力に厚くお礼を申し上げますと共に、ここでお願い申し上げましたこ

とをお心に留めて頂けまようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚生大臣

－６－
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現況での同省の対策は難民へ
ていな
年以上
とを多

から相
Ａｌｉ

い。　ジプチの人□５０
もＣａｍｐに留まって

Exective Secretary ）と会見
の支援が主で、対策的なことはとられ

万人うち難民が１２万人を占める。２
いる難民も多く、同局でもやるべきこ
ａｍｐの現況を視察し、現実的な側面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－㎜　㎜く抱えている。難民Ｃａｍｐの現況を視察し

談していきたいとのこと。

Ａｌｉ　Ｓａｂｉｅｈ町のＡＭＤＡのベースキャンプ訪問。

ジプチ市内から厚生省より借り受けているランドクルザーにて
Ａｌｉ　Ｓａｂｉｅｈ町ＡＭＤＡのベースキャンプを訪問した。既

に現地入りしている宮地尚子女医、篠田助産婦、永野章子看護婦と
合流した。

Ａｌｉ　Ａｄｄｅ　Ｃａｍｐ訪問
現在約９干名の難民が居住している。ワジョー、ハルゲイサ、モガ
ディシオ等からの難民が、それぞれのブロックに分かれてテント並
びにマニアッタで生活している。キャンプの状況は比較的落ち着い
ており、子供達は、活発に行動していた。人々は非常に友好的で
あった。素足の子供はほとんどおらず、サンダルばきであったが、
衣服は粗末であった。トイレはなく、衛生状態は非常に悪いが、乾
燥しているのが唯一の救いとなっている。飲料水は稼動している深
井戸が一本あるのみであり、厳しい状況である。
毛布やグランドシーツが極度に不足しており、テントやマニアッタ

の内部では地肌が出ていたり、粗末なダンボールが敷かれてあるの

みであった。マニアッタの外壁も古着やダンボールが使用されてい
る状態であった。生活環境は非常に厳しい。病棟には一日平均
４０名の患者が訪れているとのこと。栄養失調に関しては、栄養失

調率８５％程度の子供が若干存在する程度でかなり改善されてきて
　＝　　ﾀｰゝ-・　・　＝　　　　　　　＝　　＝

みであった。マニアッタの外

る状態であった。生活環境
４０名の患者が訪れていると
調率８５％程度の子供が若干
いる。（詳しくは、ＡＭＤＡ

存在する程1
報告書参照）
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に
び
サ
ム
ス
こ
だ
集
傷
ソ
計
Ｆ
ヤ
て
機
り
　
・
代
イ
し
ム
は
て
可
で
・
イ
の
ル
銃
ち
求
る
れ
｀
訪
下
Ｍ
ス
つ
面
設

　
機
並
イ
ー
の
こ
ま
盗
殺
連
発
Ｓ
イ
し
察
取
　
着
長
が
介
ヒ
勢
れ
る
成
る
’
リ
ハ
関
た
を
れ
ら
り
院
以
Ａ
院
も
の
｀

　
ナ
氏
ゲ
チ
ム
は
｀
強
を
国
開
Ｍ
ァ
動
警
を
　
到
所
に
紹
ラ
情
わ
す
作
い
Ｈ
ア
｀
機
者
葉
ぱ
め
お
病
゜
の
病
を
て
具

着
ス
ク
ル
去
一
内
と
｀
人
ぐ
連
｀
フ
活
｀
団
゜
所
所
び
を
ブ
ア
行
生
の
て
’
゛
は
備
若
の
呼
進
て
合
見
出
゜
ス
ベ
器

　
一
存
が
は
ヽ
食
イ
や

　
｀
が
と
に
Ｒ
ぐ
ラ
関

　
が
雷
こ
内
Ｃ
Ｏ
ヽ
機

゜
る
地
う
市
Ｈ
Ａ
ｊ
連

さ
る
あ
型
奪
サ
Ｎ
Ｆ

送
得
つ
小
を
イ
Ｕ
ヽ

護
を
つ
の
品
ゲ
ヽ
Ｉ
’

へ
報
り
数
金
ル
Ｆ
画

舎
情
な
無
ヽ
ハ
Ｅ
計

n Fund

等の国
　
　
｀
の

　
が
と

　
る
る

　
あ
あ

　
は
つ

　
で
つ

　
に
げ

　
々
あ

　
徐
を

　
゜
｀
果

た
り
効

っ
お
　
゛

グ
ある。現在エチオピアのア

干
イ

の
・

車
ド

の
マ

中
ハ

間
モ

期
の

在
属

滞
所

の
フ

々
セ

我
ニ

よれば、新政権は今後、

目下の焦点はNationa1 Chapter
的に１６の氏族間で合意に達し
ぎないが、大統領候補には元首
ガール並びに現暫定大統領のア

ｋ
走
や
’
し
彼
た

!chnical truck
り回る武装集団
チャットと呼ば
彼等は現地語で
て町の郊外に配
等に対する食糧

゛
　
い
か

は
し
　
て
し

供
但
　
し
で

提
・
足
の

の
る
　
不
も

設
い
・
も
な

施
て
る
フ
的

泊
し
す
ツ
始

Ｒ
ザ
ヽ
雷
同
サ
出
る
り
Ｏ
ぐ
構
り
体
か

Ｃ
ラ
ア
地
て
イ
に
い
あ
Ｓ
Ｐ
機
｀
団
前

Ｈ
・
リ
の
に
ゲ
外
て
で
Ｉ
Ｄ
業
ズ
Ｏ
月

Ｎ
一
マ
国
中
ル
市
し
的
Ｎ
Ｎ
農
ン
Ｇ
ケ

リ
タ
ソ
英
車
ハ
歩
在
目
Ｕ
Ｕ
糧
オ
Ｎ
２

ジプチ空港到
『
／
ｊ
メ
ー
ノ
ー
一
１
１
ａ
’
～
　
Ｓ
　
ｘ
　
ｉ
～
ｙ
ｌ
’
“
～
ｆ
¥
￥
｀
Ｊ
｀
－
１
四
―
　
．
　
″
ｊ
　
一
一
－

セ
ッ
ハ
撒
チ
市
る
し
｀
Ｍ
国
ｊ
ム
が
ら
集
た
務
務
並
師
イ
リ
で
誕
ｊ
れ
ド
ン
て
装
る
休
と
が
し
総
会
し
る
ィ
す

強盗、武装
　
　
■
Ｉ
～
Ｉ
Ｉ
Ｉ

’
Ｉ
Ｉ

っ
事
事
手
医
・
マ
バ
に
章
ら
メ
マ
し
重
れ
の
ン
画
約
サ
と
申
あ
フ
は
設

あ
フ
フ
転
ム
ド
ソ
ベ
内
憲
え
ハ
フ
関
Ｃ
ば
薬
ア
計
確
イ
長
Ａ
で
オ
院
施

で
セ
セ
運
ヒ
マ
の
ア
月
家
伝
モ
ラ
に
ｋ
呼
麻
シ
る
を
ゲ
院
Ｄ
能
に
病
ヽ

゛●

１ １ ： １ ０

と
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１７：００

１１：３０

１２：２０

　
゜
て
の
ル
た

る
し
水
ハ
い

あ
事
・
・
な

で
従
た
る
が

能
に
し
い
金

可
動
始
て
資

用
活
開
れ
｀

使
療
を
ば
が

が
医
動
運
る

Ｏ
で
活
り
い

５
仕
仕
よ
に

２
奉
奉
に
分

　
｀
が
の
ク
十

が
婦
こ
ン
も

つ
護
ヽ
タ
人

も
看
り
水
る

を
の
よ
回
き

が大きな問題である。

い
し
を
出
・
人

て
関
勣
も
い
ヽ

っ
に
活
Ａ
し
う

い
安
も
Ｄ
ほ
よ

で
作
地
た

　
・
的
現
き

い
体
々
い

難
具
我
て

ジ
き
し
必
｀
々
実
は
を
動
連

口
大
る
を
て
徐
現
え
意
活
に

Ｏ
医
９
な
活
な
権
そ

Ｏ
の
Ｉ
は
療
え

３
人
は
で
医
雇

在
６
々
分
は
を

現
―
我
十
に
等

は
・
も
サ
彼
Ｄ
｀
９
て
か
一
規
権
か
物
名

●・

い
在
る
給
イ
｀
Ｍ
が
は
め
る
つ
ヽ
政
る
ぐ
７
・

な
現
い
供
ゲ
め
Ａ
る
て
始
来
一
数
新
き
業
Ｉ
い

ら
イ
て
又
病
・
病
る
状

に欠損が見
卜
し
ヽ
科
る
の
れ
の

　
・
足
ず
人
あ
ど
わ
院

い
を
ら
婦
で
ヽ
行
病

も悪
用
お
産
み
し
に
合

で
が
・
の
但
め
総

や壁
状態
地内
技師
ない
いる
た。
月始
イサ

　
て
粗
夜
能
現
台
は
い
と
資
　
病
コ
　
さ
施
な
事
足
師
員
考
‘
一
第
提
馴
　
　
し
Ｌ
°
る
こ
墟
た
お
よ
。
Ｎ
う

　
れ
に
｀
可
｀
娩
の
て
こ
付
　
合
の
グ
善
泊
は
従
不
医
委
と
Ｚ
の
｀
―
　
　
察
’
ｙ
た
い
’
―
廃
れ
て
に
こ
Ｕ
交

　
さ
誠
め
勤
め
分
も
っ
の
添
　
総
名
ン
改
宿
題
療
が
の
の
い
尤
月
し
の
　
゛
視
物
゜
て
囲
に
さ
し
域
と
｀
き

　
壊
は
た
稼
た
な
い
ま
照
ヽ
　
ヽ
２
リ
に
の
問
医
数
名
こ
難
一
一
一
５
対
と
　
　
を
建
あ
し
周
真
測
え
地
い
Ｐ
行
゜

　
破
具
い
機
い
末
し
埋
参
は
　
下
の
ィ
連
Ｆ
も
　
も
７
と
有
―
る
に
省
　
　
内
な
で
壊
の
゜
推
が
の
よ
Ｄ
｀
る

　
に
器
な
一
な
粗
ら
で
を
て
　
以
ら
フ
急
Ｅ
て
Ｌ
て
が
Ａ
ば
ヽ
れ
Ａ
生
　
゜
市
も
み
半
物
た
に
た
町
が
Ｎ
り
あ

　
び
療
い
も
も
に
具
者
告
し
・
長
か
一
は
Ｃ
し
’
｝
し
会
Ｄ
れ
て
訪
Ｄ
厚
　
察
｀
と
の
れ
建
い
易
っ
゜
方
Ｕ
あ
で

　
並
医
て
備
液
誠
器
患
報
間
合
局
Ｆ
リ
安
Ｉ
関
四
う
員
Ｍ
き
っ
に
Ｍ
と
　
視
で
ま
物
さ
の
て
容
ご
た
い
｀
も
う

察
化
や
い
設
像
｀
療
は
査
に
会
ン
Ｃ
ブ
治
Ｎ
に
田
ど
委
Ａ
で
わ
回
Ａ
Ａ
　
内
内
ヽ
建
ば
り
し
が
が
い
Ｚ
Ｆ
ア
そ

視
朽
ト
つ
線
現
は
医
ト
調
ズ
｀
シ
Ｓ
の
で
Ｕ
勤
な
｀
の
に
成
加
次
を
Ｄ
　
市
案
り
の
飛
作
住
と
々
て
片
Ｅ
卜
さ

設
老
ッ
が
Ｘ
や
て
も
ッ
の
一
問
ヤ
む
長
月
る
活
き
て
め
連
作
も
が
書
Ｍ
　
サ
の
お
係
き
石
居
こ
人
゜
ら
Ｃ
ス
な

施
｀
べ
気
゜
ム
゜
棟
べ
Ａ
二
訪
｀
含
局
ケ
れ
の
大
゜
た
急
を
卜
Ａ
告
Ａ
　
イ
氏
て
関
吹
の
で
る
は
回
寄
Ｉ
グ
は

諸
は
・
電
う
ル
至
病
も
Ｄ
急
省
省
ぐ
ン
ー
さ
で
番
従
の
て
案
ン
Ｄ
報
ヽ
ゲ
デ
れ
Ｏ
が
そ
夕
か
場
出
近
Ｎ
ッ
題

院
物
る
も
ま
ィ
に
科
で
Ｍ
緊
生
生
官
シ
の
在
内
一
　
゜
建
っ
圃
夕
Ｍ
定
よ
・
ル
ブ
さ
Ｇ
根
ヽ
ッ
か
市
も
は
Ｕ
ラ
問

病
建
れ
レ
し
フ
棟
外
接
Ａ
況
厚
厚
当
ヤ
こ
滞
市
の
る
再
従
計
ル
Ａ
査
せ
い
ハ
ア
壊
Ｎ
屋
は
ア
も
空
等
者
ぐ
ド
な

根
生
敷
性
い
て
っ
５
ゲ

屋
衛
院
適
て
れ
か
は
ル

々
ヽ
病
ヽ
れ
か
な
く
ハ

所
り
は
が
さ
置
ら
し
｀
。

　
ヽ
あ
者
る
用
つ
た
詳
た
照

り
で
患
あ
使
一
当
・
ま
参

お
末
間
で
在
が
見
た
・
料

て
粗
夜
能
現
台
は
い
と
資

れ
に
ヽ
可
ヽ
娩
の
て
こ
付

さ
誠
め
勤
め
分
も
っ
の
添

壊
は
た
稼
た
な
い
ま
照
ヽ

その他、厚生省担

との会合。

　
ｘ
Ｉ
ノ

師
卜

医
ン

　
｀
タ

長
ル

院
サ

院
ン

f‾●

が
サ
て
あ
院
　
な
サ
ヽ
る
に
た

ん
イ
し
で
病
　
的
ン
り
す
れ
け

さ
ゲ
関
と
サ
　
体
コ
あ
関
ず
つ

皆
ル
に
こ
イ
・
具
の
で
に
い
ぎ

も
ハ
動
い
ゲ
る
ヽ
Ｆ
定
院
・
こ

れつつある。現時点で

破
や
ヽ
々
二
年
青
品
部
連
や
き

り
連
は
人
マ
十
の
貨
外
国
ン
大

よ
国
物
の
や
何
部
雑
々
｀
ラ
は

に
の
建
数
間
は
心
用
我
ら
卜
で

紛
い
の
多
空
に
中
日
ヽ
Ｉ
ス
面

内
沿
域
大
な
興
の
ヽ
め
い
レ
安

　
｀
卜
地
｀
末
復
町
類
た
片
は
治

が
Ｉ
る
り
粗
ヽ
辿
ｍ
い
に
近
｀

屋
リ
す
あ
た
で
ら
穀
悪
カ
付
で

家
ト
住
で
っ
じ
が
ヽ
が
し
設
的

の
ス
居
態
囲
感
な
や
安
・
施
好

ど
ン
の
状
で
た
し
菜
治
る
ー
友

殆
、
人
な
ン
゜
か
野
は
あ
Ｒ
も

　
゜
イ
般
゛
ぺ
い
し
｀
て
も
Ｃ
々

た
メ
ー
よ
夕
と
゜
り
っ
　
Ｈ
人

し
｀
゛
’
ｙ
る
い
墟
た
お
よ
ろ
Ｎ
う

察
’
ｙ
た
い
’
―
廃
れ
て
に
こ
Ｕ
交

視
物
゜
て
囲
に
さ
し
域
と
｀
き

を
建
あ
し
周
真
測
え
地
い
Ｐ
行

内
な
で
壊
の
゜
推
が
の
よ
Ｄ
｀

市
も
み
半
湖
た
に
た
町
が
Ｎ
り
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２１：

３０

３０

後

00

１１：２０

4月26日

ｉ

シューリング氏過去６週間ハ

は
無
に
・
ヽ
で
起

舎
穏
前
た
が
中
が

�
限
作

ニ
と
し
襲
老
ゝ
う

回
に
宍

に
止
緋

に
昌
往
訪

ン
　
な
に
た
物
か
う
の

ヨ
　
じ
体
き
建
な
よ
こ

ジ
　
感
全
て
る
は
の
ヽ

　
｀
報
を
サ
い
い
我
そ
今

人
情
険
イ
着
て
怪
で
ヽ

　
　
し
部
に
避
サ
幾
こ
た

　
し
バ
間
全
に
イ
・
こ
っ

　
住
・
山
完
国
ゲ
い
ヽ
合

　
居
ド
ヽ
は
隣
ル
良
が
し

　
に
ア
闇
市
は
ハ
に
い
殺

　
為
シ
年
サ
い

｀
常
な
に

　
る
｀
６
イ
る
べ
非
え
い

　
け
が
｀
ゲ
あ
比
は
絶
互

　
肋
た
り
ル
ヽ
こ
況
が
ヽ

　
　
　
　
　
　
’
―

　
を
い
戻
ハ
外
町
状
ざ
で

　
々
働
に
ヽ
市
の
ヽ
こ
の

　
我
間
ア
で
ヽ
也
為
ざ
な

　
が
年
り
紛
で
列
る
い
ｙ

報
人
３
マ
内
車
ュ
い
り
１

情
国
Ｉ
ソ
の
に
ソ
て
は
・
１

－
　
゛
’
゛
”
！
’
゛
゛
ｓ
Ｎ
　
／
―
　
』

ツ

の
外
で
に
降
主

ら
の
ビ
年
以
は

か
名
ダ
５
年
々

氏
数
ブ
８
１
人

イ

に
剛
日
限
ｙ
°
糾
た
斟
む

デ

され

、や

ａｍ

昌
謬
拡
ド
帽
汪
‰
評

‘
‘
゛
‐
‘
　
―
－
゛
’
ぶ
日
’
゛
：
”
　
　
　
　
　
‐
　
Ｉ
｀

ギ
か
殆
ハ
　
ヽ
宿
彼

イ
ー
｀
゜
し
が

Ａ
ゲ
安
く
が
Ｓ
き
ぜ
る
た
転
在
勤
政
拠
壊
し
ヽ

Ｆ
ル
治
全
事
Ｍ
焼
な
あ
き
運
現
活
レ
を
破
難
は

ぐ
在
は
る
る
ス
る

官
滞
て
あ
い
一
あ

０８：００ Ｆ
“
ｇ

ｒ

’
ｒ
９
。
ａ

ｌ

７
９
．
。
４
¥
ｉ
ｉ
Ｄ

～
”
ｖ
．
″
″
０
　
．
ｊ
／

門
に
し
で
て
ナ
で
が
々
｀
ガ
の
い
戦
戦
た
ら
ッ

専
サ
関
全
い
の
ち
誰
我
か
兼
こ
て
と
に
れ
が
サ

Ｏ
イ
に
安
続
Ｆ
打
ヽ
・
の
手
ヽ
し
権
点
さ
な
イ

４月２５日

０９：００

、
援
理
イ
町
る
う
っ

つかの氏族が

氏
混

］
何
副
尨
Ｍ
剔
に
削
っ

係
難
ア
ヽ
は
ヽ
Ｉ
の

成
は
ｆ

構
域

●
ｉ

Ｓ

で
ル
う
の
持
同
れ
但

の
カ
よ
る
を
族
さ
・

な
二
う
い
銃
家
建
う

々
ク
奪
て
が
じ
再
思

人
テ
を
し
民
間
が
と

外
模

郊
る

　
゜
い

撃
て

目
き

る

ヽ

品
有
住

ヽ

家
る
　
　
を
起

い
し
金
所
―
し
国
な
　
　
所
が

て
い

ヽ
だ
だ
る
ヽ
に
　
動
る
奪

れ
な
せ
ま
ら
あ
て
事
゜
移
い
強

く
題
さ
を
か
て
き
す
い
に
て
品

て
問
め
銃
る
い
で
出
良
港
め
金

Ｉ
．
Ｓ
Ｊ
　
ｌ
ｌ
’
ｓ
～

‐
ｓ
&
＿
Ｊ
Ｍ
　
～
Ｍ

Ｓ
４
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

＆

ハルゲイサでは、

来
く
止
り

”
：
’
力

れ
置
が
し
が
空
止
る

傷つけ合う事はしない。

ここにいる外国人は、我々を助けに
は歓迎している。市内の治安は、全

ックビープルも市内では決して車を
はしない。なぜなら、住民の殆ど;
目撃されれば、彼等が住民に攻撃さ
くと言う事は全くない。普段は家に

銃を使う必要がないからだ。新政権
、銃を持つ必要もなくなり、銃を差
日没以降は、町中を歩き回らない方
ＨＣＲの車にて市内よりハルゲイサ
、テクニカルトラックが１台の車を
、時折こうした武装集団の脅しによ

｀
々
ラ
事
｀
歩
で
ば
｀
Ｎ
中
は

　
ザ
購
　
病
７
師
助
ン

　
ビ
Ａ
　
ン
在
医
田
ィ

　
の
Ｄ
　
ナ
現
人
篠
フ

　
原
Ｍ
・
ハ
ヽ
ス
の
一

発
萩
Ａ
行
・
で
ン
遣
り

出
　
　
同
ル
院
ラ
派
ブ

け
？
い
に
ダ
病
フ
Ａ
史

向
フ
田
等
る
門
は
Ｄ
女

に
ツ
訪
き
あ
専
師
Ｍ
田

チ
タ
を
続
で
科
医
Ａ
篠

プ
ス
噂
手
つ
人
゜
｀
の

ジ
Ａ
ジ
り
Ｉ
婦
る
名
述

て
Ｄ
一
取
の
産
い
６
後

に
Ｍ
ラ
受
卜
｀
て
３
は

機
Ａ
ガ
の
ク
は
し
が
く

ナ
ヽ
他
ｊ
ェ
院
生
等
し

ス
し
の
ロ
ジ
病
誕
婦
詳

セ
発
そ
ェ
ロ
ン
が
産
゜

Ｒ
出
ヽ
ジ
ブ
ナ
児
助
る
成

Ｃ
を
港
パ
Ａ
ハ
生
ヽ
い
作

Ｈ
ル
空
菱
Ｄ
・
新
ス
て
書

゜
Ｎ
テ
ヽ
三
Ｍ
ル
の
一
し
告
食

警
台

　
゛
２

で
両

等
車

配
新

手
の

の
入

　
Ｏ
の
従

　
Ｉ
地
に

　
日
現
動

　
毎
ヽ
活
・

問
ヽ
名
が
照

訪
床
Ｉ
婦
参

院
Ｏ
が
産
グ

り
又
人
ト
な
で
ち
士
れ
し
Ｕ
途
で
様
Ｕ
ホ
察
ぐ
Ａ
ダ
人
ナ
事
報
夕

１１

０７

'●

権
る
蝿
・
蝿
ま
た
姿

な
あ
｀
い
が
前
し
な

き
で
し
悪
親
直
り
由

大
民
な
に
母
の
座
自

が
の
ぱ
常
で
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ダル・ハナン病院では、伝統医療の専門助産
限を持っており、医師の言う事も聞かない。
為、公衆衛生観念が全くなく、病院の中もご
が飛んでいるのは当たり前といった感じで衛
新生児の顔には蝿がたかり、真っ黒になるほ
を手で追っているという状況。ベッドは常に
で妊婦たちはベッドで横になれず、床を這い
り、痛みを和らげる為にうなったり、歌った
勢で過ごしている。
帝王切開用の新品の医療器具もアメリカの寄
や、麻酔薬等の配管設備がイタリア製の為、
ルをかぶったまま、置いてある状況である。
フランス人医師も、衛生状態が極度に悪く、
護助手もいない為、帝王切開は諦めたとのこ
％必要な時は、大きな病院に救急車で転送し
間違いなく帝王切開に踏み切るような状況下
は、産ませてしまうとのこと。一番の問題点
の欠如と、医療スタッフの再教育である。フ
たが、スタッフが全然言う事を聞かない為、

12



｢'

誰
本
先
つ

ず
根
手
あ
・

ま
等
小
で
い

　
ヽ
育
ヽ
と
な

ば
教
は
こ
い

れ
再
建
の
て

r｀●

　
お
ル
定
を
ろ
人
人
は
て
る
が

　
て
エ
予
民
こ
千
２
者
れ
あ
ー

グ
っ
・
る
難
と
５
・
壬
さ
で
団

ン
取
る
れ
る
の
万
る
。
。
一
成
点
師

イ
け
い
さ
い
今
４
い
責
構
拠
剤

フ
受
て
鎖
て
・
在
て
ぐ
で
活
薬

あ
に
再
と
れ
　
一
を
し
閉
し
る
現
れ
Ｉ
フ
生
き

字

ヽ
Ｉ
’

十
動

赤
活

際
所

国
療

　
’
診

ｅ
ぐ

で
び
の
か
ら
　
リ
ｅ
握
は
否
あ
は
さ
サ
ッ
の
な
　
ｒ
動

外
並
院
い
め
・
ブ
ー
把
に
拒
ズ
に
淑
ィ
タ
湊
Ｊ
∵
’
は

間
ヽ
病
加
認
発
ｅ
ｌ
は
で
を
定
プ
開

　
　
　
　
　
~
_
　
　
＆
ｋ
Ｊ
　
．
ｉ
．
＆
ｓ
Ｍ

ス
た
国
る
Ｃ
療

ａ
Ｚ
　
ｆ
９
９
ｓ
ａ
ｌ
ｌ
ｌ
ａ
ｓ
￥
１
‐
　
　
¥
１
　
■
S
&
1
9
S
I
Ｉ

時
員
ン
パ
は
出
゜
Ｆ
報
ま
還
予
ン
が
フ
人
の
ぐ
い
｀
医

　
　
　
．
．
ｓ
&
Ｓ
ｓ
=
．
　
　
ｓ
&
ｓ
～
ｇ
ｓ
～
ｄ
～

ａ

ａ

１
Ｓ
～Ｌ

＆

ｋ

ｌ
．
ｌ
一

八
言
デ
月
器
づ
言
ぼ

し
し
・

関
入
ル

い

Ｅ
!
”
ｘ
９
．
Ｓ
～
ｌ

”

”
“
“

’
‘
”
“

”

’
ｍ

’
!

’

７
’
１
：
Ｚ
;
７

託
謳
影
に
回
詐
訟
躬
行

ン
府
ぱ

イ
敗
れ

テ
゜
け

一
と
な

ミ
こ
ら

族
に
　
ｏ
す
７
る
結
イ
事
ナ
ケ
タ
Ｐ
た
員
配

家
ブ
ｃ
ｆ
関
ヽ
い
集
ボ
Ｒ
　
の
ス
ヽ
当
委
糧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
ー
ー
ー
；
４
Ｉ
Ｉ

ら
烈
ご
い
ク
ｙ
ｔ
ン
ご
ら
ｙ
ナ
と
Ｎ
て
新
町
動

Ｒ事Ｃ

も
イ
あ
に
イ
　
対
リ
ー
進
し

て
ボ
で
急
ナ
ｐ
に
゜
日
が
を

し
り
る
早
・
Ｉ
Ｒ
い
Ｉ
渉
プ

Ｈ
　
と
く
な
て
い
Ｉ
Ｃ
し
で
交
ツ

Ｎ
°
Ｒ
ら
に
っ
し
Ｉ
Ｈ
ほ
み
で
ア

Ｕ
る
Ｃ
れ
と
従
ほ
ｈ
Ｎ
て
込
間
一

は
あ
Ｈ
そ
こ
に
て
Ｐ
Ｕ
し
費
の
ロ

に
で
Ｎ
お
る
ｅ
し
’
に
整
食
と
オ

区
定
Ｕ
ぐ
す
Ｉ
結
ｒ
的
調
｀
ビ
フ

地
予
ヽ
ド
を
・
・
締
Ｍ
体
と
費
口
も

ド
の
は
マ
療
ｆ
を
ヽ
具
所
在
イ
て

マ
設
て
フ
医
　
卜
は
け
務
滞
ナ
し

フ
開
し
ア
回
ｒ
ン
者
だ
事
ヽ
Ｒ
と

ア
々
関
は
巡
ｏ
メ
任
る
ビ
は
Ｃ
部

の
近
に
い
に
ｆ
一
貴
来
ロ
用
Ｈ
本

ア
ヽ
卜
る
心
　
リ
の
出
イ
費
Ｎ
Ｒ

リ
が
ク
あ
中
ｅ
グ
ト
゜
ナ
の
Ｕ
Ｃ

マ
い
エ
イ
を
ｔ
ア
ク
る
ヽ
プ
と
Ｈ

爆
圧
紆
言
辻
‰
二
回
訂
行
跡
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
』
！
－
１
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
ｓ
一
　
　
　
一
Ｉ
Ｌ
．
ａ
ｌ
　
．
ｄ

フ
の
図
て
ム
経
ク
よ
同
ラ
帰
り
か
が
イ
ｓ
ス
も
プ
ー
ぞ
・
位
さ
Ｏ
今
あ
い
と
墳
ｅ
リ
ー
る
う

ッ
と
を
っ
ラ
リ
ス
所
合
デ
の
ら
分
民
Ｒ
ｋ
Ｎ
プ
ン
は
れ
る
に
設
Ｇ
・
で
て
所
越
ｒ
を
べ
あ
ろ

夕
い
し
な
ス
パ
デ
務
に
ン
民
か
は
難
Ｃ
Ｉ
Ｕ
ン
ン
で
そ
い
面
開
Ｎ
る
る
し
務
の
ｅ
項
る
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
－
－
ｉ
■
一
一
卜
ｓ
Ｌ
＿
　
．
Ｌ
＆
Ｉ
　
％
１
４

　
ヽ
国
で
ｓ
｀
口
両
登
イ
て
り
：
ｏ
ッ
設
維
Ｃ
越
　
す
て
プ
は
う
・
一
口
ｕ
ト
キ
Ａ
ヽ

も
教
由
Ｍ
り
プ
の
還
ボ
゜
お
ン
゛
夕
開
の
Ｒ
れ
　
置
れ
の
後
ろ
る
ロ
プ
ａ
ス
ス
゜
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
　
　
　
　
　
　
　
．
　
．
ｓ
　
　
　
ｓ
　
＝
＝
　
ｓ
ｉ
ｌ
　
　
　
ｌ
　
＆
＝

Ｑｕｉａｈ

てきた。（北

　
　
つ

ｄ
行

ｒ
を

ａ
動

ｎ
活

ｒ
の

．Ｂｅ

で以下

ｒ
ア

Ｍ
リ

ク
マ

ス
ソ

デ
対

当
で

担
ま

●

し、

US dollars拠出
US dollars拠出
ギリス人十１ ８５名のローカル

ヤーを雇用

　lillion

　lillion
、8名のイ

ドレン　ファンドを通してのＷＨＯ
援。
O Emergency ヘルスキットの贈与。

ル
支
Ｈ

チ
の
Ｗ

　
卜
る

イ
５
４
中
　
ザ
ッ
す

ァ
゛
‘
続
院
　
キ
対

た。
ｋ　Ａｉｄ

建を行っ
のＥｒｉ

再
○

院
Ｇ

病
Ｎ

ルで

フ
０
２
継
病
ブ
ス
に
区
ド

ア
れ
　
　
ム

－デン

合
一
ル
ダ
地
Ｓ
ェ

リ
こ
　
業
り
度
度
度
総
セ
ヘ
ン

゜
マ
は
ヽ
Ｊ
作
の
年
年
年
サ
の

ス
な
直
行
イ
｀
当
事
的
マ
難
プ
数
ア
ー
ｒ
た
ャ
ャ
イ
ヽ
て
対
だ
本
い
な
待
事
所
ｈ
事
け
ル
で
い
ソ
Ｒ
ア
去
ス
ー
２
３
イ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
ｊ
ｉ
ｌ
　
ａ
ｌ
　
。
‐
Ｉ
　
。
～
＆
．
Ｕ
Ｒ

。
。
～
１
１

１
Ｓ４
ａ
．
Ａ
Ｓ
ｌ
　
ｆ
Ｓ
～
～
~
Ｓ
ｇ
ｉ
ｇ
Ｃ
ｋ
９

状
集
な
支
゜
定
ニ
イ
｀
ッ
あ
キ
し
ソ
Ｕ
ｒ
る
一
　
一
在
員
展
ボ
所
回
迎
拠
う
イ
ビ
ｈ
る
イ
２
で
い
プ
Ｎ
ソ
地
イ
ー
ー
ー
ハ
イ

る
も
的
の
た
予
ケ
ナ
リ
ワ
で
両
詳
の
の
Ｍ
い
べ
べ
現
委
を
リ
務
今
歓
が
ろ
ナ
ロ
Ｃ
す
ボ
人
ん
て
ジ
Ｕ
部
・
　
　
　
　
　
・

態
ま
建
援
更
通
ア
ロ
基
ク
リ
ャ
い
マ

゜
ら
て
を
に
り
担
ビ
本
゛
ン
人
リ
ー
Ｅ
ま
キ
キ
ボ
が
し
の
ま
日
て
と
期
ビ
務
ｃ
望
お
ド
る
た
ヽ
Ｃ
リ
撤
リ
９
９
９
ゲ
リ

゜
ま
１
匯
温
遵
ア
ロ
抵
ク
リ
ャ
い
マ
Ｎ
’
゜
ス
ス
リ
会
開
イ
は
の
し
点
が
口
事
ｉ
要
に
Ｏ
い
き
チ
Ｈ
マ
雷
ギ
９
９
９
ル
ギ

１０：００

日
日

７
０
り

２
２

月
月

４
４

Emergency

ラ

ａ地区

ａ
Ｕ
ス
ｒ

ｍ
万
は
ａ

オ
ａ
７
体
ｂ

Coopiが病院再建０ノアＮＧ夕イの資金拠出により
　
が
　
　
ヽ
締
ジ
ヽ
本
を
　
を
わ

　
ｉ
　
は
意
口
で
・
旨
　
会
代

　
四
　
て
合
の
の
い
の
　
員
に

　
ａ
　
し
の
フ
る
し
こ
　
委
一

　
　
｀
　
関
と
ッ
あ
ほ
に
　
査
レ

　
し
　
に
側
タ
で
て
ー
　
調
モ

　
出
　
卜
院
ス
能
し
Ｅ
　
援
サ

　
拠
　
ク
病
Ａ
可
を
Ｉ
　
救
が

　
を
　
ェ
　
ヽ
Ｄ
は
請
Ｙ
　
た
者

　
ｓ
°
ジ
Ｈ
Ｍ
ス
要
Ｉ
　
し
任

　
Ｅ
定
ロ
Ｏ
Ａ
ン
も
Ｒ
　
定
責

　
Ｈ
予
プ
Ｍ
も
夕
て
Ｆ
　
決
の

　
肋
の
の
｀
て
ス
し
Ａ
　
回
Ｓ

　
Ｓ
始
地
合
し
シ
対
・
　
今
Ｒ

　
Ｕ
開
現
場
と
ア
に
ｒ
　
ヽ
Ａ

　
皿
を
建
の
Ｒ
る
所
Ｍ
　
は
Ｎ

　
Ｈ
ト
再
そ
Ｃ
け
務
ぐ
　
て
Ｏ

　
Ｈ
ク
院
・
Ｈ
お
事
ｋ
　
し
・

　
。
ェ
病
る
Ｎ
に
チ
四
　
関
る

　
６
ジ
サ
え
Ｕ
等
プ
Ｄ
　
に
あ

　
　
゛
ロ
イ
考
が
渉
ジ
ｄ
　
ト
で

　
２
プ
ゲ
と
う
交
Ｒ
ｄ
　
ク
き

区
が
建
ル
る
ろ
ヽ
Ｃ
四
　
ェ
ベ

地
府
再
ハ
あ
あ
面
Ｈ
Ｈ
・
ジ
す

ａ
政
校
の
で
で
ク
Ｎ
も
く
口
用

Ｉ
ア
学
Ａ
能
る
ッ
Ｕ
て
お
プ
活

Ｆ
ｒ
５
団
ｒ
Ｃ
Ｉ
リ
／
Ｄ
可
な
ィ
に
し
て
チ
限

Ｓ
ｏ
計
施
ａ
Ｃ
ｅ
タ
院
Ｍ
施
に
テ
式
と
え
プ
大

Ｍ
Ｂ
合
実
Ｂ
Ｅ
Ｚ
イ
病
Ａ
実
結
ス
正
部
伝
ジ
最

※

※

１１：００

13



が
な
使
ず
　
　
に
Ｐ
　
を
敢
で
る

面
か
の
必
　
　
価
Ｅ
　
重
チ
額
あ

い
ヽ
間
を
　
　
評
Ｔ
　
慎
プ
な
で

し
し
年
Ｆ
　
　
は
Ｓ
　
は
ジ
当
理

難
対
４
Ｓ
　
　
と
で
　
に
対
―
無

　
｀
に
去
Ｍ
　
　
こ
の
　
渉
の
ｔ
く

は
府
過
や
　
　
た
る
　
交
去
。
ら

者
敢
在
Ｒ
・
し
あ
　
の
過
べ
恐

任
チ
現
Ｃ
た
　
出
も
　
と
ヽ
し
ヽ

前
プ
｀
Ｈ
し
　
り
面
　
府
は
て
が

　
゜
ジ
く
Ｎ
薦
　
乗
い
　
政
Ｒ
し
る

る
で
多
Ｕ
推
　
に
し
　
チ
Ｃ
求
い

い
ま
が
地
く
　
動
難
　
ブ
Ｈ
要
て

て
れ
金
現
強
　
活
等
　
ジ
Ｎ
を
っ

し
こ
明
・
を
　
援
安
　
｀
Ｕ
済
言

待
は
不
る
と
　
救
治
・
は
在
返
と

期
Ｒ
途
あ
こ
　
民
ヽ
い
て
現
金
る

う
Ｃ
使
で
く
史
難
は
し
し
・
明
す

よ
Ｈ
が
中
い
女
に
助
ま
関
る
不
済

る
Ｎ
だ
渉
て
子
的
援
望
に
あ
ヽ
返

な
Ｕ
ん
交
し
恵
極
急
が
ト
で
心
は

く
く
こ
を
整
野
積
緊
Ｐ
ク
要
ｊ
－
府
・

よ
か
ぎ
済
調
中
が
｀
Ｅ
゛
肝
の
政
い

が
に
つ
返
｀
　
Ｏ
し
Ｔ
ジ
が
額
チ
強

況
と
を
の
て
部
Ｇ
但
Ｓ
口
と
助
プ
が

状
・
額
金
れ
達
Ｎ
・
プ
こ
援
ジ
解

　
｀
た
金
明
い
調
の
る
Ｙ
チ
る
金
゜
見

て
っ
の
不
に
金
本
す
Ｂ
プ
す
資
る
の

っ
あ
り
途
中
資
日
値
　
ジ
期
府
あ
と

１２：００

容
般
無
て
告
び
ク
い
て
い

言
Ｌ
則
拒

ィ
エ
っ
問
で
の
ス
の
本
て

言
聯
宍
言

い

ア
祀
萌
貿
溜

　
　
　
　
　
　
　
ｉ
ｌ
　
　
～
９

者
二
携
ｄ
ェ
る
た
シ
Ｕ
は

係
ケ
連
ｎ
ジ
す
っ
一
に
て

関
／
の
ｕ
ロ
対
ら
ナ
的
し

部
ア
と
Ｆ
プ
に
も
ト
般
対

本
リ
Ｒ
の
な
卜
て
一
全
に

Ｒ
マ
Ｃ
ら
模
ク
っ
パ
゜
動

Ｃ
ソ
Ｈ
か
規
ェ
も
の
す
活

Ｈ
／
Ｎ
Ｒ
大
ジ
を
来
ま
の

Ｎ
チ
Ｕ
Ｃ
る
口
り
将
え
○
゜

Ｕ
ブ
く
Ｈ
け
プ
わ
ヽ
Ｇ
す

　
゛
ｊ
｀
Ｉ
；
’
｀
１
“
考
Ｉ
’

ヽ
ジ
ベ
Ｎ
お
本
瀾
二
旨
でる

Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
“
　
Ｍ
９
＝
９
１
　
１
　
１
　
ａ
ｌ
ｉ
ｉ
ａ

で
ま
｀
す
の
゜
野
リ

あ
日
の

約
し
て
で
て
行
分
一
で
の
々

要
致
っ
う
め
に
な
ユ
要
回
我

　
｀
告
た
よ
初
密
能
キ
重
今
が

上
報
わ
の

ヽ

を
可
セ
も

ヽ

の

以
を
に
難
も
等
に

ヽ

て
は
う

●

が
゜
る
Ｕ
に
ヽ
は
イ

す
す
な
・
地
て
で
テ

の
象

本
印

以上

キ
｀

モ
し

サ
加

ツ
参

ア
も

　
　
　
ｊ
～

ａ

　
　
プ
会
す

　
　
ン
員
記

　
　
ャ
委
に

　
　
キ
整
毎

　
　
デ
調
野

　
　
ア
援
分

　
　
　
・
救
各

　
　
リ
の
を

　
　
ア
述
括

　
ト
ヽ
前
総

Ｉ
ク
プ
｀
察

括
エ
ン
に
視

総
ジ
ャ
更
に

察
ロ
キ
・
下

視
プ
ス
た
以

サ
療
一
し
・

イ
医
べ
問
た

ゲ
援
工
訪
き

ル
救
ビ
を
で

ハ
民
サ
院
が

・
難
・
病
と

ア
ア
リ
ン
こ

リ
リ
ア
ナ
く

マ
マ
｀
ハ
聞

ソ
ソ
は
・
も

に
内
で
ル
見

び
国
察
ダ
意

並
チ
視
ヽ
の

チ
プ
の
プ
者

プ
ジ
回
ン
係

ジ
　
゜
今
ャ
関

１
１

　
　
ｍ
ク
係
ビ
ハ
ジ
　
に
ビ
地
シ
ま

　
　
ｋ
ェ
建
チ
る
口
　
的
サ
エ
信
は

　
　
Ｏ
ジ
の
プ
す
プ
　
来
・
ビ
通
て

　
　
Ｏ
ロ
と
ジ
述
の
　
将
リ
サ
る
当

　
　
Ｉ
プ
○
ヽ
後
後
　
｀
ア
・
よ
も

　
　
北
当
Ｇ
り
ヽ
今
　
が
ぐ
り
に
に

　
　
南
・
Ｎ
あ
に
ヽ
た
台
ア
ム
ト

　
　
ら
る
の
で
更
は
　
れ
２
ヽ
テ
ク

　
　
か
あ
他
欠
・
置
　
さ
は
に
ス
ェ

　
　
ル
に
の
可
る
設
・
入
く
更
シ
ジ

　
　
ビ
離
そ
不
れ
の
う
購
し
・
オ
ロ

　
　
チ
距
ヽ
要
ま
点
ろ
１
も
う
ジ
プ

　
　
プ
の
省
必
望
拠
あ
心
台
ろ
ラ
サ

　
　
ジ
間
生
が
が
ル
で
２
１
あ
ヽ
イ

　
　
都
時
厚
絡
置
ビ
る
両
に
で
線
ゲ

　
　
首
２
る
建
設
チ
な
　
点
る
無
ル

　
　
ヽ
で
け
の
の
プ
と
四
拠
く
に
ハ

　
は
ー
お
と
点
ジ
ー
Ｈ
エ
て
急
は

　
工
車
に
庁
拠
ぱ
タ
摩
ビ
っ
早
と

　
ビ
ド
エ
官
央
れ
ク
回
サ
な
｀
こ

　
サ
ー
ビ
括
中
え
ァ
今
゜
と
ら
の

　
・
ロ
サ
諸
ト
考
フ
、
リ
要
か
こ

　
リ
フ
’
の
ク
て
ｙ
は
ア
必
と
゜

　
ア
オ
リ
府
ェ
せ
ｅ
て
｀
が
こ
る

　
る
Ｃ
ア
政
ジ
併
Ｋ
し
台
ｊ
い
あ

　
す
車
｀
央
口
も
｀
関
Ｉ
が
悪
が

　
在
｀
は
中
プ
ト
で
に
に
る
に
要

　
所
し
て
チ
当
ク
上
ク
点
依
常
必

ク
の
置
っ
プ
｀
ェ
る
ッ
拠
も
非
る

ッ
プ
位
た
ジ
る
ジ
す
ィ
ル
に
が
す

ィ
ン
に
当
｀
け
口
営
テ
ビ
置
情
立

テ
ャ
い
に
り
お
プ
運
ス
チ
配
事
確

ス
キ
沿
施
よ
に
サ
を
ジ
プ
員
信
を

ジ
ス
境
実
と
内
イ
ト
ロ
ジ
人
通
ム

サビエの食料事
しい。
ＯＨの担当官の

・
ま
Ｍ

リ
望
｀

ア
が
在

　
ヽ
と
現

３
こ
゛

者
う
は

在
な
婦

滞
行
産

期
を
助

居を確保する必要がある。

長
給
田
住

に
補
篠
｀

特
糧
る
に

ぐ
食
い
急

は
り
て
早

て
よ
し
り

し
ル
事
あ

関
ビ
従
で

に
チ
に
態

料
プ
動
状

食
ジ
活
る

の
に
で
い

フ
的
院
て

ツ
期
病
し

タ
定
ン
り

ス
ヽ
ナ
借

Ａ
み
ハ
間

Ｄ
鑑
・
に

ロ
ー
国
の
も
市
ゲ
ク
に
ヽ
の
の
テ
・
Ｍ
を
ル
宅

ｊ
べ
の
ト
は
ル
ル
エ
特
は
エ
域
ス
る
Ａ
情
ダ
自

１

｀IS

ィングフ
　
ビ

ッ
手
サ

タ
転
・

ス
運
リ

ー
①
ア

て
け
る
に

し
な
け
入

間
し
お
購

に
動
の
の

動
移
頼
台

活
を
信
２

援
路
ヽ
両

支
悪
為
車

の
で
る
規

へ
車
す
新

プ
回
要
ヽ
・

ン
毎
を
ず
る

ャ
｀
力
え
あ

キ
為
労
あ
が

民
る
と
り
要

　
い
術
と
必

難
て
技
゜
る

る
れ
の
る
げ

す
離
り
あ
あ

叱
ら
な
が
を

心
か
か
要
力

中
プ
｀
必
全

を
ン
は
る
に

プ
ャ
転
す
保

ン
キ
運
保
確

ャ
ス
の
確
の

キ
ー
車
に
手

ス
ベ
の
急
転

一
が
こ
早
運

べ
地
・
を
の

エ
プ
い
手
名

ビ
ン
な
転
２

サ
ャ
ら
運
い

・
キ
な
の
な

リ
ヽ
ば
地
も

ア
は
れ
現
と
・ 　

　
　
に
が

　
　
　
婦
要

　
　
　
護
必

　
　
　
看
る

　
　
　
野
す

　
　
　
永
を

　
　
　
ぬ

　
Ｗ

る
　
る
調
Ｊ

あ
　
あ
　
諸
で

が
　
で
　
の
ま

要
　
務
　
と
末

必
　
急
　
体
月

る
　
が
　
団
２

げ
　
保
　
係
Ｉ

あ
　
確
　
関
年

を
　
の
　
に
本

カ
　
フ
　
び
｀

全
　
ッ
　
並
が

に
　
夕
　
　
｀
市

保
ス
間
Ｅ

確
　
人
　
期
の

の
　
地
フ
｀

手
　
現
ッ
模
名

転
　
の
夕
規
Ｉ

運
　
り
ス
の
も

の
フ
通
療
ト
と

名
ッ
定
医
ク
く

２
夕
予
Ａ
エ
な

い
ス
画
Ｄ
ジ
少

な
地
計
Ｍ
ロ
ヽ

も
現
初
Ａ
プ
え

14



を
で

動
欠

活
可

点
不

拠
要

工
必

ビ
が

サ
置

・
配

り
の

ア
ー

　
｀
間

し
期

と
卜

提
ク

前
エ

を
ジ

と
□

こ
プ

る
本

れ
ぐ

さ
一

置
夕

設
一

が
ネ

占
…
イ

拠
デ
　
ン

チ
ー
　
゜
ョ

プ
コ
る
シ

ジ
ブ
れ
Ｉ

　
｀
サ
ら
ネ

に
る
え
イ

更
す
考
デ

　
゜
と
と
Ｉ

る
門
る
コ

あ
専
あ
ー

本プロジェクトはジプチ政府との合同プロジェクトであるが、実際の救援活動の

施
期

実
定

に当たってはＵＮＨＣＲ、ＭＳＦ等との調整も必要不可欠である

的な調整委員会を通しての調整活動はもとより、ジプチビル
ビエにおいて出来得る限り

頼
ビ
に
る
印

信
ザ
常
れ
の

ら
・
非
ま
と

が
り
て
望
置

な
ア
い
が
配

め
に
お
置
材

深
び
に
配
人

を
並
営
材
な

解
ル
運
人
切

理
ビ
ト
い
適

る
チ
ク
深
ヽ

す
プ
エ
の
は

４）治安
　治安は全く問題がない。

換
築
け
あ
点
っ

交
を
お
で
の
特

報
係
に
要
こ
を

情
関
工
重
・
象

、意見交換等を行ない
いてい

るコ

　
○
お
○

る
に
た

……｡｡……,…………=ぺ……i.5=jS:Ji……｡,｡｡,｡‥‥‥‥‥‥l
li lk ｡………i･･･

17゛;ｻﾞ=ii.………11,1,………鰻塹鷲……'懸丿論Jtt･巻E,=/;'?;j:ly:1゛f
“………，;訟廠‥i: j｡

17……7｀';……゛゛

一

肩?警標=y'jF讐==;Wﾌﾂﾞ=j'゜=.j'…
…

?

1｡ﾄﾞﾌ…………=……，jljl搾i轡弊奮奮

　･.a: l;･，‥‥‥　‥　　‥‥‥‥‥‥‥･;，.･’・，.y ･I’

i……=ﾂy゛:‥‥‥‥‥’　－　1，;.k

　　■■■■■■　－　　　　　　・　　　　　..;,:.j3　　‥･･　，.il･j,.･･-･ .“一．．

アリアデキャンプの風景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
　
　
　
　
Ｉ

。
・
に
じ

≒41Jﾚ

　に･2｀-　...‥　　!･J･

一
国
い

く
デ
連
て

ことが肝要

イ
や
｀

ネーター
、他のＮ

で
の
Ｇ

現コーディ

, 1 1 1 1 1 ‥ ･ ･ ; = ' " ･ ; ･ ･ : ; ; l : , : ･ 1 1 一 一 一 一 1 一 一 l = ! ･ 1 一 一 　 . . ， ‥ .

i ● ; - ･ ･ g 駄 ' ぺ ･ ･ : 聊 爾 ･ . i j ! ' . ･ ･ i { i ･ � ･ a j - . l j i i y

･ : : : ･ ; l l ･ 1 . 1 7 ! ! 1 1 … … … で ･ 1 : : s j l j ﾖ ･ 1 . ' ¨ ･ 一 一 l ･ ･ 一 一 i ･ ･ l ･ ･ 4 ! l n ･ , ･ . ･ ; M 響

" 1 " ｀ ' ･ ･ ･ ･ ･ l ･ ! ! . . 1 . 1 ' 1 1 1 1 : ･ ・ ! ･ . ･ ' ! 1 1 ! 1 1 1 1 " . ･ ' ･ 一 一 , ･ S ' ! ゛ ｀ ･ 一 一

･ 9 Q . ･ ･ リ ・ 　 ・ ・ ･ ･ ． ･ 呪 ･ ，
･ ' " ･ . ･ : . ; ･ 9 1 . ;

｀
゜
は
の
夕

つ
る
割
と
一

つ
あ
役
Ｏ
ネ

　　..&,.｡S'･.1･.-1..

一．４．ぷ･．･ｔご‘･

び
互
た
今
力
ヽ

並
相
し
ヽ
協
一

こ
に
の
が
後
活
ラ

とから

・
に
｀
口
経
ク

リ
動
て
プ
の
ッ

ア
活
っ
の
動
ザ

｀
サ
対
ジ
ジ
験
氏

にづ｀一一･７男甲17靭畷　ご鋤(j
　　/一xy………jﾐ‘や゛　　　　･､恂　　言:ぴj｀
軋池幽

アリアデキャンプの風景

－15

１ ●

ｒ●



「

「

●

1●

II ソマリア北部被災民救援医療プロジェクト

今回の視察では、ハルゲイサ地区を訪問した。以下に視察総括を各分野毎に記す。

１）ロジスティック
　ハルゲイサは、ジプチから、ＵＮＨＣＲセスナ機で、約１時間の距離にある。　ハ
　ルゲイサ空港から市内までは、車で約１５分の距離である。しかしながらこの空
　港から市内までが最も治安が悪く、危険な為、現地関係者の空港出迎えは、必須

　である。　ハルゲイサにＡＭＤＡ拠点が設置されるまでの間は、取りあえずＵＮＩＣＥＦの
　宿舎を拠点とすることが治安面、生活面で最も望ましい。ただし、１人当たり
　１５～２０＄の宿泊費が必要。更に空調設備がないことから、モスキートネット
　の使用が不可欠である。
　ハルゲイサ市内の移動に関しては、やはり治安上の観点からも車両が１台必要で
　ある。早急に車両の確保を始める必要がある。ただし、新車購入は、盗難にあう
　可能性が高いため、レンタルか、現地の中古車を購入すること。更に、拠点に関
　しては、治安の面からメインストリート沿いが望ましく、早急に拠点も確保して
　いく必要がある。
　通信事情は非常に悪く全て無線ラジオに依っている状況であり、無線ラジオシス
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記述の如く、ハルゲイサ総合病院におけるニーズは非常に高く、多岐に渡ってい
る。したがって、少なくとも、当プロジェクトの期間、規模を鑑み、医師１名並
びに、サブコーディネーターの本プロジェクト終了期日までの長期滞在が最低限
必要である。その他の医師、看護婦の短期滞在ももちろん歓迎される。

３）コーディネーション
　本プロジェクトは、厚生省（ハルゲイサ総合病院）と合同プロジェクトである
　が、ＵＮＨＣＲも非常に強い関心を示していることから、初期アクションがスム
　ーズに遂行されればＵＮＨＣＲの資金支援を得られる可能性が高い。すなわち、
　ＵＮＨＣＲの実施団体としての契約の取得である。
　従って、ハルゲイサプロジェクトに関しては、ジプチのＵＮＨＣＲ事務所をはじ
　め、ジュネーブ本部、ＵＮＨＣＲ東京事務所に対し緊密な連絡調整を行っていく
　必要がある。この点、既に現地コーディネーター、ラザック氏は、十分理解して

　いる。

論
本
ア

結

ＮＧＯ合同プロジェクトを成功に導く為には、本部レベルにおける強力なパ
ップ体制が必要である。特にパーマネントドクター（アリ・サビエ、ハル
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パーマネントコーディネーターの存在が鍵となるであろう。即ち、前者が２
後者は、理想的には３名（ジプチビル、アリ・サビエ、ハルゲイサ）、少な
２名である。アリ・サビエ拠点活動は、巡回医療活動計画も基本的には作成
準備段階から、実施段階にまもなく入るであろう。ダル・ハナン病院に関し
既に実施段階に入っている。ハルゲイサプロジェクトに関しては、当初予定
権発足を待つという計画を変更し、５月の第１週には、ラザック氏、長谷川
岩永医師３名による、実施準備調査隊をハルゲイサに派遣することが強く望
。本チームの滞在期間中、でき得れば厚生省／ＵＮＨＣＲとの基本合意の締

ぎ着けることを目指す。
ハルゲイサの医療活動には、いずれのＮＧＯも着手しておらず、ＡＭＤＡの
ェクトが、パイロットプロジェクトとなることはほぼ間違いなく、この時期
ぱ、いずれ、他のＮＧＯ等も、近い将来進出してくることが予想される。本

部の英断を切に望む所である。

４μ

ハルゲイサ病院

　産婦人科オペ室

「

以　上

ハルゲイサ病院
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ＵＳΛ難民局調査マニュアルEarly Rapid Assesslentの

難民キャンプの保健衛生状況の迅速評価法としての有用性と限界

assessment of public health condition in refugee camps

the Washington manua1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田村　正徳　　　　　　東大小児科国際医療協力研究会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国井　修、菅波　茂、津曲兼司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中政宏、S.A.Razzack　A M D Λｿﾏﾘｱ救援委員会

　［緒言］：我々は、Gjibout1政府の要請により、１９９３年３月よりGjibouti国内のAli-Adde栃ﾝﾌI’に

て医療活動を開始した。この難民キャンプは約３年前に首都から約130kmはなれたソマリアとの国境近

くの半砂漠地帯に設営され、主としてソマリアからの難民約９０００人を収容している。我々は医療

活動の開始にあたってＵＳＡ難民局の調査マニュアル（以下ワシントンマニュアル）のVISUAL INSPE

CTION CHECKLISTとON-SITE INTERVIEW DATA SHEETを用いて難民キャンプ全体のｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｭｱｰと保健衛

生状況を調査した上で難民の個別訪問聞き取り調査を行った。

　［目的］：今回は個別訪問聞き取り調査の有用性と限界について報告したい。

　［方法］：調査は１９９３年３月上旬にAli-Addeｷｬﾝﾌﾟにて行われた。ワシントンマニュアルに従い、

難民キャンプの５つの居住区毎にテント番号をもとにアトランダムに４家族を抽出し、合計２０家族

を我々が直接訪問し、難民出身のCHWに通訳してもらいながら直接聞き取り調査を行った。聞き取りの

現場にはGjibouti政府関係者は同席させないようにした。

　［結果］:①17/20家族は３年前の難民キャンプ開設時より住みついていた。②家族構成；１テントあ

たり2-15（平均７．８人）が生活しその構成は、成人男子1.6人、成人女子2人､5-15歳の小児2.2人、

5歳未満の乳幼児2.1人であった。③キャンプでの出生数と生存率；調査対象の20家族にキャンプ生活

中に出生した数は27名だがそのうち12名（44%）が死亡していた。死亡時の年齢がはっきり記憶されて

いた症例の40%は1歳未満であった。死亡例の主な症状・診断名は下痢7、麻疹4、外傷1、マラリア1で

あった。④生存している41人の5歳未満児のうち家族が身体的異常を自覚しているのは、5名（咳瞰2、

下痢1、栄養失調2）であった。⑤幼児の栄養状態；1-5歳の幼児26例の上腕周囲長を我々が実測した結

果は9/26（35%）が13.5cm未満で中等度以上の栄養失調と判定された。⑥食料；配給量は成人で約1800c

al/日で内容も難民局の説明とほぼ一致していたが、配給が遅れがちである事に強い不満あった。⑦政

治的迫害や治安の不安を訴える家族は無かった。⑧燃料；灯油や石炭は人手困難。枯れ木を燃料とし

て食事や夜間の暖房としていたが全家庭ともレンジと灯油を欲しがっていた。⑨水；水はすべて1-2k

m離れた涸れ川の底を手で据って採取し、ポリ容器にいれて人力でテントまで運んでいた。⑩不満；狭

くて雨漏りの多いテント、毛布や燃料の不足、違い水源、乏しい石鹸やミルクの配給、トイレが無い。

　［考察］：ａ）我々の調査では５歳未満の乳幼児が対象人□の２６％を占めており、難民局の公式発

表の１４％よりかなり大きい。この隔差の原因としては、ｲ）小さな調査ｻﾝｱﾙｻｲｽ刎こよる誤差、ﾛ）調査

時期と調査法による相違、ﾊ）難民局による難民総人数の水増し報告、が考えられる。supplmentary f

eeding program（SFP）や予防接種の実施にあたっては、乳幼児数の正確な把握が必要なので難民局の発

表数字を鵜呑みにせずに再調査が必要と考えられた。ｂ）我々の調査では幼児の３５％が栄養失調と

判定され、しかもその大部分の家族は自分の子供の栄養障害を認識していなかった。調査時点でSFPを

受けていたのは63人のみだが、実際にsFpを必要とする小児の数はもっと多いと予想された。ｃ）チン

ト番号より対象家族を選んだ為、テントを支給されていない未登録のnew co●ler（NC）は調査対象から

漏れてしまった。実際にはNCこそhigh risk groupであり、診療活動を開始してから初めて、外来患者

の65%（肺炎患者では75%）がNCで占められる等のNCを取り囲む問題が明かとなった。

　［結論］ワシントンマニュアルは少人数の調査貝が難民キャンプの保健衛生状態を迅速評価し、問題

点を発見するのに有用であるが、ｻﾝﾌﾞﾙｻｲｽﾞや抽出法による限界を考慮して解釈する必要がある。
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　ダハナン産婦人科病院活動日誌
アジア医師連絡協議会　篠田恵見氏

８－５（上）…体調不良のため仕事を休みました。

９一一５（日）･･･通訳と共に什事を始めた。正常分娩が１例あり、分娩介助を行った。２例

　　の流産（妊娠初期）があり、点滴治療を行った。原因不明の新生児死にが１例あった。

　　生後２日目で、母親が異常に気づいた時には、既に心停止しており、蘇生したが全く

　　反応がなかった。（窒息または先天性心疾患の可能性）

　Ｏ　数日前に主任助産婦に交渉していた新生充用の筋注針とシリンジが人手され、すで

　　に使用が開始されていた。（しかし針は22Gの大きさで、新生児にはまだ太すぎる）

　　主任が請求書類を提出したことで人手できたとのこと。今後も細かい問題点の解決に

　　ついては、主任にはたらきかけていく。通訳の女性は初口に分娩を見て、気分が悪く

　　なった。

１０－５（月）…Mr.Razzak等のハルゲィサ行きと、オパール人医師のパスポート取得の

　　ため、車を運転し空港へ行った。パスポートは！時間程で受け取れ、その後ダルハナ

　　ン病院へ２人の医師も同行した。院長、ディレクター、スタッフに彼等を紹介し、院

　　内を案内した。

　…その後、２時間程仕事をした。２人の産婦の経過を観察したが、そのうち１例は回旋

　　異常があり難行していたため、分娩監視装置を用いて監視した。（装着用ベルトが紛

　　失してしまっているため、ガーゼ等で代用し、プローベ用ゼリーも品切れのため、消

　　毒薬で代用）その他に、上気道炎の妊婦（５ヶ月）を診察し、Dr.へ処方を依頼した。

　ＯＣＴＧ（分娩監視装置）は２台のうち１台は故障。使える１台は前述のように備品・

　　消耗品が不足しているため補充されることが望ましい。困難なケースに私が使用する

　　以外、他のスタッフが使用しているところを見たことがない。以前に、使用しない理

　　由を助産婦に聞いたところ『故障している』との答えだったたが、試してみたら動い

　　たことから、使用方法が理解されていない可能性もある。今後、各チームのスタッフ

　　に、装着方法や判読方法を指導してゆく。（フランス人の助産婦は理解している）

１↓－５（火）･‥１人の産婦の経過観察を行った。進行が悪く、児頭骨盤不適合が疑われ

　　たため、スタッフに相談したところ助産婦とＴＢＡが診察をそれぞれ行った。　しかし

　　２人の所見は一致せず、胎児心音に注意して様子観察を続けた。

　…分娩直後の産婦が出血し、経過観察をした。切開部の縫合を拒否したため、一度はそ

　　のまま病室に帰されたが、通訳と共によく説明を行ったところ、納得して、縫合術が

　　受けられた。

　Ｏこれまでにも、数人の初産婦が縫合を拒否したことがあり、その理由として、分娩中

　　からスタッフが大声で叱ったり叩いたりすることで、産婦が恐怖感を抱いていると考

　　えられる。今回、通訳がいたので、時間をかけて説明した結果、納得した事から、ス

　　タッフの指導や説明の態度について問題提起していく。

　…感染（マラリアの疑い）と強度貧血のある獅婦の診察を行ない、ペルチエ病院へ移送

　　した。
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１２－５（水）･‥２例の分娩があり、初産婦１例を介助した。 infibulation.incision、

　　episiotomy、sutuveをはじめて１人で行なった。清潔操作や消毒が不適切に行われて

　　いる現状があるため、（特にＴＢΛ）消毒のデモンストレーションを行なった。

　　　他の１例は仮死出産であったため、蘇生（吸引とアンビューバッグ、経鼻カテーテ

　　ルでの酸素投与）を行なった。昨日から進行が悪かったケースであり、産道通過に長

　　時間を要したことによるfetal distressが原因だと考えられる。

　Ｏ特に初産の場合、介助の者以外のスタッフが大声で産婦に怒鳴ることが多く、今回の

　　２例とも同様であったため、静かにするよう注意した。又Episiotomyの時期、切開

　　の量、努貧のコントロール等、自然分娩の介助方法について個別に指導してゆく。

１３－５（木）…アリサビエで行われているＴＢＡのトレーニングプログラムにD「.Savo」

　　と参加した。アリサビエ市内と難民キャンプから合計１５人のＴＢＡが出席しており、

　　8:00～11:30まで行なわれた。教師はジブナにある助産婦学校の教師２名（ジブチ人

　　のＴＢＡとベトナム人の助産婦）、及びアリサビエ病院のnurse（男性）の３人。

　　　主な内容は

　　　　１）胎盤の娩出介助方法

　　　　２）尿検査の方法と異常時の対処

　　　　3）patient card の使用方法

　　であった。

　　　ＯＨＰ、プリント、ファントーム（分娩介助モデル）等の教材を用いて、デモンス

　　トレーションを交えた方法で行なわれ、参加者は熱心に聞いていた。

　　　しかし、参加者の経験年数が１年～１５年以上と幅があり、全員に理解されること

　　は難しかったと思われる。教授する順序が系統的でないことや、助産婦用のキットの

　　説明（尿検査）など使用経験のないものについての説明が不十分であったことも理解

　　不足の要因になったと思う。今後教えたことについてフォローアップしてゆく必要が

　　ある。

　　　今回ベトナム人の助産婦はオブザーバーとして参加しており、終了後感想を間くと、

　　私達と同様の評価をしていた。特に、使いこなせない助産婦用のキットをＴＢＡに渡

　　すことの問題性を強調していた。（トレーニングの最終日にキットは配布された。内

　　容は後日確認する予定）

1.4－5（金）…コンテナ輸送に関してＨＱよりＦＡＸが届きミーティングを行った。

　　午後６人のメンバー（宮地・Ｅｍｍａ・永野・ネパールDr.2人・篠田）でGRAND

　　BARAへ出かけ、雨上がりの砂漠を走ったところ、ぬかるみにはまり、大変な思いをし

　　て脱出した。
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難民キャンプにおける地元ナースのためのプライマリケアー訓練コース

ＡＭＤＡフィリピン派遣のｴﾏﾊﾟラヂ医師によって計画実施された。３日間のコー
スの終了後にＡＭＤＡより終了認定証が渡された。この認定証が彼女達を感激

させた。「国境なき医師団は給料はくれただけだ。アジア医師連絡協議議会

は私達に教育をくれた」と。
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ｚａｔｌｌｌａ Ｓ ｑＵｌｓｔ１Ｃｎ３ ａｌ】□ｕｔ ｄＬａｒ!･１!ｅａ

ぺｊｌｏｗ ｓ,ａｎｙ ｔ１１;ｌｇｓ ｄｃｒｓ．ｙｏ１!ｒ ｒａｌ１１１１ｙ ｌｊａ７ｅ ｄ量ａｒｒｈｅａつ

ムＷｊｎａｔ ｌｓ ｔｈｅ ｃ･ｺ．ｕｒ ｃｆ ｔｌ･ｅ ｓｔｏｃ１'ｊ

ぷ･１Ｓ Ｌ!ｌｔｊ ｊｌａｒｒｈｅａ ａこＣＣｍｐａｒ．１きどＸＵｈ ａｂｄｏｌ１１１ａｌ． ｃｒａ･,ｐＳ

４;･ Ｄｏｅｓ ｉｌｅ ｈａｖｅ ａ ａＱＱｄ ｓｕｃｋつ

４　ｊ･ｃＵ･ｎｎ Ｐ】ａ１１ － ｓｅｅ ＳＩ･ｐｌｊｅ．ｎｄｌ．ｘ３

　　　９．ぼjd』り１ｄｕａｌ ｗｏｌ’ｋｌ

'毎　ｉｍにessλonsof the Paに1clpant5 about the Tralnlng-SorKsJlop

　　　　seeAppendlx 4

Ｖ昆．ｌｌｐｒｃｓｓ１口nofAMDIls staff abou! the TralnjnQ-iolkshop

　　　　　sea Appendll 5

v!11.Plan of PQst-7raln1ｺｇ Ａｃｌｌｖｌｔ!ａｓ ｏｆ ｔｈｅ Ｎｕｒｓｅｓ

Echc Semlnar哺orkshop to other d！spensary staff by the nurse

1，An Adde一May 6. 1Q93

7，●our Aaussa － Mav 9. 1993

3　Hol MOI － jMay j□　1りり３

Ｔｒａ１乃1ngof Communlty Heaith WorKers abouこＳｐｏｔ Ｍａｐ

２

ISol Hol － 1!dy 8. 199］

Aour Aoussa － Mav 9， 199］

An idde 一 Msy 11，！993

Ｃｏｏｒｄｉｎａｔロｒ‘ｓ ●ｅｓｔｉｎｇ ｃｒ ｔｌｌｅ ｌｕｒｓｅｓ － Ｍ＆ｙ ｌ６． １９９３
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3 QuestlQns rormuiateG for tne ramny ne削乙ｈ ｓｕｒｖｅｙ

　　　　ほｎｄｌｖｌｕｕａｌ ｗｏｒｋ）－ｓｅｅ Ａｐｐｅｎｄｌｘ ２ ｆｏｒ ｆｌｒｓｔ ｐａｒｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ｏｒ ｔｌｅ ｑｕｅ５ｔｌｏｎｒほにｅ

Mohamed゛s quest10ns about dlar□lea －

1）how lany chlldren have dlatrnea ln your nouseつ

２）Ｈｏｗ ｌｏｎｏＧｏｅｓ ｙｏｕｒ ｃｈ１１（１ｈａｖｅ ｄｌａｒｒｎｅａつ

３）Ｗｈきｎ ｄｌｄ ｙｏｕｒ ｃｈＵｄ ｏｅｔ ｄｌａｒｒｈｅａ７

引Ｗｈａｔ ｔｒｅａｔｍｅｎｔｈａｖｅ ｙｃｌｇｌｖｅｎ ｔｏ ｙｏｕｒ ｃｈｌｄつ

5）DO You kncw holi tD maKe ORSつ

6）Where do you usuany Co when somebody hり5 dlarrbea ln

　　your fafn11V?



　　　　　　　（社）日本青年会議所国境なき奉仕団活動報告

　　　　　　　　　　　　　　　本部長　梅沢重雄

　我々卸日本青年会議所国境なき奉仕団は、４ＮＧＯ共同プロジェクトであるソマリア難

民救援プロジェクトジプチルート第１次隊をこの程派遣し、無事任務を全うし帰国した。

　石と砂漠の荒涼たる原野にらくだが一頭、二頭・・・濯本がかろうじて生い茂っている

こんな所に一人取り残されたら我々は一日ともたない、そんなアフリカジプチであった。

我々奉仕団は年初よりケニアルートからの救援を考えていたが、治安悪化等により度々日

程の変更を余儀無くされ、ついにケニアルートをあきらめジプチルートより救援を計画し

た。

　４月１９日、日本を出発した我々先遣隊１１名はパリ経由でジプチ入りし、政府機関で

あるＯＮＡＲＳ（難民救援委員会）の主要メンバーと物資の調達、輸送、配布等について

協議したのち市内の難民の視察、さらに５０ｋ皿程離れたホルホルキャンプを訪問した。四

国ほどの国土、人口５０万人の小さな国で現在難民が１３万人いるとか。ほとんど女性や

子供だがこの内３万人はソマリア国境に近いアリサビエ地区の４つのキャンプに収容され

残りの１０万人は首都の街に公道を住居として物乞いで食べている。人口の４分の１を超

える難民の数は･この小国に過重な負担を強いており国際機関やＮＧＯの援助が望まれるの

も無理からぬ事である。

　ＯＮＡＲＳを窓□に物資調達、難民への配布等について打ち合わせをしたが、物資の調

達もＯＮＡＲＳの努力ですぐ出来る、配布もすぐ出来る、輸送もＯＫ、明日には仕事が始

まるという最初の返事。　しかしその日になって確認に行くと今日は出来ない、明日はＯＫ

と毎日状況が変わりその場しのぎの良い返事しかないので極めて不安を惑じた。これは国

民性というよりまだ難民キャンプコントロールシステムが出来上がってなく混乱と人材不

足によるものと理解した。そこで４月２２日３時にホテルレストランにＯＮＡＲＳサミレ　　ダ

イ代表、外務省のファラ氏、物資購入業者の３者を招き、物資購入、輸送、配布等につい

て再検討し合意に達した。

　ホッとしたその夜、２日遅れで出発した本隊１３名がＡＭＤＡから依頼された医薬品を

運んでジプチに到着した。空港で厚生省役人立ち会いのもとＡＭＤＡの現地コーディネー

ターラザック氏、助産婦の篠田さんらに引き渡しをした。

　４月２３日は金曜日、イスラムのこの国では休日、気負った本隊の１３名があちこち動

きたくても市内の難民の視察が精一杯。我々は思い切って明日に備えて休養することにし

た。

　現地最終日となる４月２４日には朝６時に朝食をとり活動を開始した。ソマリア国境に

一番近いアッサモキャンブ（５、０００人収容）訪問班と、港で大量の物資の確認班とに

分かれ、キャンプ訪問班を見送った我々は業者の車にて港の倉庫へ到着。早速物資の検品

作業に入った。5 0kg入りの袋が２、０００袋の砂糖１００’｀ﾝ、同じく米（インディカ米

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－25－
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ＯＮＡＲＳ構内にて大漁旗を掲げてメン″－（第一陣）の記念撮影
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）８０し、小麦粉５０し、パスタ２０し、食用油１ ５０ケース、毛布１、０００枚と合計

３００゛ﾝに皮んだ。

　一方キャンプ訪問班はアリサビエ市長らと会見したり、アッサモキャンプに入りＡＭＤ

Ａの医師長谷川さん、宮地さんらともお会いした。キャンプでは形式的な物資の少量配布

を行い、キャンプ内の学校ヘノート、エンピツを寄付した。

　港の倉庫でキャンプ訪問斑と合流して先はどの検品物資をＯＮＡＲＳ側に引き渡すセレ

モニーを行う。この量は難民キャンプ３万人の約１ヵ月分に相当する効果的なものであっ

た。

　この物資購入料はＪＣメンバー全国６万５千人の一人１日５円の寄付による国際協力事

業費より２、０００万円拠出したものであり、６万５千人の思いがこの物資に託されたわ

けである。従って確実に難民に渡る為にＷＦＰ（国連世界食糧計画）、ユニセフの現地代

表さらにＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）の現地代表と相次いで会見し、救援物

資リストを渡して難民に確実に渡るよう確認とレポートをお願いした。本来なら直接配布

をしたかったのだが、物資が大量な事とＯＮＡＲＳの配給プログラムを混乱させる事から

今回は見送った。

　難民の救援物資の６０～７０％は自国の貧民に回されるという現実があったため我々は

この点に、より神経質になった。その夜無事任務を全うした安堵感を胸にジプチを後にし

た。

ダ●

　今回の救援では食糧を中心に行ったが、現地では飲用水と医薬品が極度に不足している

現実があ９たので、第２次隊では医薬品を中心に救援を行いＡＭＤＡの医師の皆さんの後　ｚ●

方支援をしたいと考えています。

　我々奉仕団は他に職業を持つ経済人を中心とした素人のボランティアであり、長期的プ

ロジェクトには不向きである。現地の方の自立を助けるＮＧＯや、年単位で現地で活動さ

れるＡＭＤＡの皆さんと違い、長くても１０日間位のプロジェクトでないと実行出来ない

のが現状である。しかしこの特徴を逆に有効に生かしＡＭＤＡをはじめとするＮＧＯの補

給面での支援あるいは短期に大勢の作業を要するプロジェクトの実行等にポイントを絞る

ことにより長期、短期を問わずＮＧＯ活動の支援及び直接的行動が可能になるのではない

かと考えている。

　ＡＭＤＡの掲げる理想と我々奉仕団の地球市民意識が相乗して更に素晴らしいものにな

ることをＡＭＤＡの素晴らしい活動に敬意を衷しながら祈念します。

－27－
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アジア医師連絡協議会派遣医師　田村正徳先生作成

ＨＯＬ－ＨＯＬ ＡＬＩ－ＡＤＤＥ Ａ　ＳＳＡＭＯ Ａｏｕｒ－Ａｏｕｓｓａ 備　　　考

Rocaition

Ali-Sabichより

38KI(車で75分)

μな額

27KI（45分）

顛~山遺

27Km 28KI（20分）

ｸﾍ

001×10回=60,0001/日

人口（賎）

5ね勣叙

6771(ｿﾏﾘﾔ)

　900

8290～9000(ｿﾏﾘﾔ)

1300

5138(ｴﾁｵﾋﾟﾔｰZkweA~I]

　490+ｿﾏﾘﾔ¨'ZoleE)

5857（ｴﾁｵﾋﾟﾔ）

　574

ｉ　ｌ 枯れJIIの雌に1500� 枯れ|||醇紅1000� 顛2～3000� 国翻いに3000�

頁覆時ll 1988年より

UNnLRの駄t11991年

1988年より

闘ULRの駄t11991年

1991年JUWE

鮭一ｹJIの新観入 38 714 44践(釣220人) 1769

駐一ｹ肋死亡魏

　(死鏝)

1（chicken pox） 5（lalnufrition）

　　すぺて5才未勣見

２（下痢の桟,産龍鮭

　　の雑）

病人の男女比 男30~35S

　:　幻0~65X

男30 :　女70 男30~35S

　:　女70~65S

男49X : 女51%

Water

　朗より順l

　水量

　圖毒血

3ｹ鳶の卸(哨||)手●41ﾝﾌﾞ朗

300m～1000m

多い

・わﾌﾟ峰→ﾌﾀを恥て

　　　ﾊﾞｹﾂで薮み上げ→醇

・J嗜糾鴫しているので

　　　　　Ｕｕ鴎

　2樋の||馴即:手･ﾎﾟﾝﾌﾟ

IKI（違い）

多い

畦民岐肛蓋く､顛による醇

ｷｬﾝﾌﾟjlより違い

l民はむしろ|||底を鬘った水を助

（10Hの11?）

･jll駄を湘→C1朗朗籾

･表画数卵がないので量み上げた1

が再び卸を隨す6鵠

一を3kl知て､l紅璽った闘
　　－

即でﾊﾞｹﾂ十ﾛｰﾌﾟで薮み上げ6

少ない

ｎ民の朗や､家畜やｕによ61

鮪り

ともかく這い

顛の家畜用節→ﾄﾗ,ｸで小ﾀﾝ

1KI(遭い)1日10回→6C

剱い･･･l水が多い

ﾄﾗ,ｸの鵡→住助軸なﾎﾟﾘz

　　　　ﾂで水紅通う

水]ﾝﾃﾅｰ剱い

家畜と共用

Sanitation 勉し 凱 麹し 勧も朗せず

(56一Fｲﾚｰｺﾝｸ卜FI

　でも)

泳浴旛没 Sし lし 凱
鯉しo4み木場と共用

洙鬘旛没

　０んのｎ

　鬘し

4肛1回､1践に4ｹ

凱

4肛1回､1ｕに4ｹ

盤し 　鮒し

4月に1回､1ｕに2ｹ

ゴロほ 凱 匍し 鯉し 1,､ｷｬﾝﾌﾟの駄24

治　雀 咄畦好 比肪韻 　雌畦好

ｎ駄u5Kmlれた軍nlで

抑ていってAlrSabiohへ

趙しても6う

　雌賎好

policeが駝･･･ＵＵ有り

29－
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ＩＩＯＬ－ＨＯＬ ＡＬＩ－ＡＤＤＥ Ａ　ＳＳＡＭＯ Ａｏｕｒ－Ａｏｕｓｓａ 備　　　考

Supplelentry

feeding　人駿

BWHT星章

organization

102回(米,ｽﾊﾟｹﾞ,ﾃｨ，ﾐﾙｸ，

ﾋﾞｽｹ,ﾄ,負,Ｈ)

　絢100人

　　　75X

　不良

　(ｶづもﾁｹ,ﾄもない)

1日6回(米,ｽﾊﾟｹﾞｯﾃｨ.腎粟，

ﾐﾙｸ,DATZ,隻)

　63人

　80S，60X町も5Å

　雌賎好

　(ﾜﾀﾁﾝｶづをJU§)

IE12回のﾐﾙｸと1回の食事

　(左に同じ)

　53人

　80S

　不良

　(ｶづもﾁｬｰﾄもない)

1日2回のﾐﾙｸと1回の食事

(左に貼､如XVW)

傾89人,成人10人

80S

雌賎好

　　　　　　　－(ﾜｸﾁﾝ力づ経用)

ﾏﾗﾘﾔは75%に

　ｸﾛﾛｷﾝ

駄肋tah,ivo財哺は

UNISEFより建,vnaも足りてい

　翻書,ﾉｰﾄ,ﾁｮｰｸがlい

　ずしもこの遭りには支斟れていない

　庫哩勧れていない勧もある

ONARSのMKが2人いるが､せいぜ4

還に1~2回ｷｬﾝﾌﾟを回琢度

鮭は何も鼓ない

　dysertery
で

戴alnutrition

　　　が主我因

主要疾重

(主要死因)

醇諸/l

(lalnutrition),ARI

(diarrhea＆dysen-

tery，tbc,lalaria，

arelie

（lalnutrition）

　lalaria（ARI）

　diarrhea＆dysen-

　tery chicken pox

　50～60/日

(diarrhea＆dysen-

tery)ARZ

(lalnUtrition)

(lalnutrition)

(diarrhea)ARZ

arelie

　桟20威人40～50

収秘してい6ｕ 傾用のｼﾛ,ﾌﾟやd.s.の駐･1

頷驀､餌憂､n(fungus，

scabies)VIT Bll,抗ﾋﾇ

ﾀﾐﾝ剤,抗U,NGtube

石鹸，消毒薬

左に恥 紅恥 　　左に嘔

antiflylなvogind

drops→sfontiroに使う

紅鮭のｕﾁｴ,ｸ lし Sし 董し
nwを介しての勧剌

学　授 有り　ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ式

建433人先生9人

　　(義駁雑)

有り　ﾌﾟﾚﾊﾌﾟ式 鈴ﾃﾝﾄ式 勧

その・ 交iの菱は一番不菱 NewCOIlenの顛が多い

CHI,TBASの能化の閥

豊賎ちの靫絹り1縁,ている

龍は一顧1

AI-Sobielか6は遠いので

去賎民の韻鮭の龍者より、

紅鮭が鵠

貪　料

(WFP)

素12Kg/ll壇150g/』

油20g/U　魚(かんずめ)

砂糖10g/日　800g/月

　総ｶﾛ9-　1810/日

左に恥 左に聡 左に限

　　鰭･人員

　　随

　　lanpower

　　　-systel

llｹJIの死亡

ｕ11人､TBA2(5)CHw8

ｎにみtぽ6しい謐顧(外知み)

入院はすぺてZali-Sabio1

Medicallarkﾍｼﾞづで

逐ぶ,Uealthworkへは主とし

て重民

1人(chickenpox喊人)

看践2人,TBA2人,CHW8人

駐頴1

　左に附

Nurseを中心にしたHWの

organization践好

5人(すぺて桟く5才)

ｕ士2人,TBA2人,CHW6人

ilりのす61いﾃﾝﾄ非鰭顧

左に恥→5KI●れた軍鶏に知l

　　　いって絹しても6う

隨士は最iNationalが来た

1かりでorganizationはl

　　2人(下痢桟､龍巣鮭)

lｕ1十2 TBA Cuw

９甜ii

　放恥NURSEを秘とし1

RWのorganizationば創

。づ

9人のうち8人が桟

Vacciration ｕのｽﾄyｸ鬘し

(ｕの韻は1992年111) (1993年2J124日) (1992年11月)

UNISEF酌の冷蘇はｕ/ｶﾞﾇ

式で菱えない（1993年2月）
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カンボジア・プノムスロイ郡病院における

　　マラリア・キャンベーンについて

高橋央

＜はじめに＞

　ＡＭＤ∧のカンボジア・プロジェクトでは、プノムスロイ郡病院の再建と患者の治療・

衛生教育に大きな労力を使った。その中でも当地が熱帯熱マラリアの大流行地域で、活動

開始当初に桑山先生からマラリア・キャンペーンを行ないたいとの指示があり、特に力を

尽くしたつもりである。

プノムスロイ郡のマラリアの流行に関しては、前回の記事を参考にしていただき、今回は

プノムスロイ郡病院でのマラリア・キャンペーンを中心とした、外来・入院と地域の巡回

診療の統計とその分析を御紹介する。

　尚、マラリア治療の問題点、その他の臨床上の課題については、ＷＨＯと国立マラリア

研究所に提出した＜Monthly Clinical Report、Phnom Srouch District Hospita1、AMDA-

Cambod比＞のコピーが岡山本部にある（英文18ページ）ので、参照いただけます。 ゛●

＜プノムスロイ郡の現状＞

　添付資料にある通り、ブノムスロイ郡（district）は12の地区（subdistrict）に分かれ

ていて、人々はその下の部落（coHune）単位で日常活動をしている。プノムスロイ郡病院

はその中心部のオウ地区内にあり、郡内43､000人の唯一の保健医療施設となっている。

プノムスロイ郡のことを説明するときに、忘れてはいけないことが２つある。第一に、こ

の郡は山がちで、国道４号線から南北に離れるほど交通の便が悪くなることである。

地図上<prey〉とあるのはクメール語で森の意味で、このような地区は僻蒼とした熱帯林に

覆われている。第二に重要なことは、この森林地帯には武装したプル・ポト派兵士多数が

活発に活動している、ということである。

ＡＭＤＡ自体は２月26日午後、ウイリアムとボラン両医師が巡回診療中にポル・ポト派と

想われる兵士数名に銃で威嚇停止され、ホールド・アップされたうえ、マラリアの治療薬

や金品を奪われる事件が起きている。

また４月に入り、郡病院から1 kmほど離れたキリヴォン地区にある、ＵＮＴＡＣのプノム

スロイ郡施設が襲撃を受けている。現在大変危険なところである。

このような２つの困難な状況に加え、カンボジア全土で一般的な専門家の不足（その多く　ｚ

はポルポト時代に殺されたり、逃亡した）、保健医療予算の窮乏、公務員の腐敗が目に余　

●

る状況である。
　従って、プノムスロイ郡での保健医療活動はいかなる課題においても、治療→予防→衛

生・教育と順次裾野を広げる、復興型の援助活動が成功しやすい。その際、一緒に活動す

る保健医療従事者や地域住民の信頼や協力を得られるよう、努力しなくてはならない。

けれども危険や無理は避けるべきである。

要するに成果を挙げようとするならば、大変困難な仕事となるわけだ。

＜郡病院の患者統計から＞

　1992年10月10日から1993年２月末日まで、日曜日と水曜日を除く毎日、ＡＭＤΛ一プノ

ムスロイ郡病院にて外来・入院診療を行なった。

外来受診者数は、10月が４９８人、11月が６４２人、12月が４７７入、１月が４９７入、
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背後の化教寺院には，雨期明けを祝う飾りが見える
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２月が８５１人で、合計２、９６５人であった。入院患者数は、10月が２６人、11月が６

７人、12月が４８人で、このうち７名が当院で死亡した。

１月と２月の入院患者集計は出来ていない。

月

１

１

０

１

１２

１
⊥
　
ｎ
乙

プノムスロイ郡病院の患者統計（’92.10～’93.2）

外来患者数　入院患者数（うち当院死亡）

４

６

９

４

８

２

４７７

４

８

９

５

７

１

２

６

６

７

（８才と13才マラリア各１、死産1）

（84才肺炎１）

　　　　　　　　事故３、

４８（マラリア３）

転送数

１（交通事故）

７（農作業・交通

輸血などの治療を要するマラリア４）

　　　　　　　　　２（子宮出血１、交

　　　　　　　　　　　通事故１）

　外来受診者数が12月と１月に低下したのは、米の収穫作業で住民が忙しくなったからだ

と考えられる。　２月に急激に増加したのは、その反動と巡回診療の効果が挙げられる。

各地区ごとの月別の外来患者動向を見てみる（添付地図参照）。

地区

プノムスロイ郡内各地区の月別外来受診者動向（’91.10～’93.2）

　　　　　　　10（％）　11（％）　12（％）　1（％）

キリヴォン　　　　　　　　128（25.7）

オウ　　　　　　　　　　　117（23.5）

タン・シア　　　　　　　　108（21.7）

モハシャン　　　　　　　　　47（9.5）

プレイ・ルンドゥール　　　40（8.0）

ダンポック・ルング　　　　11（2.2）

タン・サムロン　　　　　　　9（1.8）

クレイ・ドゥベイ　　　　　　2（0.4）

プレイ・クメン　　　　　　　1（0.2）

ツゥレイン・ツゥラユング　０

チャンボック　　　　　　　　０

チョアン・サング　　　　　　０

郡外、およびＩ　　　　　　　－

郡病院・ＵＮＴＡＣ関係者35（7.0）

116（18.1）

169（26.3）

165（25.7）

84（13.1）

39（6.1）

13（2.0）

23（3.6）

　4（0.6）

　1（0.2）

　6（0.9）

　8（1.2）

　3（0.5）

11（1.7）

95（20.0）

144（30.2）

89（18.7）

42（8.8）

38（8.0）

　3（0.6）

12（2.5）

　0

　3（0.6）

　9（1.9）

　0

20（4.2）

22（4.6）

100（20.1）

151（30.4）

82（16.5）

87（17.5）

35（7.1）

　3（0.6）

　2（0.4）

　1（0.2）

　0

　7（1.4）

　3（0.6）

10（2.0）

14（2.8）

　2（0.4）

２（％）

136（16

112（13

250（29

219（25

56（6

　4（0

　9（1

　1（0

　0

28（3

　2（0

19（2

15（1

0

O）

1）

4）

7）

6）

5）

1）

1）

3）

2）

2）

8）

　この表を見て興味深い点が２つある。１つは郡病院開設当初は、病院から5km以内の地

区であるオウ、キリヴォンからの患者が最も多かった。ところがこの患者の中心は、今年
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クリスマス・パーティーの

飾り付けを終えたプノムス

ロイ郡病院外来待ち合い前

にて，左からボラン・熊沢・

高橋。

マラリア・キャンペーン用

に，天井からは蚊帳，ロー

プにはマラリア治療に用い

た点滴ボトルに色紙を巻き，

患者たちが願いごとを書い

て飾り付けた。
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病院前を通る国道４号線は

舗装が良いため，スピード

オーバーによる交通事故が

多発する。

ＡＭＤＡの車両には救急セッ

トが載まれている。

93年３月５日，高橋のお別

れパーティー（ＡＭＤＡ－

カンボジアオフィス）。

左から，熊沢，ボラン，高

橋，ウィリアム，Ｄｒ．ジム

父娘（米国赤十字社）



に入り、国道４号線に沿ってだんだんと東に移っている。２月には、タン・シア、モハシ

ヤンから全体の55.1％の外来患者が来ている。

これの最も大きな理由は、郡北東部の国道４号線沿いは比較的治安が良い上に、リョモォ

ックと呼ばれる、オートバイに荷車を付けた乗り合いタクシーが多く、来院しやすいこと

がある。さらに１月からこれらの地域に巡回診療を行なったことと、コンポンスプー市の

県立病院での、職員から患者と家族に対する賄賂の要求に嫌気がさして、まず郡病院にや

ってくるということも考えられよう。

　いずれにしても、郡病院にはたくさんの患者が受診し、その数が増加し、またよリ遠く

からも患者が来ることは、我々の活動が地域住民に受け入れられていることの１つの証拠

となろう。さらに我々の巡回診療時に、翌日の外来受診を勧めると、かなりの患者が実際

にやってきた。このような患者の協力的な態度は、今後疾病の予防や栄養・衛生教育を進

める上で、好結果が期待できる地域であると推測される。

＜マラリア患者の統計分析＞

　プノムスロイ郡病院外来におけるマラリア患者数と総外来患者数での割合、マラリア患

者の性比率と年令構成は、媒介蚊の活動に合わせ、３つの期間に分けて分析してみた。

つまり、雨期の終わりの10月（僅か20日分だが）、雨期から乾期への移行期の11－12月、

そして乾期の只中の１－２月である。結果は次の通りである。

　　　　　　　　　　　マラリア患者数と全外来患者数の割合

期間

雨期

移行期

乾期

マラリア患者数

（10月）

（11－ 12月）

（１－２月）

１

３

３

０

３

１

５

５

０

総外来患者数

１
１

４

１

３

９

１

４

８

９

８

割合

２

２

２

１

９

３

（％）

Ｉ
Ｑ
）
Ｏ

●

　マラリアは雨期に伝播が活発になるので、雨期の患者割合が一番低いのは理屈に合わな　、f●

い。これはサンプル数が他の半分以下しかないのと、開院当初で病院の知名度や信頼が十

分でなく、重症のマラリア患者は県立病院に直接搬送されていたことが大きい。

いずれにしても、この結果で重要なことは、乾期においてもマラリア患者数は20％以上を

示したことである。大流行(jlojoezldeljc）の状態にあるといえる。

　次にマラリア患者の性別はどうなっているかを見てみる。

期間

雨期

移行期

乾期

(10月
）

（11 － 12月）

（１－２月）

マラリア患者の性比率

男性患者数

　７２（６

２４２（７

１７２（５

（％）

８

２

６

６）

２）

Ｏ）

女性患者数

‘３３（３

９３（２

（％）

１．４）

７．８）

１３５（４４

吉／♀比

Ｏ）

ｎ
乙
　
ｎ
乙
Ｉ

１

６

２

８

０

７
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マラリア患者の年令構成（移行期；11－12月）

　　患者数（％）

**4(3.8)

**4　5(4.8)

**********20(19.0)

*********4***l*4***章子41(39.0)

*******+15(14.3)

*******14(13.3)

*43(2.9)

*+3(2.9)

36

1）

＊＊＊＊＊＊２４(７．２)

＊＊＊＊＊＊＋２５(７．５)

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　７２(２Ｌ ５Ｚ)

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　９６(２８．７)

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊十　６５(１９．４)

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊十　２５(７．５)

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊十　２１(６．３)

***47(2

ｒ●

ｒｌ

　患者の性比率でわかることは、雨期と移行期では男性患者が女性患者の２倍以上になる

のに対し、乾期にはその比率が１．２７まで低下する。

この理由は、男性患者数が減少するのと、女性患者数が増加することの両方が関係してい

る。男性がマラリアに罹りにくくなるのは、12月から１月にかけて米の収穫など田畑での

農作業が忙しくなり、伐採・炭焼きのために媒介蚊のいる森林へ行く頻度が下がることが

一番の理由だろう。それに反し、女性や子供は薪拾いや牛追いといった、年中欠かさずに

行なう仕事中に媒介蚊に刺される。ひょとしたら、男の代わりに森に入る機会は雨期の時

よりも増えるかもしれない。

　媒介蚊の生息地の気象環境も雨期と乾期では大きく異なるであろうが、地域の罹患率が

ｈｏｊｏｅｎｄｅｍｉｃを示している以上、媒介蚊の絶対数は増減しても、感染力が大きく変化する

ほどではないと考察される。つまり、プノムスロイ郡のマラリア伝播は媒介蚊の生物学的

要素より、地域住民の社会行動様式の方が伝播力に影響を及ぼしていると考えられる。

　ではどのような年令層が患者となっているかを分析してみる。

年令層

　～1

1～5

6～10

11～20

21～30

31～40

41～50

51～

不明

年令層

　～1

1～5

6～10

11～20

21～30

31～40

41～50

51～

マラリア患者の年令構成（雨期；10月）

患者数（％）



年令層

　～1

1～5

6～10

11～20

21～30

31～40

41～50

51～

不明

マラリア患者の年令構成（乾期；１－２月）

　　患者数（％）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊乖＊５６（１８．１）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊６６（２１．３）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　２８（９．０）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊４４（１４．２）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊十　５５（１８．７）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊３６（１１．６）

＊＊＊＊＋　９（２．９）

＊＊＊＊＊＊＊　１４（４．５）

＊２（０．６）

　上の３つのグラフからはっきりわかるように、雨期と移行期では患者の年令層のピーク

は20台にあるが、乾期にはこれが乳幼児に移っていて、20台にもそれより少し小さいピー

クが残っている。

先の性比率の結果と合わせて解ったことは、乾期に患者の男女比が均衡してくるのは、乾

期には乳幼児の罹患が男女を問わず増加することが原因、ということである。

けれども前に述べたように、プノムスロイ郡のマラリア伝播が媒介蚊の生物学的要素よリ

地域住民の社会学的行動様式の方に大きな影響を受けているとすれば、矛盾が生じる。

即ち、これらの乳幼児たちは外出するときは、若い母親だちとほとんどいつも一緒にいる

ので、10台から30台の罹患率がもっと高くなって然るべきであるなのに、そうならない。

一人の母親が複数の子供を連れて森へ入ることも考えられようが、乾期の10台から30台の

女性患者の割合は、いずれも50％以下であった。従って、若年女性が乾期に特にハイ・リ

スクグル一プに入るとはいえない。

媒介蚊のハマダラ蚊も日没から日の出までの主に夜間、屋外で吸血するので、乾期に活動

範囲を広げたハマダラ蚊が午陸中の乳幼児を吸血することは考えにくい。

とにかく、「プノムスロイ郡では、雨期には青年の特に男子、乾期には乳幼児が熱帯熱マ

ラリアに感染しやすい」と結論付けられるが、後半の理由は明らかに出来なかった。

可能性の１つに、乳幼児の免疫学的な問題が挙げられるかもしれない。つまり、「栄養不

良や気候の変化で、乾期に乳幼児が熱帯熱マラリアに罹リやすい状態となる」という推測

である。これを証明するには、患児の入念な診察と母親への詳細な問診が必要となる。

＜結論と今後への課題＞

　プノムスロイ郡の現状、郡病院の患者の動向を踏まえたうえで、当地の熱帯熱マラリア

患者の統計分析を提示｡した。

マラリアの伝播形式を理解し、有効なコントロール対策を講じるためには、患者群の疫学

的・臨床的・病理的アプローチの他に、媒介ハマダラ蚊の医動物学的な調査が是非必要で

ある。しかし現在のプノムスロイ郡の治安やＡＭＤＡのマンパワーを鑑みると、そこまで

専門的にキャンペーンを進めるのは不可能である。
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　このような困難な活動条件でありながら、地域住民の大半はＡＭＤＡの活動に好意的か

つ協力的なことは、今後治療から予防へ重点を移していく際にマラリア・キャンペーン成

否に深く関わる、とても重要な事柄である。

マラリア予防の方法として、前回の記事では殺虫蚊帳を推奨した。すでに、三井東圧化学

（株）より蚊帳１、０００帳分の殺虫剤が寄贈され、同社からの寄付によって購入された

ポリエステル製の蚊帳がタイから届くのを待つばかりとなっている。巡回診療とともに、

この殺虫剤を塗布した蚊帳を住民に配布すれば、マラリア感染の危険は低滅する。特に、

巡回が頻繁に行なえない森林地帯に住む住民には、大きな成果が期待できる。けれども、

現在の治安状態を考慮すると、治療と予防が最も必要とされる人たちを優先することは困

難である。

ＡＭＤＡは半年余りの活動で、地域住民に信頼される医療基盤を築きつつあるが、これを

どこまで発展させられるかの最大の問題は、言うまでもなく今後のカンボジアの政治状況

ｒ　●　である。最近起きた日本人を攻撃目標としたクメール人による襲撃は、今後もカンボジア

　　　　　の至る所で発生するだろう。ＡＭＤＡスタッフの安全が保証されてこそ、現地活動の意義

　　　　　があることを再確認しなくてはならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PHNOMSROUCH DISTRICT

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KAMPONGSPEU PROVINCE
　　　　　　　　　　　　　　　　ORALD!STRICT

ｒｌ

Ｎ
↑

KAMPOT PROVINCE
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はじめに

　これまでカンボジアには精神科医と呼べる存在の医師はほとんどおらず、長い間そして現在も伝統

的な治療師や霊媒師の存在に精神科的な疾患を抱えた人々は頼ってきている。それはその是非という

問題ではなく、これから私たち、カンボジアに西洋医学的な「精神医学」を発展させようとするもの

たちが敬意を持ってその実際を知らなければならない存在であると思っている。なぜならば現時点で

精神科医がカンボジアにたった一人しかいないということはとりもなおさず、必要とされていなかっ

たと言及することもできるわけで、その片わらこういった伝統治療師や霊媒師がこれまでのカンボジ

アの精神医療を支えてきたことに相違ないとも言えるからである。

　私は首都プノンベンに居を構えるある精神的伝統治療師の元を訪ねた。以下はその簡易報告である。

場所；カンボジア、プノンベン市

調査日時：１９９３年５月１日（土）　午前８時より１１時まで

調査対照者:Therapist Mr. ’Phann ・　（ファン治療師）

調査内容：

　◆現地での呼び名:･ Peth Chikuut･　（ペッ・チクーッ：直訳すれば”狂者のための医者”）

　◆一日平均患者数：約２０人前後

　◆患者平均年齢：（カルテが存在しないため未確定ではあるが）最も多い年代層は２０、３０歳

　　代、次いで５０歳代といったところか●　●　●６

　◆患者性別：特に有意な男女差は認めていない様子であった。

　◆一人当りの患者診察にかける時間・・・短いものは約５分程度、長いものは１時間を越える。

　◆認められた患者の症状〔具体例：しかしながらこれも詳しいデータはない〕

　　　①走り回ったり、わけのわからないことをわめいて落ち着かない患者

　　　　　　　　-→緊張病様症状、まとまりなさ・・・精神分裂病緊張型など

　　　　　　　　→心因反応など

　　　②人の声が聞こえるといったり、見えないものが見えるといったりする患者

　　　　　　　　→幻聴、幻視・・・分裂病、心因反応など

　　　③どんな問いかけに対してもうなだれて反応しない

　　　　　　　　→うつ病、うつ状態

　　　　　　　　→分裂病欠陥状態など

　　　④周囲の人が自分の事を伺っている、覗いている。自分の悪□を言われている。

　　　　　　　　一分裂病、妄想型

　　　　　　　　一心因反応

　　　⑤その他・・・自殺企図、ヒステリア、軽度の神経症、アルコール依存症など

　◆治療概念

　　　①中国漢方、一元論に基づく概念
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　精神的な病はどれも体の部分の故障という形で表現されている。例えば”悩み”一一つとって

もそれは身体を走る「神経」の「通り」を悪くし、頭痛や吐き気などで表現されることがある。

　また、逆に胃の痛みなどがあっても、それは精神的な病の一一つの表現形態であり、こういっ

た精神的な病と身体の症状は必ずつながっている。従って心の病は身体のある部分をターゲッ

トに治療することで軽快させることが出来るし、最初から身体の病として表現された症状も心

の安定によって落ち着いていくことが出来る。

②６つの神経系による生体管理

　脳から分かれた神経は左右に３本づつ、合計６本の系列に別れ身体をコントロールしている。

身体の末端にはその神経系から枝が延びており、細かいところをコントロールしている。

◆治療手法

　　①「神経の刺激、圧迫」

　　　６つの神経系によって枝別れした末端の神経を実際に干で圧迫刺激することにより、その神

　　経系の親もとまでが賦活される（例えば尺骨の内側、手車の根部から近位に１０ｃｍくらいの

　　ところを強く圧迫すると頭痛によく効くといった感じ）。

　　②自作の薬物による治療

　　　・植物性精神安定剤（粉末）

　　　・動物性精神安定剤（粉末）

　　　・飲用精神安定剤（からすと土蜘をアルコールに浸してしばらく置いたものを飲む）

　　③ビタミン剤の注射などを用いた「精神療法」

　　　患者側の依存心をこういった「目に見える治療」によって保証し、不安を和らげるもの。

　　多種のビタミン剤を常に準備し、必要に応じて用いている。

　　④外来における疑似催眠療法

　　　患者の話を聞き、それに受け応えることを繰り返しつつ、次第に治療者が自らを高揚させ患

　　者に相い対していく。その過程で患者はその高揚していく治療者によって暗示らしきものを与

　　えられ、治療者に同一化されていくことで、不安から逃れることができる。

◆入院の有無

　　治療院の奥に１０人ほどが寝泊まりできる簡易ベッドがあるが、これはあくまで遠方の患者や

　どうしても自宅に戻せない患者用のいわば非常用で、常時入院患者を置いているわけではない。

◆治療費

　　患者によってまったくその料金体系は異なる。

　　もちろんみな自費負担である（カンボジアには医療保険はない）が、こういった治療師は相手

　の経済状態によってその診察代金を決める。例えば政府の役人などの裕福な層からの患者受診の

　場合はかなり高額の診療費をとるが、これはある程度の□止め料も含まれていると考えなければ

　ならないだろう。最貧困層もここを訪れるが、治療師は患者が持ってきた「もの」を持ってして

　診療費に代えることもあるという。かなりケース・バイ・ケースである。

　　しかしながらこういった面によって街の伝統治療師は比較的民衆の信頼も厚く、精神病に対す
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る偏見が著しいこのカンボジアに於いても周辺住民からの苦情などは大してないという。

◆カンボジアの精神科患者に対する偏見について

　　前述したが、カンボジアに於いても精神科の患者に対する偏見は著しいものがある。彼らは

　「チクーッツ」と呼ばれるが、それは直訳すれば「キチガイ」に相当する。従って社会から隔離

された状況の中に置かれることは希ではなく、他の身体的疾患と比べてより不利な治療環境に置か

れることが多い。精神医療に従事するものも例外ではなく、「医学」としてではなく「伝統治療師」

　「霊媒師」としての存在が求められたのもそういった偏見が基礎にあるのかも知れない。

総括

　短期間ではあったがこうして伝統治療師のもとを訪ね、その治療の実際を目にすることで様々な情Ｉ●

報が私のもとにもたらされたように思う。特にこれまでの精神医療が実際こういった伝統治療師に

任されてきたことはそれなりに大きな意味と必然性があり、特に「偏見」という精神医療が抱えるも

っとも大きな問題に対してある意味では有効な「偏見を意識させにくい治療環境への道」であるので

はないかとも思われる。未だ社会も細分化されてはおらず、「西洋的な思考」もこれから入るにせよ

未だ人々にとっては「未知のもの」である現在のカンボジアの人々にとっては精神的な疾患はこうい

った伝統治療師がまず第一選択である。それはある意味で不思議ではない。そうして治療が行われ、

ある人がその場でよくなっているのならば私たちが西洋医学をあえて持ち込む意味も薄れているであ

ろう。

　しかしながら、カンボジアはいま急速に物と人が流れ込み社会も急激に変わっている。加えて７５

年からの４年間のポルポト時代の精神的な後遺症やその後の内戦、そして９２年からの国境３７万人

難民の本国帰還と、実に様々な社会変化と不安定要素が継続している特殊な社会であるともまた言え

る。その意味において、私たちは伝統治療師のもとへいくという選択肢も認めながら、西洋医学的な

精神科治療の道も選べるというもう一つの選択肢を用意するべき時期に未ていると感じた。それは単

に精神科的患者の数が増えていくという問題だけではなく、急激な社会変化に連れて発生するであろ

う「多様な選択肢への期待」とも言うべき、人々の希望に対応するためのものである。　　　　　、ﾀﾞ●
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川島正久先生

視察レポート

選挙前のカンボジアとΛMDΛCambodia

　ブノンベンの街はあわただしかった。ＵＮＴＡＣをはじめとする各国の援助団体の落と

していくお金で賑わいをみせている。街のあちこちで建物の建築が行なわれている。私か

ニの上地を訪れたときは選挙が近いということもあっていっそうあわただしい感じがした

、ΛMDΛCambodia orHceにrield coordinatorとして昨年から仕事を続けておられる熊

沢氏によればＦこの街は月単位で変わっていく」という。

　４月２５日から５月７日の間、A M D A Cambodiaを訪問した。その報告を簡単にしてみ

たい。

首都プノンベン

　北部の都市シエム・リアプに行くことになっていた５月３日、ポルポト派（Khumer

Rouge）によって都市が封鎖されてしまい、私は予定を断念せざるを得なかった。　５月４日

には北西部のアンピルという都市で日本人文民警察官が殺傷されるという痛ましい事件が

おこった。それから数日後にはプノムスロイ郡病院の近くにあったＵＮのBaseもポルポト

の襲撃を恐れ、安全な場所を求めて、引っ越してしまっていた。選挙に向けて事態は徐々

に緊迫の度を高めていくようだ。

　首都のインフレもはなはだしい。昨年の９月にはＵＳ＄１＝８００リエルだったのが今

年の１月には１ドル2400リエルになっていたという。私がカンボジアに来たとき、１ドル

4000リエルでそれが２週間しないうちに4250リエルに下落した。

　建築物に目を向けると、フランス統治時代のたたずまいを感じさせる建築物が今だにそ

こかしこに残っている一方で、建築ラッシュが起こっている。また廃墟と呼べるような通

りのビルに人が顔をのぞかせていたりしていてスラム化している地域もある。ここ数か月

で貧富の差が急速に増大しているという。建物だけは立派な建築物といえばクメール・ソ

ビエト病院がそうであった。旧ソ連からの援助が大きかった時代に、この病院は建てられ

た。敷地も広く、建物も立派であるがもはやソ連からの協力はなく設備の点で不十分なと

ころが多いという。このクメール・ソビエト病院にあのＪＩＣＡが、精神科を除く各診療

科に対して協力な資金援助を行なう事になった。日本側のカンボジアプロジェクト担当の

桑山医師に同行させていただき、ＡＭＤＡの計画している精神科プロジェクトについて話

を聞くことができた。

　首都プノン・ペンに滞在していた私を一番苦しめたのは、ポルポト派でも、熱帯熱マラ

リアでもなかった。それはここカンボジアで今が最高という「暑さ」だ。持参の温度計で

測ってみたが気温は概ね30度以上、28度以下にさがった事はなかった。計測した最高気温

プノムスロイの病院で36度だった。どんなにハダカで寝ようと、どんなにファンをぶんま

わして寝よう､と風邪をひくことはなかった。停電が不規則に起こるため電気がきれた途端

、体に汗が吹き出てくる。署くて眠れず、困っているとDr.Williamがハンモックを使って

眠ることを教えてくれた。

　食料については不足の心配はないようだ。米料理を主体とし、魚や果物も多い。フラン

ス統治時代の名残でパンが、例外なく、おいしい。水については、首都では上水道が完備
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″ａ

゛●



「

「

「

●

１

↑
″
ｌ
ｒ
″

日本のＰＫＯ自衛隊の人たちと

－44

々 Ｊ 外 笥



されつつある。ＪＩＣＡの派遣で上水道の整備の仕事をしている日本人の話によると、塩

素消毒が不完全で大腸菌(E.Co目)の検出されることも多いという。ここで売られている、

ミネラル・ウォーターにもE.Coliが検出されたことがあったという。

　私達のような日本からやってくる人に″ﾄﾞ痢の症状を訴えるひとも多いのだが、地方の集

落の住民の間にも下痢が多いという。桑山医師は日本から○○丸という、虫歯にも効いて

しまうという下痢止めの薬を持っていったがこれが非常に現地の人々に喜ばれている、と

いうことである。最初は信用していなかったカナダ人Drのウィリアム医師もその効果に驚

いていた。

　ロンドンの熱帯医学校出身のDr.WilliamとMs.Hilaryにはプノンペン滞在中色々なとこ

ろへ連れていっていただいた。ヨーロッパのＮＧＯ関係の人々が毎晩たむろしているよう

なレストランやカフエがプノンベンには何箇所かあり、そういう機会を通して欧米のＮＧ

Ｏの人達の考え方や態度を知ることができた。日本からアフリカヘ赴くドクター達の任期

が数週間単位だ、と言うとヨーロッパのドクター達に、かなりのjokeとしてウケてしまっ

た。日本の医療ＮＧＯもまだまだ発展途上だなと感じる。

プノムスロイ郡病院

　４月に届いたランドクルーザーにも「ＡＭＤＡ」とネーミングがはいり、キャリアが付

き、一段とそれらしくなった。これにDr.William、Hilary、Dr.ボラーン、Dr.マーディ、

Dr.チャンター、ワーカーが乗りこみ、約7 0km離れたコンポンスプー州プノムスロイ郡

病院へ向かう。

　病院では病棟の建設が進んでいた。病院のうらにある患者の家族用の宿泊施設や、その

家族のための炊事施設もDr.WiHiamのくふうで立派なものが出来上がっていた。ただ、一

つしかないトイレにはたいていカギがかかっており、患者の多くは用便をブッシュですま

せているようである。私自身、小便をしようとしたがカギがかかっていて使えなかったし

、余り遠くへ行くと地雷があって危険だ、とおどかされてどうしようか困ったことがあっ

た。
　殺虫剤をしみ込ませた蚊帳の配布は非常にうまく行なわれていた。村の人が集まる所へ

行くと袋から取り出した蚊帳を村人の目の前で、薬液に潰ける。実際飛んできた蚊が村人

の目の前でポトリと落ちたことがあって、これは非常に村人を説得させる効果があったそ

うだ。
　予防接種も効果的に行なわれているように見受けられた。注射をされた子供が痛くてひ

いひい泣いているにもかかわらずつぎつぎとお母さんたちが自分の子供をつれてやってく

る。注射をすれば病気が予防できるという教育がしっかりいきとどいているのだろう。た

だ、病院のまわりがすでにポルポト派の出没地域であり、ＡＭＤＡとしてもあまり奥のほ

うへ入っていけないのが残念である。
　村の病人を何人か診察させてもらって気が付いたことで、貧血の人が多いということが

ある。ウィリアム医師によれば村の人々は程度の差こそあれ、かなりの人々がマラリアに

感染した既往がある、という。一人重症のマラリアで運びこまれてきた女の子がいた。県

病院に運んだが翌日亡くなってしまった。その子の眼瞼結膜は私が今まで見た事がないく

らい真っ白だった。やはりこの病院を運営していく上で課題となるのはマラリア対策、ポ
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ルポト派、そして外傷などであろう。また、最終的にはボラーンのような現地クメール人

達の手によって継続的に活動を行なっていけるような体制を作り上げていくことである。

しかしまだまだ、彼らを助けていけるような海外の医療関係者が必要と思われる。

　　日本からの他の医療NGO

　　　昨年はＮＧＯ銀座と呼ばれていたプノン・ペンの街だが、私のいた時期にも１ ００近く

　　の団体が首都に居を構えていた。その中でＳＨＡＲＥ、ＪＯＣＳのofficeを訪問し、また

　　日本赤十字の医療関係者のかたと話をする機会を持つことができた。

　　　ＳＨＡＲＥ（国際保健協力市民の会）では、カンボジアでの地域保健活動プロジェクト

　　について２年前から着々と準備をすすめてきた。現在、首都プノンベン北東のクサイカン●　
ダール郡で地元の人々とともに病院施設の充実をはかっている。今年からはPlanning、母

　　子保健スタッフのトレーニング、デング出血熱コントロールプロジェクトの３つをメイン

　　に行なうということだ。現地の医療スタッフとじっくり時間をかけて話し合いながらやっ

　　ていきなるべく地元のものをスポイルしないようにという方針だそうだ。現在、ＳＨＡＲ

　　Ｅには医師の資格を持つ日本人は２人いる。

　　　ＪＯＣＳはいままで３年間南のタケオ県バティ郡にある郡立病院を中心として地域医療

　　活動にかかわってきている。今年１月からこちらに住まれている高橋夫妻はいまのところ

　　は現地の環境に適応するということを主な目的としてクメール語の習得にも忙しい。

　　　日本赤十字は日赤松山病院から３か月単位で今村医師を送ってきている。医師を送り出

　　すのは各地赤十字病院の持ち回りで行なっているらしいが、日赤内部でもカンボジアヘ行

　　きたいが簡単に出てこれるような環境にはなっていない、という。

　　糸冬オ）りlこ
　　　カンボジアはその指導者層、知識階級の多くをポルポト統治時代、それに続く内戦で失

　　っている、いわゆる受難の国家である。西に強大なタイの経済進出があり、東にベトナム

　　人の進人におびやかされている。しかしカンボジアはみずからの力で立直っていけそうな１　
そんな感じを、私は持った。そのためにはこの国を良い未来の選択というしかるべきレー

　　ルのうえに乗せてあげなければいけない。

　　　しかし、ＵＮＴＡＣはもしかしたら、ただこの国をひっかきまわしたに過ぎなかったの

　　か。現在このレポートを作っている時点ではまだ選挙の結果はわからない。そういうこと

　　を考えるにつけ、「援助をする」ということは非常に難しいものだ、と思うのである。
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熊沢　ゆり氏

　カンボジアでは先週から雨が降り始め、気温が下がりホッとしています。何しろ立てて

あったロウソクがいつの間にかお辞儀をしていた程の”激暑”に皆うんざりしていたので

一一息つけました。同時に今まで頻発していた停電が、回数・時間とも減りました。巷の勝

手な憶測では、外国人の数が減少し、電力に余裕が出米たのだとか。総選挙のため仕事に

ならないこの時期に、サッと休暇を取って遊びにゆく人々の頭の切り替えのスムーズさは

見事なものです。ちなみにΛＭＤＡの病院での什事は１０日程中断しますが、プノンペン

で溜まった事務什事の消化に追われるでしょう。

　「I本ではカンボジア全上が危険な状態になっているように患われているようですが、プ

ノンペンは表匝i的に大きな変化はありません。確かに緊張感は高まっていますが、人々は

　「どうなるかわからないよ､」「恐い」と言いつつどこかのんびりしています。こちらでは

選挙の結果によって大規模な戦闘が始まることよりも、経済的混乱とそれに伴う治安の悪

化が心配されています。

　カンボジアの通貨リエルの価値は下降の一途をたどり、昨年７月1＄＝1､300リエルが、

昨日（５／２！）は1＄＝4､700リエルでした。

　物価も上り、昨年末！ヶ300リエルのパンが今は500リエル。お米もl kgが400～500

リエルが今は900～1､100リエルです。国家財政はほとんど破綻しているといわれており、

どのような政権ができても経済・秩序の乱れはまぬがれないでしょう。武器類が野放し状

態なので治安の悪化は一番心配されます。 ＡＭＤＡ事務所兼宿舎もなかに、もう２ケ所南

京錠を追加し、食料・水・燃料の備蓄を進めています。

　この様な状況の中、カンボジアで活動する日本のＮ Ｇ０１０団体は定期的に会合を持ち、

大使館と直結した連絡網の整備、緊急時の対応策などの話合い、情報交換を行っています。

いままでほとんどの団体が持つ連絡手段がコードレス電話のみ（カンボジアの電話は故障

が多いので）という状態でしたが、この商業ベースの電話も緊急時には使えなくなる可能

性が大きいこと、大使館の無線とつながるトランシーバー４台がＮＧＯ全体に提供された

ことなどから、各団体とも無線の導入を決めました。

　同じ頃ＡＭＤＡは桑山先生のご尽力で購入した事務所と車搭載用の無線が届きました。

しかし現場スタッフ一同誰も無線を使ったことはおろか見た事もない人間揃い。ひとり使

った経験のあるらしいDr.Wi111amは休暇で帰国中という状態で第一歩から蹟いてしまい

ました。取扱説明書が日本語なので唯一の日本人の私がセッティングに挑戦しましたが、

超メカ及び電気無知のため、！ページめで挫折。結局この無線の件でリーダーシップをと

って下さった「難民を助ける会」の神田氏、ＳＨＡＲＥのDr.石松に泣きつき、無線機・

アンテナの設置をしていただきました。しかしまだちゃんと使いこなせるかどうか？？？

ＮＧＯの間でもこれからは慣れるためにも日常の連絡やおしゃべりも電話でなく無線を使

おうということになったのですが、まだうまく電波が届かなかったり、どこの団体も四苦

八苦しているようです。

　今回の件でつくづくＮＧＯとして海外で活動するためにはプロゼクトにおける専門性を
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日
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太
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和
修
］
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
情
勢

丁
心
め
ぐ
る
日
本
の
報
道
に
疑

一
問
を
感
じ
る
」
。
カ
ン
ボ
ジ

ー
ア
で
の
芳
な
救
援
活
動
に

一
取
り
組
む
日
本
の
非
政
厨
組

一
級
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
か
ら
そ
ん
な

声
が
報
道
陣
に
よ
く
ぶ
つ
け

ら
れ
る
。
二
十
四
日
に
は
、

日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）
な
ど
五

一
つ
の
団
体
が
共
同
で
声
明
を

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
日
本
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
は
附
近
ま
で
約
十
団
床
、

三
十
人
ほ
ど
が
活
動
し
て
い
た

が
、
こ
こ
へ
来
て
三
分
の
一
が

帰
国
し
た
。
声
明
は
、
残
っ
て

活
動
す
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
曹
洞
宗
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
Ｊ
ｓ
ｎ

Ｃ
）
、
国
際
保
健
協
力
市
民
の

会
（
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
）
、
日
本
手

ワ
ー
ス
ト
救
海
外
医
療
協
力
会

　
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｓ
）
、
そ
れ
に
ア
ジ

ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
）
の
計
五
団
体
が
討
議
の
う

え
連
名
で
発
表
し
た
。

　
内
容
は
「
日
本
の
カ
ン
ボ
ジ

ア
畷
道
は
、
情
勢
を
セ
ン
セ
ー
、

シ
ョ
ナ
ル
に
扱
う
余
り
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
全
土
に
戦
火
が
広
が
っ

て
い
る
か
の
よ
う
な
誤
解
を
日

本
社
会
に
与
え
て
い
る
。
と
く

Ｈ

に
日
本
で
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
情
勢

の
議
論
が
日
木
国
内
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ

論
争
に
終
始
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

人
に
と
っ
て
阿
が
必
要
か
の
視

点
に
欠
け
て
い
る
こ
と
を
残
念

に
思
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
声
明
を
ま
と
め
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ
プ

ノ
ン
ペ
ン
事
務
所
の
谷
山
淳
史

代
表
は
「
日
本
の
議
論
は
Ｐ
Ｋ

Ｏ
問
題
に
集
中
し
、
プ
ノ
ン
ペ

ン
ま
で
危
険
が
迫
る
と
い
わ
れ

る
な
ど
治
安
不
安
が
増
幅
し
て

伝
え
ら
れ
た
感
じ
が
す
る
。
こ

の
た
悦
わ
れ
わ
れ
も
日
本
と

現
場
の
間
の
情
勢
認
識
の
溝
に

苦
し
み
、
こ
の
溝
は
埋
め
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
」
と
い
う
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
目
・
冊
、
治
安
の
悪
化

で
内
部
に
動
揺
が
あ
り
、
救
援

　
　
【
バ
ン
コ
ク
2
7
日
口
脇
坂

紀
行
】
タ
イ
の
英
字
紙
『
バ

ン
コ
ク
ポ
ス
ト
』
は
、
現
他

の
女
註
記
旨
二
人
に
よ
る

　
石
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
手

紙
］
（
二
十
五
日
付
朝
刊
）

と
題
す
る
コ
ラ
ム
で
、
「
（
雨

の
申
で
投
票
が
行
わ
れ
た
た

め
）
私
た
ち
は
至
急
、
防
水

コ
ー
ト
を
送
る
よ
う
、
本
社

に
依
頼
し
た
。
で
も
、
日
本

の
仲
間
た
ち
は
準
備
万
端
だ

っ
た
。
彼
ら
は
、
す
で
に
、

「邦人記者は重装備」タイ英･g紙

防
弾
チ
ョ
ッ
キ
と
ヘ
ル
メ
ヅ

ト
を
身
に
つ
け
て
い
た
」
と

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
、
日
本

の
報
道
陣
の
重
装
備
ぶ
り
を

紹
介
し
た
。
日
本
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
文
民
警
察
官
殺
害

事
件
後
、
取
打
陣
に
も
安
全

優
先
の
要
請
が
強
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
伝
え
た
。

　
コ
ラ
ム
は
、
荻
況
を
判
断

す
れ
ば
大
丈
夫
」
と
防
弾
チ

ョ
ッ
キ
の
な
い
日
本
瓦
記
者

の
言
葉
も
招
介
し
て
い
る
。

を
し
て
き
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
天
ら
て
い
る
。

に
不
安
を
呼
ん
だ
。
西
欧
の
Ｎ
　
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
カ
ン
ボ

Ｇ
Ｏ
な
ど
の
動
き
も
に
ら
み
、
ジ
ア
で
の
報
道
ぶ
り
に
つ
い
て

現
地
で
取
り
組
む
姿
勢
を
改
め
は
、
そ
の
数
や
姿
勢
な
ど
に
つ

て
明
暗
に
し
て
お
く
必
要
に
迫
い
て
外
国
天
翔
退
陣
か
ら
も
批

ら
れ
た
面
が
あ
る
よ
う
だ
。
　
判
的
な
指
摘
を
受
け
る
こ
と
が

「
緊
迫
は
事
実
」
「
集
中
し
て
当
然
」

　
こ
う
し
た
疑
問
提
起
に
対
し

て
、
現
地
の
日
本
の
報
道
陣
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
毎
日
新
聞
の
草
野
靖
夫
記
者

は
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
に
と
っ

て
、
と
い
う
視
点
が
重
要
な
こ

雪
　
　
　
　
　
　
　
。
奔

と
や
、
日
本
と
現
場
の
認
識
の
　
ま
た
、
東
京
新
聞
の
山
田
哲

ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
の
点
け
わ
か
夫
記
者
は
「
国
際
貢
献
は
日
本

石
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
問
凹
は
に
と
っ
て
未
経
験
の
分
野
で
あ

日
本
の
重
要
な
問
題
で
、
洲
道
り
、
様
々
な
落
差
が
生
ま
れ
て

が
集
中
す
る
の
は
む
し
ろ
必
要
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

な
こ
と
だ
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
自
身
、
艮
し
、
緊
迫
は
事
実
で
あ
り
、
そ

近
は
組
織
が
宮
原
化
し
て
お
れ
を
凪
え
る
の
は
当
然
で
は
な

り
、
現
場
の
主
体
性
が
問
わ
れ
い
か
。
八
命
に
か
か
わ
る
問
題

て
い
る
の
で
は
な
い
か
］
と
い
は
、
む
し
ろ
過
敏
で
あ
る
こ
と

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
言
客
茫
と
思
う
」
と
話
し

１「

あ
る
。
現
場
と
し
て
は
、
日
本

の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
以
上
百

本
に
と
っ
て
］
の
視
点
か
ら
取

材
努
力
を
集
中
す
る
こ
と
は
当

然
で
あ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
現

状
に
つ
い
て
も
苓
角
的
に
に
覚

る
こ
と
が
任
務
だ
と
考
え
て
い

る
。
治
安
情
勢
は
、
情
報
に
基

づ
き
冷
静
な
判
断
に
努
め
て
い

る
が
、
日
木
目
内
と
の
認
識
ギ

ャ
ッ
プ
は
、
メ
デ
ィ
ア
内
部
で

も
避
け
て
通
れ
な
い
謹
啓
」
い

え
る
。

－48



持つだけでなく、情勢分析やlogisticsにおいてもプロフェッショナルでなければならな

いと痛感しました。特にカンボジアのような政情不安定で、輸送・通信手段に乏しく、そ

れもうまく機能しない国においては、ＮＧＯとしての力量も総合的なものが必要なのだと

思うようになりました。

　総選挙を明日にひかえ、一見平和なプノンペン市内を眺めながらそんなことを考えてい

ます。

？
&
Q
;
…
.
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ＡＭＤＡのプノンペン事務所へ帰途につく

熊沢ゆりさん（現地ダイレクター）

現地活動参加者の宿泊にもなる

扁ぶ白ﾆｋ　　　　　　　　ｌ　　　　　　ｉにづで7……で万

　　‾‘^Ｅ　７　　ヽ゛　’゛１　゛｀巨目偏　　“’こ’

　　　　　，　　　ｇ　　　　　　。ま-　　、　　　　，　　‘･　・’　　　々゛,、

7゛二_゛爽jJjjl゛　l s

　－　　………’‘｀‥‥‥‥､,1　リ.7　　緊歌登寸言］参ヤ

　　゛i庶4副と……j……JT………一回尚添船長

　　　　　　…………
…………J,‘’ﾆ’:゛二］よ一心二４……漱･t。

朧回贈回

回=づ，・､才回

lﾆ節水xﾌﾂﾞlgT

言塵

,

゛詣尚

　､Eh浙翼鯛他ふ~　　　、，　　，．
　悉仮･t、　　　　　　　　　｀;

g?　，　゛

｀　　｀鄙゛^゛　　・　　　　　　　　　。
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村の様子

なにげなく穴が掘ってあるが，これは，ポ

ルポト派の襲来に備えて逃げこむための残

ごう。

この村の中にもポルポト兵士の家族が住ん

でおり，夜になると兵士が帰ってくるとい

う。

″●
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ぶ 者

゛ の

/

j j

/

が
摩
か
ぶ
。
キ
ャ
ン
プ
の
地
面
に
指

で
数
式
を
何
度
も
Ｉ
い
て
算
数
を
勉

強
し
て
い
た
卜
歳
の
少
女
。
砲
撃
で

。
人
息
子
を
失
っ
た
若
い
母
親
。
父

親
が
片
辺
を
地
雷
で
吹
き
飛
ば
さ
れ

　
「
か
た
き
を
と
る
」
と
硬
い
表
情
を

崩
さ
な
か
っ
た
七
歳
の
子
供
。
キ
ャ

ン
プ
で
生
ま
れ
痢
魔
と
闘
っ
て
い
た

幼
い
命
。

　
こ
の
六
年
間
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
、

タ
イ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
、
目
本
に
定

住
し
た
難
民
な
ど
石
百
人
近
い
カ
ン

ボ
ジ
ア
人
の
話
を
聞
い
て
き
た
。
そ

の
申
に
は
『
、
ペ
リ
で
会
っ
た
シ
ア
ヌ

ー
タ
殿
ド
や
プ
ノ
ン
ペ
ン
政
府
の
フ

　
戦
争
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
目
Ｑ
の
政

争
が
絡
ん
で
い
な
か
っ
た
と
は
い
わ

な
い
が
、
こ
れ
ほ
ど
長
く
、
激
し
い

戦
争
状
態
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
大

国
の
思
惑
だ
っ
た
こ
と
に
異
存
を
挟

む
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
第
二
次
世
界
大
戦

終
了
直
後
か
ら
、
隣
国
ベ
ト
ナ
ム
と

と
も
に
東
西
冷
戦
の
擬
前
線
に
か
だ

さ
れ
た
。
シ
ア
ヌ
ー
ク
政
権
は
米
国

・
中
国
・
旧
ソ
迫
な
ど
の
づ
フ
ン
ス

の
Ｌ
で
政
権
維
持
を
図
つ
な
が
、
。

九
七
〇
年
に
は
米
国
の
後
押
し
で
口

ン
・
ノ
ル
政
権
が
誕
生
じ
た
。
し
か

し
、
同
政
権
は
瓦
年
後
、
中
国
の
支

万
国
蓮
池
導
卿
和
平
伏
群
但
ス
ド

(特別報道部)

　
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
Ｕ
Ｎ
Ｖ
）
、

中
出
陳
兄
さ
ん
と
文
民
賢
察
貝
パ

出
切
行
繁
視
の
死
で
、
国
辿
平
和
維

持
活
動
回
Ｋ
Ｏ
）
論
議
が
沸
騰
し

で
い
る
．
函
迫
カ
ン
ボ
ジ
ア
．
暫
定
暁

翁
咳
は
了
Ｕ
Ｎ
ｒ
Ａ
Ｃ
Ｊ
は
国
迎
の

収
蔵
に
か
け
て
ら
．
．
－
．
．
．
日
に
総
唐

ｙ
を
丸
幅
ぐ
る
砺
え
だ
．

　
出
原
画
献
は
こ
れ
か
ら
の
口
唇
の

大
き
な
課
題
だ
か
ら
議
論
は
人
い
に

し
で
も
爪
い
た
い
、
地
域
紛
石
が
当

今
乃
だ
け
内
も
の
で
な
い
こ
と
松
分

か
号
し
か
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
問
題

沁
川
原
政
白
目
本
の
国
際
Ｇ
献
の

朗
朗
ど
け
ヅ
冷
し
疋
ほ
し
く
べ
い
．

混
・
胤
は
出
原
げ
Ｉ
Ｉ
石
川
題
1
0
あ
る
よ

い
九
に
ご
ふ
ず
カ
ノ
ボ
ジ
ｙ
人
の
問

Ｕ
だ
か
ら
ど
．

　
呂
池
で
市
１
衝
突
が
剛
孝
士
い

／
ダ
レ
．
っ
記
Ｄ
斗
一
目
に
ー
る
ご
Ｏ

に
．
、
同
人
仁
シ
ブ
ポ
．
づ
人
‐
１
絹

援
を
受
け
た
ポ
ル
・
ポ
ト
派
に
よ
っ

て
胎
さ
れ
た
。
そ
の
ポ
ル
・
ポ
ト
政

隆
も
四
年
後
、
ベ
ト
ナ
ム
の
支
援
を

受
け
た
ヘ
ン
・
サ
ム
リ
ン
政
権
に
プ

帰還顧への超震た･が

ノ
ン
ペ
ン
を
追
わ

れ
る
。
こ
の
政
変

劇
も
ほ
機
は
中
国

と
ベ
ト
ナ
ム
・
い
１
１
１

ソ
辿
の
対
ぐ
だ
っ

た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
、
そ

の
後
、
中
国
、
ベ

ト
ナ
ム
、
米
国
な

ど
の
援
助
で
泥
沼

の
内
戦
に
人
コ
て

い
っ
た
。

　
人
目
．
Ｔ
万
人

足
ら
ず
の
国
に
同

と
多
く
の
大
国
が

介
入
し
、
何
と
多
く
の
武
器
が
持
ち

込
ま
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
度
に

お
び
た
だ
し
い
血
を
流
し
た
の
は
カ

ン
ボ
ジ
ア
人
だ
っ
た
。

　
　
「
な
ぜ
逃
げ
て
き
た
か
っ
て
？

あ
ん
な
に
ゴ
タ
ゴ
タ
が
続
け
ば
だ
れ

だ
っ
て
食
え
な
く
な
る
」
。
難
民
キ

ャ
ン
プ
で
聞
い
た
い
ら
い
ら
し
た
返

事
に
・
昌
柴
を
失
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
三
年
前
の
冬
、
タ
イ
の
キ
ャ
ン

プ
か
ら
祖
国
に
帰
り
哨
め
た
難
民
を

取
材
す
る
た
め
ご
尚
田
警
視
が
殺
さ

れ
た
ア
ン
ピ
ル
近
く
の
村
に
入
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
村
に
入
っ

て
し
ぱ
ら
く
し
て
砲
撃
を
受
け
、
す

ぐ
に
タ
イ
関
に
脱
出
し
た
。
・
国
境
を

越
え
ホ
ッ
と
す
る
と
同
時
に
、
砲
弾

か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

民
衆
を
思
っ
て
胸
を
痛
め
た
。

欠
け
る
「
民
衆
」
の
視
点

浙江尽檀帳ぎ
倒と叙Iﾘjたを牛ツとし　た分もン
的い了子こアにでタて自　゜はい・

にうぱはとンコ･｀ィい衛　』1･，るセ｀一芭-QRがケ９小のる隊　'!;｀がン
゛えＩＱあ１が'}り･タが　喫｀酋
かが麹Ｆる卜-21』ャケll　だ人相
"dlF ?1　｀　cしき!年ンオ留　　っ部ら

べ
戦
争
の
申
で
し
か
自
勺
の
未
来

像
を
描
け
な
い
ド
供
た
ち
を
兄
矢

硝
煙
が
ｆ
供
な
ぢ
の
気
持
ち
を
ど
れ

ほ
ど
ぢ
し
ぱ
ん
で
い
る
の
か
と
、
あ

瓶
か
ん
だ
ｚ
感
い
に
麿
わ
れ
た
。

タイ側の力
写す

この子らの「今」が気にかかる－1987年５月、

ンボジア難民キャンプで、松沢志郎（写真部）

　
ぞ
椙
な
国
か
ら
や
っ
て
き
た
私
に

は
多
分
彼
ら
の
絶
９
感
は
理
解
で
き

な
い
の
だ
ろ
う
。
多
く
の
カ
ン
ボ
ジ

ア
人
は
戦
火
を
逃
れ
て
身
を
潜
め
、

や
が
て
故
国
を
捨
て
る
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
問
題
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
自
ぐ
自

活
の
問
題
、
国
達
は
そ
の
手
助
け
な

ど
と
だ
れ
が
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
歴

史
的
経
緯
を
考
え
る
と
、
大
田
の
し

ょ
く
罪
意
識
こ
そ
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
問

題
」
を
考
え
る
出
発
点
で
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
は
ず
だ
。

　
パ
リ
励
定
か
結
ば
れ
、
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ

Ｃ
の
ド
で
一
挙
を
行
い
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
大
に
よ
る
昌
法
的
政
権
を
つ
く

る
。
計
圃
通
り
に
利
が
題
べ
ぱ
だ
れ

も
固
俘
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
い

よ
、
そ
の
和
ゼ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
の
も

の
が
政
争
の
材
料
に
さ
れ
で
い
る
。

Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
要
蝸
の
死
傷
は
報
道
さ

れ
る
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
入
の
被
寓
‥
は

伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
今
年
に
入
り
キ

ャ
ン
プ
に
残
っ
て
い
た
知
り
合
い
の

難
民
も
次
々
に
祖
国
に
帰
っ
た
。
砲

仰
の
飛
び
交
う
風
景
に
彼
ら
を
重
ね

る
こ
と
は
つ
ら
い
。
国
連
要
員
よ
り

は
る
か
に
多
く
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
入
の

血
が
流
れ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
か
ら
だ
。
そ
れ
で
も
国
遠
は

岩
挙
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
「
選
挙
を
延
期
し
て
問
題
解
決
の

滋
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
ｔ
優
に
私

も
言
葉
は
な
い
。
し
か
し
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
問
題
を
論
じ
な
が
ら
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
入
の
影
が
何
と
雌
い
こ
と
か
。

　
国
連
難
民
高
専
弁
務
官
直
務
所

　
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
は
夕
ｙ
－
の
キ
ャ
ン

プ
か
ら
三
心
－
七
万
人
の
難
民
を
祖
国

に
送
り
返
し
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
、

国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
な
ど

と
協
力
し
て
、
帰
還
難
民
に
良
噸
、

教
侍
、
医
療
な
ど
の
援
助
を
し
ば
ら

く
続
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
し
か

し
、
前
提
と
な
る
平
和
は
崩
れ
て
し

ま
っ
た
。

　
庶
民
を
あ
ま
り
無
視
す
る
と
、
国

迎
は
手
網
い
し
っ
ぺ
返
し
を
受
け
る

だ
ろ
う
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ソ
’
マ
リ

ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
と
、

地
域
紛
争
の
多
く
は
難
民
回
路
を
泡

え
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
、
国
遠

の
鴎
葉
を
鴎
じ
て
帰
一
し
た
の
に
戦

人
に
き
き
込
ま
れ
た
と
な
る
と
、
各

地
の
難
民
は
国
連
を
Ｇ
に
な
く
な

る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
屈
Ｕ
・
定

吐
が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
は
国
巡

の
も
う
。
つ
の
威
信
に
か
か
わ
る
の

だ
。
威
信
に
か
μ
で
強
行
し
よ
う
ご

す
る
総
一
挙
。
し
か
し
、
戦
火
蛍
呼

び
図
す
こ
ど
に
な
れ
ば
、
世
界
昌
他

の
難
民
の
削
頼
を
火
う
。

　
カ
ン
ポ
ジ
ア
に
と
り
て
も
、
�
Ｊ

に
と
っ
て
も
、
も
り
と
「
カ
ン
引
ン

ア
人
“
が
問
題
に
さ
れ
な
け
わ
ば
な

ら
な
い
り

50－
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(社肖山県青年会議所理事畏

服部　恭一郎

－ＩＡ

　‘ﾄﾞ素は社14j法人圖山胃年会議所に月L.まＬて。格別のご高la

を喘り、厚くおILIIIL I･｡け･jます。

　さて、私どもは、本q一秋に「｡;｡れあう心」を通ヒて’すべて

の萱かひとりになることか４始まる明Ｈ’をll指Ｌて、社|函ｉ

入ｎ木青年金』農所第421!､j令lij金員大金をlそ管致します。

　環境、国家体･制、政治など。私たちの生活の根幹をささえる

べき基盤か大きく揺らいで･いる今Ｈ、世界のIljの一員として、

私たらかこれから何を考え。行勁すべきなのかをテーマに、記

念水禽とＬで地域からの国家貢献゛をテーマに「地球ヒュー

マニティ会議jを闇値することに致ＬまＬた。

　ａ地青年会議所か一閲しております「ふるさと地球運動」を

lgllllの地域で考え、「国際貞|猷iSI･勧」と「国際交流活動」の２つを

11･心に進め。全休を通Ｌで。私たちが’lsllllにいなかぷ､にして

実践ll能な国際貢献゜にりいて気体的な行動案を探りIlljlLたい

と考えます。

　この会丿畠を起点とＬて。圖lll青年会議所は、地域から地球を

考え、地球から地域を1’える「｡l､るさと地球モデル都III‘･11111j」

を皆様と一緒に創造Ｌてまいりたいと思います。

　家数の方４のご参加を心よりお軸1･II･L F.げまオ。

An Addrsss

KYOICHIF-）HArTORI ‘･The Chiaf Diraclg of OkayasaJClnc.‘

We､0kayamalC.inc.are鯉fyabliSdtoyoulorlheremarklb】elrouble

youhaりelakenlar腿、

Now､thisautu。1､in ardei lo aim llthe lamaryQw㎞gilni哺by gettinl all

10VSI（lelherl’lhlOUlh･･101dinlCammlniCalianWithmirMjSI:WmaSS

the 42nd Natianal Convenlion of 』･palJC.inc.

Today tbe bses supporti昭皿rliws；1＆airom息ll､nalional systalus、

po】ilics、aisoon、arl ssayilg. Making it a lherle lo considef whal we

iould lhink and what we shuuld da ss l member of lhe world､ wedecide

tObold‘･lhehlanilyonlheearlhCOlfぎlnCel｀IS a Cnmmemaraljon Wark

on the lhese､ lhll ig l’globalCO Operalioninr－ion¨

T11inklnl af ”The Campa1211ol the llome Earlhll in okayaml､ which ls

develolzd by jC. i凹vlrials parls ol llp･n､and discusinl “lhe activlly

nl窟10hal CO､0perlljonl’ and IIlhe adiVity of inlernational exChaDgljl

as lhe cenler、 w wall lodISCover lhe concrele aclive plan aboul lhe

posibll ways a4labal co･operation lzinl okayama.

From lhls conlerence ls the slarlinS poilt､ 0kayaml jC. wanls lo creall

withyau”lhemodellownafthellalleR･rlh､0kayamall in which we

lhink the earth lramr咄lons､reSiofs lram lhe earlb.

We 。1・ ・ lol of people wilj ljke part in lhis convenljoljrom our heart.
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国際貢献テーマに討議

　賢ほ留学生ゃ市民熱心に

地
域
か
ら
の
国
際
貢
献
を
話
し
合
っ

た
「
地
球
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
会
議
」

　
地
域
か
ら
の
国
際
貢
献
・
協

力
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る

「
地
球
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
会
議
」

（
岡
山
青
年
会
議
所
主
催
）
が

二
十
三
日
、
岡
山
市
門
田
本
町

の
岡
山
国
際
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

●

た
。
同
会
議
に
は
、
ア
ジ
ア
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
関
係

者
を
は
じ
め
国
内
留
学
生
や
一

般
市
民
ら
約
千
二
百
人
が
参
加

し
た
。

　
国
際
開
発
高
等
教
育
機
構
理

事
長
の
須
之
部
量
三
氏
が
「
一

九
九
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
の

あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講

演
。
続
い
て
長
野
岡
山
県
知
事
、

安
宅
岡
山
串
長
、
黒
庄
宗
晴
黒

庄
教
教
主
、
菅
波
茂
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）

代
表
、
岡
田
伸
浩
日
本
青
年
会

議
所
会
頭
の
五
人
の
パ
ネ
リ
ス

ト
が
参
加
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
り
、
ニ
ュ

－
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
桜
井
良
子

さ
ん
の
進
行
役
で
、
「
地
域
か

ら
の
国
際
貢
献
」
を
テ
ー
マ
に

・
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
　
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
「
日
本

人
は
ア
ジ
ア
の
中
の
一
民
族
。

同
じ
地
域
の
仲
間
と
し
て
信
頼

さ
れ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
」
　
（
岡
田
会
頭
）
、
「
日
本

人
の
閉
鎖
的
な
気
持
ち
を
改
め

て
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
‐
‐
‐

い
」
　
（
長
野
知
事
）
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
問
題
提
起
。

　
　
「
岡
山
に
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活

動
を
把
握
し
世
話
を
す
る
本
部

機
関
の
よ
う
な
も
の
を
設
置
、

岡
山
で
国
際
貢
献
都
市
づ
く
リ

牙
：
」
　
（
菅
波
代
表
）
、
「
こ

れ
か
ら
の
国
際
協
力
は
地
域
同

士
の
結
び
つ
き
が
大
切
。
で
き

る
限
り
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
支
援
し
て
い

き
た
い
」
　
（
安
宅
市
長
）
な
ど
一

の
提
言
や
意
見
が
相
次
い
だ
。
一

　
こ
の
浚
、
「
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
芦

絡
会
議
」
「
地
球
市
民
金
殿
」

の
ニ
テ
ー
マ
で
分
科
会
が
聞
か

れ
た
。

ｌ
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桜井　良子

[シャーナリスト匝ﾆ]1－スキャスター!

.･・りイλ.･;.･'t？S;t･1.'j'ジ･J･S･III111141･11●京ll､.･jl0.11f後7

1々11∂1､･II､喩･私ｊ４･､･７､ター．

ＹＯＳＨＩＫＯ ＳＡＫＵＲＡＩ

ＩＩＡJＯｕｍａｌｉＳｔ¨ＡＮ白wSCasler･I

長野 士郎(En・)
東京帝国大学法学部tt。rl泊?1遵や1･､']μ、同il政j､｡'jK、白ふｔ

務次″|･tなど今肘仔、

SHIRO NAGANO

゛'The Govemor of OKAYAMA Prefecture¨

安宅　敬柘(・。市。)

東京大学法学部今ｔ。自治省へ省後。末岡に岡山県政拷部次14、

､M力ｎ防災課鮫なとを歴任。

KEISUKE ATAKA

"A Mayor ol okayama｀･

黒住　宗哨
(。t。。m。1)

京都大学文学部ｔｌ．か哺陥らｙ和ぶ身障児施｡Q建Ｊに帽|。

宗我を敵としてIHWT和をぢえる.

MUNEHARU KUROZUMI

'｀Sixlhhead of the Kurozumi Rellgion'I

菅i皮　　茂(アジア医師連絡協議会代表)

79･r･一タイのカンボジア難民キャンプに馴りつ目たIMij;tの活動か

ら出発。現ｎ参加は13引哨00r､。

SHIGERU SUGANAMI

"The Repfesentative of AMDA゛'

(Association d Medical Doctors foぞAsia)

岡田　伸浩(ｔｓ４．ｎ。。９)

腹心義塾大字商７池↑胤。198j19横浜ＪＣ入会。198朗小llJC理

事長。1985年より11奉ＪＣて活躍しlい|副会頭。

　　　　　　　　　　　ごNOBUHIRO OKADA

¨The President of JC'I
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基調講演

Keynot6 Lecture

゜な漂｢1990年代における日本のあり方｣

　　　　　　Dilgdions of japan in lhe nineties

訓演物：須之部:ほ三(すのべりｊうぞ引

｢㈱|!ぽ!lll建11j?｣等教ずi喘鳴理嘔長｣

家!1･C畜|ぶ|大jy一決･;･･SI;aifi.･F･Fltl｡19jlo年外桟雀入

?i。アジアQjnlか大使を脈fr後、83年まで外務泰

桟次･|･jr｡9MF'･｡1‥IHt!ll韓委11会11參働崎りを｡。

R Y O Z O S U N ( ⊃ B E
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E i k l e d L h ぞ M L 1 1 ぽ r y d ﾄ ﾞ o r e l g n
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卯 K n r 9 り , r i n u l l 岬

パネルディスカッション

　　　Paneldlscussion

゜1二｢地域からの国際貢献｣
Global co-operation in reglon

　分科会

Sectionai meeting

□]国際ＮＧＯ連絡会議

　　　liW賓閤lio仙IMI〕Lili㎝Cαlsgxs

く目的)

¶l悛Ilg●jlを111･C･とLrilsiSI.ている･rジy

l幻●遷独協』麹llAM13AS.114n-q･仝j●

所朗!|壇な｡●奉1¶｡|･l]の奮胞｡教樋|ﾆJiltる協

jl休IIIに-jいて。また匯蓼ali.|で･lgSL･｢

いるNI;nl俐参をｸ11畠力体制に'jいて検1･1

11る.

Asr｡,i,lliljll 。IMedlcal lloct･･r9 1･.lyAsll

lAMljAI ･1･hll Malsllv l】artlcipales ln

mediral ldivilv. Wewl11 digals lhe cel-
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NGOtakl11廣窮n actl9e parl all llv･!｢111e

wl,fld，

固地球市民会議

　　　TlsC�iliSG幽ICi仙

く目的)

1●11111rのll,界との交瞳の4Sjl.･!てｰある籾|･?‘|で

il。その'1で∂1声を●1き，コミュ=-ケ‥シｉ

ン・】あI)ゐを問い.Ilib1べｊｊＣの，新たな

|墨|際Ｑ浚をIZる。濾た交流を遣める｡こと1ﾆ

依リ。圖||?にいなからにＬでi践･j･能な国

際雌畝に･jい･t検討-1る。

Stl,flcl11S sludyillR i↑10kayalnl lros
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桜井良子の軽妙な司会により盛り上がった会場
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　国際貢献に必要な軸とし

ＮＧＯは本来は国民の海外に

てＮＧＯと国民との相互理解／相互支援関係である。

おける人道主義的活動の水先案内人の役割もある。

現実には孤軍奮闘している。その理由についてはニューズレターで幾度とな

く触れてきた。こ

果たさなければい

十分だということ

かがわからない。

人突破現象となっ
委託することだ。

こでは繰り返さない。国民の一人一人は日本が国際社会で
けない立場を認識し飴めている。政府を通してだけでは不
もわかってきている。一国民として何をどうしたらいいの
こ

て

〃

の不安が郵政省国際ボランティア貯金加入者１０００万
いる。この貯金の趣旨は日本の国際貢献の一端をＮＧＯに

れは画期的なアイディアであった。１９７９年カンボジ汝ごaLyりQ-こ/4.こ4しvφヽ凹ltりjH;/’J､/　l　/　’1　/　･ゝﾚ4ﾉ　´″心○　-（　-’・　-’・’v－　－－
ア難民救援活動で誕生したが資金難で苦しんでいた多くのＮＧＯが一息ついた

ただ惜しむらくはＮＧＯと国民との直接的な相互理解相互支援ではないことだ

　ＮＧＯと国民との直接対話の場を考える必要がある。　　　。

１９９２年８月。タイ民主化運動のリーダーであったチャムロン氏を団長と

する「有機農業研修団」９名を岡山に受け入れ成功した事例を挙げたい。こ

れを縁にアジア医師連絡協議会と岡山県民／市民を結ぶ岡山国際協力機構が
誕生した。ここまで盛り上がった理由は日本の社会習慣を守ったことである。

有機農業の先進的試みで社会的評価を得ていた「高松農業組合」が研修受け

入れを決定。これを岡山県青年会議所と岡山県国際交流協会が積極的に支援

した。これらの団体が参加したことで一般市民は安心して協力体制に入れた。

日本では地域コミュニティは町内会を飴めとする団体ボランィアで支えらて

いる。個人ボランティアシステムのＮＧＯと団体ボランティアシステムの社会

との意識のギャップの懸け橋となる協力体制の確立が望まれる。
　日本の国民に欠けているアジアのＮＧＯに対する認識がある。アジアでは貧

しい国ほどＮＧＯの活動が盛んである。優秀な人材が公職よりＮＧＯに職を求め

る傾向がある。実際給料もＮＧＯのほうが商い。即ちＮＧＯ活動が生活となって

いるのである。先進国のＮＧＯ活動はボランティアで成り立っている。生活が

かかっているのとボランティアでは取り組むのでは｡姿勢と迫力が違う。した

がって、アジア諸国でＮＧＯ活動のリーダー達は社会性があり人品及び見識共

にすばらしい人が多い。この事実をいかにして日本の国民に理解していただ

くか。彼らと国民との直接対話の場が望ましい。
　１０月１日は郵政省の「国際ボランティア貯金の日」である。１０月６日
は

を
ト
め

し

全

　Ｕ

国自治体の「国際協力の日」である。１０月１日から７日までの１週間

国際貢献ＮＧＯゴールデンウイーク」として「国際貢献ＮＧＯザミッ

と招聘した海外地元ＮＧＯ代表達と国民との直接対話による相互理解を深

る「国際貢献ＮＧＯ国内対話ツアー」を組み合わせて国民への直接的なそ
て大規模な啓蒙活動を提唱したい。
１９９３年５月２３日。日本青年会議所主催の「地球ヒューマニティ会議」

が岡山で開催され「国際貢献都市岡山構想」の宣言がされた。岡山市民と生
活レベルで深いつながりのある岡山青年会議所のメンバーを中心として「国
際貢献都市岡山構想」に対して岡山の各種団体が実現に向かって具体的な動

きを見せ始めていることを報告したい。
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ＡＭＤＡ国際医療情報センター便り

　　154東京都世田谷区新町２－７･－１　横尾ビル201

　　Tel03(3706)4243,03(3706)7574，FAX 03(3706)4420

センター電話相談（1992年4月1日～1993年4月30日）

１．外国人からの相談件数

　　　4月　　計　　　　開設日から累計

件数168　　168　　　2736
2，外国人相談者国籍別統計　（４月相談のあった国名のみ列挙）

ｉ国

7'-㎜㎜㎜㎜

ア

中

フ

ペ

名

一一

メ

国

イ

リカ

リピン

４ 月

ルー

カナダ
ブラジル
オーストラリア
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136、5.0X)
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ノ

ス ダ

）サ

゛ﾝ（0

ｲｰﾙ(O､1)

2)ｹﾆｱ(0
１）

中近東　　　ｲﾗﾝ(3,33)ｲｽﾗ1ﾙ(0,16)ﾄﾙ:1(0,2)ｱﾗﾌﾞ首長国連邦(0,1)　ﾓﾛﾂ]〔0,1〕

(4，46，2.0X)　ｵﾏｰﾝ(0,1)1ｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ(1,1)

不明{37，215，7.9X}
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外国人相談者居住地域

　　　　　４月
　　東京
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(1)言葉の分かる医師の紹介

(2)医療制度

(3)金銭問題・トラブル相談

(4)病気の説明

(5)その他

　　　　　　　　合計
肌　他機関からの相談件数
　　川病院
　　川マスメディア

　　(5)企業
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１ ３ ５
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(2)公的機関(大使館・自治体等)

(４)ＮＧＯ

(６)その朗

　　合計

(複数回答)

(2)医療機関紹介

(4)医療費について

(6)取材

(8)その他

Ｑ
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〕
［
Ｄ
０
４

８

４
に
‥
）
７

　
　
　
　
　
２

センター報告
１、　小林所長より　昨日、シャッターを閉めようとした午後５時ZO分頃、外国人の患者

が一人でやってきた。「今ごろ、困ったな」と思っていたら、一週間的にやって来たナイ

ジェリア人だった。診察の当日、五千円の持ち合わせもなく、診療費二千円数百円を未納

のまま、概していた患者だった。ただ一言、「病気がよくなった。ありがとう。借りてい

たお金を返しに来た。　」とのこと。うれしかった。人を信用していて本当に良かったと思

う瞬間である。
２．　５月10目より、新宿に事務所を移転します。４月17日にセンター設立２周年を迎え

ました。　３年目に入り業務を拡大し、再スタートします。

３．　５月17日より、月から金の９時から７時まで（英語、中国語、タィ語、ハングル、

スペイン語）５カ国語での電話相談業務が始まります。水曜日は、ポルトガル語、フィリ

ピノ語も可。また、２月から開始した救急通訳サービスについても、５月17日より上記５

カ国語がすべてそろって従来通りの平日17:00から22:00、休日9:00から22:00のスケジュー

ルで行っています。
４．外国語のできる電話相談通訳の方も、50名近くになりました。相談を受けるにあたっ

ての、カウンセリング心得など、マニュアルを作成し、研修を行い、業務に臨みます。

５．４月１日より、台湾出身の李さんが、事務局スタッフとして加わりました。李さんの日

本語の力は相当なもので、漢字が分からないとき、文章がうまく書けないときなど、スタ

ッフ一同頼りにしています。また、コンピュータの人力もでき、即戦力として早速、忙し

い毎日を送っています。

＊センター新住所　〒160　東京都新宿区歌舞伎町２－４４－１　ハイジア

　　　　　　　　　電話番号　相談電話　　０３－５２８５－８０８８

　　　　　　　　　　　　　　事務局電話　０３－５２８５－８０８６

　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　０３－５２８５－８０８７
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５
か
国
語
で
医
療
情
報

　
　
評
語
不
法
滞
在
者
に
も
提
供

　
急
増
す
る
在
日
外
国
人
の
医

療
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
則

京
都
は
十
七
日
か
ら
、
五
か
国

語
に
よ
る
医
療
情
報
の
提
供
を

始
め
る
。
二
年
前
か
ら
同
様
の

電
話
サ
ー
ビ
ス
を
先
取
り
実
施

し
て
い
る
民
間
団
体
に
業
務
を

委
託
し
、
都
が
独
白
に
百
川
す

る
医
療
機
関
情
報
と
ド
ッ
キ
ン

グ
し
、
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す

る
。
外
国
人
を
対
象
に
し
た
医

療
悄
報
サ
ー
ビ
ス
に
自
治
体
が

本
格
的
に
収
り
紺
む
の
は
全
国

で
初
め
て
。
日
本
で
隨
く
た
め

に
来
日
す
る
外
国
人
の
急
増
が

社
会
問
題
化
し
て
い
る
が
、
都

で
は
「
不
法
就
労
者
に
も
区
別

な
く
情
報
を
提
供
し
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

　
仙
報
サ
ー
ビ
ス
は
、
摺
が
新

宿
区
歌
舞
伎
附
に
新
築
、
移
転

す
る
都
健
康
ブ
ラ
ザ
の
一
角
を

利
用
し
て
開
始
。
英
語
、
中
国

語
、
韓
国
・
朝
鮮
語
、
タ
イ
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
の
通
訳
を
圖
い

て
、
電
話
相
談
を
受
け
付
け
る
。

相
談
内
容
に
応
じ
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
端
末
で
、
外
国
語
で
診

療
で
き
る
医
療
機
関
な
ど
の
情

報
を
検
索
、
紹
介
す
る
。

　
ま
た
、
都
は
二
月
か
ら
、
日

本
語
の
で
き
な
い
救
急
患
者
と

医
師
と
の
間
の
電
話
通
訳
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
英
語
、
φ
国
語
、
’
タ
イ
語
に

加
え
、
韓
国
・
朝
鮮
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
の
通
訳
も
始
め
る
。

　
不
法
滞
在
者
は
、
健
康
保
険

に
加
入
で
き
な
い
た
め
医
療
費

が
高
く
つ
き
、
‐
言
葉
の
壁
も
あ

徊の電話相談に発展

するＡＭＤＡ国際医
療情報センター………

っ
て
病
院
行
き
を
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
我
慢
し
て
い
る
の
が
実
情
。

　
都
が
業
務
を
委
託
す
る
民
間

団
体
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
（
Λ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
・
国
際
医
療

情
報
セ
ン
タ
’
－
」
　
（
小
林
米
率

所
長
）
は
、
平
成
三
年
四
月
か

ら
東
京
。
・
世
田
谷
区
内
の
事
務

所
で
、
英
、
中
、
タ
イ
語
で
の

電
話
相
談
を
開
始
。
二
年
間
で

首
都
圏
を
中
心
に
全
国
の
外
国

人
か
ら
二
千
七
百
七
件
の
相
談

を
受
け
、
協
力
医
療
機
関
を
紹

介
し
て
き
た
。

　
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

に
も
、
外
国
人
か
ら
片
言
の
日

本
語
で
寄
せ
ら
れ
る
深
刻
な
相

談
が
目
立
っ
て
い
た
が
、
。
言
葉

の
壁
で
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

で
き
ず
、
都
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
の

連
携
を
決
め
た
。
初
年
度
、
約

五
千
八
百
万
円
を
投
入
。
通

訳
咳
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
時
代
の
と
倍

近
い
四
十
七
人
に
増
員
さ
れ

る
。

　
都
衛
生
局
保
健
情
報
課
の
中

田
清
己
副
参
事
は
‘
。
「
合
法
、
不

法
滞
在
昔
の
別
に
は
こ
だ
わ
ら

ず
、
潜
在
化
し
て
い
る
在
日
外

国
人
の
医
療
二
Ｉ
ズ
に
こ
た
え

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
。

　
外
国
語
医
療
情
報
サ
ー
ビ
ス
ー

（
0
3
・
５
２
８
５
・
８
１
８
１
）

日
日
平
日
の
み
、
午
前
九
時
レ
午

後
五
時
。
　
　
　
　
　
｀

－59－



｀¶

非礼紅聞け州州ﾂ
（第三種郵便物認可）､乃洲

国際医療情報センター

∩mと
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５
か
国
語
訳
者
も
常
駐
化

　
’
白
目
外
川
入
山
．
医
療
相
談
介
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
こ
と
に
な

竹
け
る
Λ
Ｍ
口
Λ
こ
九
ン
ｙ
白
ご
た
ｏ

師
冲
絹
以
折
バ
）
岡
原
医
療
仙

帽
セ
ン
タ
ー
が
、
延
岡
．
．
円
年

か
機
に
オ
ソ
ｆ
ス
を
新
宿
に
移

し
で
休
り
心
忙
し
、
救
急
山

昌
の
だ
め
に
新
た
に
出
詰
屈
・
訳

２周年を迎えたＡＭＤＡ国際医療情報センター

　
セ
ン
タ
ー
は
平
成
三
年
四

川
、
外
国
人
に
そ
れ
ぞ
れ
の
言

葉
が
通
ず
る
医
療
機
関
や
、
利

川
で
き
る
医
療
哺
助
制
度
を
紹

介
す
る
こ
と
を
目
的
に
世
田
谷

区
に
設
立
さ
れ
た
。

　
設
立
し
た
の
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

雨
脚
の
医
師
た
ち
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Λ

は
、
七
〇
年
代
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

政
変
の
際
、
睨
地
の
難
民
キ
ャ

ン
プ
に
駆
け
つ
け
た
医
学
生
ら

に
よ
っ
て
昭
和
五
十
九
年
に
結

成
さ
れ
た
非
政
府
組
織
で
、
総

本
部
は
岡
山
市
に
あ
る
。

　
発
足
当
初
は
通
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
も
八
入
で
、
対
応
で
き
る

言
葉
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ

ン
、
中
国
、
美
酒
の
四
か
国
語

‐
‐

‐
‐

‐
だ
っ
た
。　

そ
の
後
、
通
訳
は
四
十
七
人

に
増
え
、
韓
国
・
朝
鮮
、
タ
イ
、

タ
ガ
ロ
グ
も
加
え
て
七
か
国
語

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
こ
の
一
一
年
間
の
相
談
件
数
は

二
千
七
百
件
。
八
十
か
国
の
人

々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

そ
の
約
八
割
は
、
「
言
葉
が
通

じ
る
病
院
を
教
え
て
欲
し
い
」

と
い
う
依
頼
。
一
方
、
「
ビ
ザ

が
切
れ
て
い
る
が
、
病
院
で
診

て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
」
「
請

求
さ
れ
た
治
療
貿
が
高
す
ぎ

る
」
な
ど
、
金
銭
問
題
や
ト
ラ

ブ
ル
相
談
も
函
七
十
件
を
超
し

た
。

　
中
に
は
、
母
国
の
内
乱
の
際

に
負
っ
た
銃
弾
の
偏
が
悪
化

し
、
電
話
で
助
け
を
求
め
て
緊

急
手
術
を
受
け
た
ア
フ
リ
カ
の

男
性
の
よ
う
な
例
も
あ
り
、
非

常
時
の
情
報
拠
点
に
も
な
っ
て

い
る
。

　
そ
の
セ
ン
タ
ー
が
、
さ
ら
に

人
員
を
増
や
し
て
休
副
を
強
化

す
る
た
め
、
近
く
小
務
所
を
新

宿
に
移
す
こ
と
に
し
た
。

　
移
転
後
は
ス
ペ
イ
ン
、
中
国
、

韓
国
・
朝
鮮
、
タ
イ
、
英
語
の

五
か
国
語
に
つ
い
て
は
、
通
訳

が
常
駐
す
る
よ
う
に
な
る
。
た

だ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
タ
ガ
ロ
グ

語
は
木
印
日
に
限
ら
れ
る
。

　
ま
ぺ
搦
の
委
託
を
受
け
、

新
た
に
救
急
山
名
に
対
す
る
電

話
通
訳
も
始
め
る
。
こ
れ
は
、

ｒ蕃

飛
び
込
ん
で
き
た
患
者
が
外
国

人
で
医
師
と
会
話
が
で
き
な
い

場
合
、
電
話
で
患
者
か
ら
症
状

を
聞
き
、
医
師
に
伝
え
る
サ
ー

ビ
ス
だ
。

　
セ
ン
タ
ー
所
長
の
小
林
米
康

医
師
（
四
三
）
は
「
今
後
、
紹
介
で

き
る
医
療
機
関
の
数
を
さ
ら
に

増
や
し
た
い
」
と
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

　
移
転
後
の
十
日
か
ら
の
医
療

相
談
は
き
５
２
８
５
・
８
０
８

８
、
救
急
通
訳
サ
ー
ビ
ス
は
十

七
目
か
ら
曾
５
２
８
５
・
８
１

８
５
へ
。
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中有　泉センター副所長（右端）

← 乙 ふ ¶ ¶ 7 心

ボランティア美女３人

清水ルイース，坂田，佐藤
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ホテルでのパーティ

　タイ語通訳の紹介

ホテルでのパーティ

　スペイン語通訳の紹介
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ホテルでのパーティ

　中国語通訳者の紹介

ホテルでのパーティ

　ブラジル語通訳の紹介

　(ポルトガル語)

ホテルでのノヽごーティ

　韓国語通訳の紹介
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第３回国際協力実践ワークショップ

　１９９１年８月の日本国際保健医療学会（東京）において、用意した弁当が売り切れ立

見席さえ満員だったというランチョンセミナーでの出会いが契機となって、栃木県栗山村

の国井修と東京都小金井市の中村安秀が「楽しくなければ、国際協力じゃない」を合い言

葉に有志の方だちと一緒にセミナーを開いてきた。最初は１９９１年１２月、将来途上国

に住んで仕事がしたいという３０名近くの若者が語り明かした鬼怒川ワークショップ。こ

れで弾みがつき、”国際協力に参加してみよう”というタイトルで日本国際保健医療学会

　（松本）で司会をさせていただいたのが１９９２年９月。今回は第３弾として、近い将来、

実際に海外で保健医療活動をする予定または強い希望をもっている人を対象に、早稲田奉

仕園（東京都新宿区）で１泊２日のワークショップを開催した。

″●

″●

１９９３年４月１７日（土）午後３時に開始。プログラムを簡単に紹介しよう。

　・まず、力のこもった自己紹介。その後、以下の講師（敬称略）からの話と熱心な

　　質疑応答が交わされた。狭い部屋の中は人いきれと熱気でいっぱい。

　・中村安秀（東京都母子保健ｻ４ｽｾﾝﾀｰ）・・・国際医療で必要な知識と経験

　　ＰＨＣに基づいたインドネシアの住民参加の実情

　・平山恵（国際開発高等教育機構）・・・ケーススタディ･カリブ海防災機構

　　カリブ海防災機構における国際機関や政府機関の確執や資金の問題

　・大橋正明（恵泉女子大講師）・・・ケーススタディ・バングラデシュ赤新月社

　　バングラデシュでのマネージメントの重要性

１９９３年４月１８日（日）

　・鈴木英明（国際協力事業団医療協力部）・・・ＪＩＣＡ協力の実態と本音

　　Ｊ ＩＣＡの医療協カプロジェクトを担当する課長の本音

　・田村正徳（長野県立こども病院）・・・ソマリア難民支援帰国報告（ＡＭＤＡと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｰ-
　　のジョイントプログラムで、公開報告会の形で行なわれた）

　　-　　ジブチのソマリア難民の実情と支援活動の現状

　今回は「実践2ワークショップであり、国際協力の現場に身を投じようという人たちを

念頭におき、入門編の話は省略し、実際に国際協力の現場にいったときに遭遇するであろ

う状況をケーススタディすることにした。盛り沢山のスケジュールであったが、北は福島、

南は徳島から国際協力に関心をもつ人々が駆け付けた。自主研究のテーマにしたいという

高校生たちも含め延べ３０名を越す参加者があった。

　新鮮な感性をもつ人たちと語り明かすなかで、今後の課題は大きく３つあるような気が

した。（1）国際保健医療協力に関心をもつ人々が定期的に集まれる場が少ないこと、（2）二番

目は保健医療関係者に対する国際保健協力のテキストがないこと（自分で勉強したい人に

役立つ入門書が必要）、（3）多くの国際協力の機関では人材不足に悩み、一方海外に出かけ

たい人には募集案内が届かないというジレンマである。このワークショップを契機にして、

今後このような課題をーつづつ解決する方向での活動が求められていると思う。

　最後に、今回の講師の方々は交通費までも含め全くの手弁当で駆け付けてくださったこ

とに厚く御礼申し上げたい。また、企画から実施まで短期間であったにもかかわらず、多

くの方々の協力で盛会のうちに終えることができた。参加者が明日からの日常の保健医療

活動の中に世界と繋がる糸口を見いだせたとすれぱ望外の喜びである。

　　　　　　　　　　　　　世話人：中村安秀（東京都母子保健サービスセンター）

　　　　　　　　　　　　　　　　　国井　修（栃木県栗山村国民健康保険診療所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－63－
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岩井くに先生
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４月末から５月初めは岩手の春が最も美しい，文字どおりのゴールデンウィ

一夕です．私は花を撮るのが趣味なので１年中で一番忙しい季節です．今年も

落石あり崖崩れありの林道を1000kmほど走り回り，とうとう車を道路に出来た

流れにつっこんでしまいました．自力で脱出したものの，わが愛巾はガムテー

プ補修も生々しく，それでもけなげに走っています．

　前月号に書きましたが，４月12日は私の初講義の日でした．一一緒に講義をす

るのがＴＶ出演数知れず，自治医大の看板，奥野正孝先生＆年間や算15億円の

村に18億円の健康リゾート施設を作ってしまった折茂賢一郎先生なので私はい

ささか緊張し，得意の忘れ物（靴下）をしてしまいました．裸足にサンダルば

きの私を気の毒がった奥野夫人からいただいた靴下をはき，匪界アルペンのと

きに作ったＡＭＤＡトレーナーに身を固め，診療所や地域の状況，岩手県国際

交流協会での活動，ＡＭＤＡの活動などを思い付くままに話しました．とりと

めがなかったのでは，と心配しましたが，後で聞いたところ，学生たちは面白

がってくれたそうで安心しました．

　自治医大から日－バングラデシュ友好病院に中古医療器械を譲っていただけ

る話があり，使えなかった物も含めて数億円分の医療機器を提供していただき

ました．この日，管財課に伺ったところ，双眼顕微鏡，直流除綿飴器などを手

配して下さっていました．今回は自治医大学長・中尾喜久先生と救急部長・沼

田克雄先生の多大なご支援があり，沼田先生はナイーム先生をご存じで，彼の

仕事ぷりを高く評価し「彼ならきっとやり遂げるでしょう．私も期待していま

す．」とおっしやっていました．

　お礼回りがすんで知人にばったり会い，話をしたら目を丸くして「えっ，そ

の格好で学長に会ったの？！」私はＡＭＤＡトレーナーにサンダルばきのまま

でした．「しまった！」汗がどっと吹き出す私．「靴下をはいててよかった！」

　さて，翌日からまた平和な岩手の日々が戻ってきました．外国人医療アンケ

ートもどんどん返送されてきており，面白い意見もたくさん書き込まれていま

す．集計が楽しみです．

　岩手の自然はこれから初夏，盛夏，紅葉とさまざまに装って私たちの目を楽

しませ，四季折々の1000種をゆうにこえる花々が咲き競います．これからも私

には１年中で１番忙しい季節です．
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折茂先生，岩井）

熱心に（？）聞き入る学生
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し
て
い
お
。

　
外
が
西
の
澗
べ
に
よ
ゐ
と
、
瓦
一
郎

永
段
階
で
竿
Ｆ
両
八
－
九
人
が
国
連

ボ
。
フ
ど
ｌ
ｙ
と
し
て
恥
眼
中
で
、
そ

の
り
ち
日
本
人
は
五
丿
石
勺
先
進
国

の
中
で
は
米
国
、
莱
国
に
続
き
。
番
目

に
￥
い
。

吊目ｌ

温ほ副jW回:!
旧聯

的加　で゜f辿

頒漸犬

か
、
ｙ
ａ
国
の
心
象
き
が
夕
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

　
Ｈ
本
人
に
と
ぶ
ａ
、
瓦
石
や
、

分
社
ｓ
の
一
合
は
艮
明
休
暇
が
激
れ
な

い
と
い
心
事
椚
が
η
い
映
と
な
っ
で
い

・
‘
む
よ
ら
だ
。

国
略
尽
ン
ー
マ
ィ
で
恥
ｊ
Ｎ
ｖ
、
万
吠
が
増
え
て
き
た
。
カ
ン
ホ
こ
て
ボ
’
っ
こ
Ｉ
．
乙
７
ｗ
｛
［
―
乙
の
齢
畝
的
利

本
部
は
ジ
ゼ
。
＝
N
&
6
4
％
i

l
l
i
4
6
1
2
1
g
¥
Q
仕
小
に
臼
蔀
を
追
求
し
な
い
の
が
原
咆
で
あ
る
。

飛
Ｕ
Ｎ
Ｘ
笛
Ｗ
各
国
に
吟
び
掛
け
本
か
ら
＆
く
の
ボ
う
ン
子
ィ
ｙ
が
斧
加
し
か
ｰ

’

4
!
|
遇
μ
先
進
ｇ
国
の
ま
弘
水

ａ
ｊ
．
４
!
ｓ
ｒ
｡
’
１
：
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
.
し
Ｗ
;
４
’
　
　
　
　
１
と
比
帳
す
る
と
低
め
だ
。
こ
の
む
。
い
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１
１
Ｉ
Ｉ

Ｃ
　
　

一
一
一
　
　

《
い
ｕ
　

ｗ
’
呉

　
　
　
４

職
員
の
年
収

平
均
2
5
5
万
円

　
国
回
刀
に
栴
わ
る
市
民
団

体
ハ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
Ｗ
ぱ
喊
叫
の

一
半
数
近
ご
、
は
年
収
二
目
万
日
米

泌
で
、
三
分
の
二
が
四
年
未
満

に
辞
め
で
い
る
こ
と
が
、
Ｎ
Ｇ

ｏ
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
蜜
京

都
千
代
田
区
、
高
見
敏
弘
理
事

長
）
の
調
査
で
わ
か
っ
た
。
Ｎ

Ｇ
Ｏ
へ
の
関
心
は
最
近
高
よ
っ

て
い
る
が
、
社
会
の
支
援
態
勢

が
整
わ
ず
、
狸
想
と
情
熱
を
支

え
に
頑
張
っ
て
き
た
若
者
が
短

期
間
に
燃
え
尽
き
で
し
ょ
う
姿

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

　
開
発
・
友
緩
・
環
境
問
題
に

取
り
糾
む
百
七
十
九
回
体
を
対

象
に
昨
晩
か
ら
今
春
に
か
け
て

調
査
し
、
八
十
七
同
体
が
回
答

Ｕ
だ
。

　
そ
の
結
果
、
専
従
夙
‥
口
計
七

一
白
八
十
五
人
の
約
六
割
は
二
十

Ｊ
ぞ
ゴ
ド
ｔ
Ｊ
、
。
匹
勺
れ
ｖ
へ
ま

一
４
・
Ｑ
・
‘
一
イ
｀
　
’
ｊ
Ｊ
／
Ｉ
Ｕ
―
Ｉ
・
Ｉ

一
二
白
石
十
五
万
円
。
健
康
・
嵐

川
・
労
災
保
険
や
厚
生
年
金
に

加
大
し
て
い
石
団
体
は
、
い
ず

れ
も
三
分
の
一
に
満
た
な
か
っ

た
。
び
職
年
数
は
二
年
未
満
が

三
九
％
、
三
―
四
年
未
満
が
二

七
記
号
だ
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
伊
藤
道
雄
常

務
押
事
は
「
待
遇
が
厳
し
い
の

で
ス
タ
ッ
フ
の
勤
続
年
数
は
短

く
、
活
動
の
継
続
性
が
得
に
く

い
。
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金

年
未
満
で

半
が
退
職

や
外
務
省
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
事
業
補
助

金
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
便
え

る
が
、
活
動
の
凪
腰
を
支
え
る

人
件
費
や
事
務
所
代
に
は
充
て

ら
れ
ず
、
苦
し
い
」
と
打
ち
明

け
る
。

　
こ
の
結
果
に
つ
い
て
日
本
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

●

　
（
東
京
都
台
東
区
）
の
岩
崎
駿

介
代
表
は
「
欧
米
で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ

へ
の
民
間
寄
付
に
、
政
府
が
上

乗
せ
を
し
た
り
、
寄
付
課
税
の

水曜日

ﾉｔ罰畢斤

１９９３年(平成５年)４月２８日

一一　　　　一一一一　-ヽ--　　一一一一

　　こづ参･

ｉ

ｉ

ｌ

優
遇
措
置
を
設
け
る
な
ど
し
て

い
る
。
政
府
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｏ
の
役

割
を
認
め
て
積
極
的
に
支
援
し

て
欲
し
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

－66－

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

　
　
　
来
月
に
助
成
金
制
度
新
設

　
岡
山
市
は
五
月
か
ら
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
留
学
生
の

生
活
な
ど
を
支
援
す
る
「
市
国

際
交
流
推
進
事
業
助
成
金
交
付

制
度
」
を
新
設
す
る
。
市
民
レ

ベ
ル
で
の
国
際
交
流
や
国
際

貢
献
を
推
進
す
る
の
が
狙
い

で
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

助
成
す
る
の
は
県
下
で
初
め

て
。

　
同
制
度
は
四
事
業
か
ら
或

る
。
海
外
国
際
活
動
振
興
事
業

は
開
発
途
上
国
で
の
医
療
活
動

な
ど
海
外
に
人
材
を
派
遣
し
て

岡山市

活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
吋
組

織
）
な
ど
市
内
の
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
て
補
助
金

を
支
給
す
る
。
三
十
万
円
を
限

度
に
事
業
費
の
三
分
の
一
を
助

成
す
る
。

　
留
学
生
支
援
事
業
は
本
年
度

か
ら
市
内
に
居
住
す
る
外
国
人

留
学
生
に
生
活
支
度
金
と
し
て

一
太
一
万
円
を
支
給
す
る
。
市

国
際
交
流
室
で
は
「
限
ら
れ
た

留
学
生
だ
け
で
な
く
全
員
を
対

象
に
支
援
す
る
こ
と
に
し
た
」

と
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
中
国
・
洛
陽
市

な
ど
姉
妹
・
友
好
都
串
を
訪
問

す
る
十
五
人
以
上
の
市
民
団
体

に
最
高
二
十
万
円
を
限
度
に
補

助
す
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
事

業
の
枠
に
は
ま
ら
な
い
場
合

で
も
巾
国
際
交
流
協
議
会
が

認
め
た
国
際
交
流
団
体
に
対

し
て
必
要
に
応
じ
て
支
給
す

る
。

　
串
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
）
の
菅
波
茂
代
表

は
「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
を
地
域
で
支
え
る
画
期

的
な
制
度
だ
」
と
話
し
て
い

る
。

●
１



・
戸

ｆ:●

　｜

　
　
銭
む

ａ
卵
四
回
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
、
窓
か
ら
の
ぞ
き
見
を
す
る
、

　
い
と
し
い
人
た
ち
　
　
　
と
い
ろ
「
二
ｍ
一
路
出
」
な
ど
、
緊

　
　
ゴ
ー
パ
ル
・
バ
ラ
タ
ム
著
　
張
感
の
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
展
開

　
日
本
で
紹
介
さ
れ
る
機
会
の
少
、
と
、
ど
ん
で
ん
返
し
の
面
白
さ
を

な
い
、
ア
ジ
ア
の
作
品
を
集
め
る
　
楽
し
め
る
。

「
ア
ジ
ア
文
学
館
」
シ
リ
ー
ズ
の
　
　
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
際

第
一
冊
。
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
の
作
家

‘

の
日
本
軍
に
よ
る
占
領
に
つ
い
て

の
十
本
の
短
編
を
収
録
。
驚
異
的
　
触
れ
ら
れ
た
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
。

な
経
済
発
展
の
陰
に
隠
れ
た
シ
ン
　
ー

』 「
生
き
て
い
る
記
憶
」
「
か
ら
元

ガ
ポ
ー
ル
の
人
々
の
心
の
世
界
が
‘
気
」
の
三
一
似
、
日
本
の
読
者
に

描
か
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
と
っ
て
興
味
深
い
作
品
だ
。

『

高
層
ビ
ル
街
の
ア
パ
ー
ト
ミ
　
　
著
者
は
、
一

・
万
一
五
年
生
ま
れ

人
暮
ら
し
を
す
る
孤
独
な
胃
年

｀

の
イ
ン
ド
系
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
入
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
国
屈
指
の
神
経
外
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
と
し
て
も
有
名
だ
。
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
時
代
か
ら
創
作
を
始
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段
々
社
発
行
心
霊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
発
売
、
２
Ｑ
Ｈ
Ｏ
円
）

　　　株式会社　日立メディコ　特約店

　　　　特約サービスステーション

岡山レントゲンサービス株式会社

　　　　岡山市大学町６番２１号

　　　　　電話(0862)31－5141(代)
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ＡＭＤＡ 務局便

　大量な医薬品確保のため、ついに事務局では新しい倉庫を買いました√下記写真は今

年4月16日ソマリアに送る荷造りを事務局員騒動で行った時のものです.11ﾋﾟri、挟い･li

務局で運動不足の私たちは翌日しっかり筋肉痛になってしまった．．．

　
ジ
ブ
チ
に
行
っ
て
来
た
。
あ
っ

ち
が
駄
目
な
ら
こ
っ
ち
が
あ
る
さ

と
い
う
ノ
リ
で
は
余
り
に
不
謹
慎

で
あ
る
が
、
今
夏
も
学
生
諸
君
ら
・

と
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
援
を
継
続

す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
現
地
の

陶
安
状
況
が
私
た
ち
素
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
は
厳
し
く
な
る
ば
か
り

で
あ
る
。
し
ば
ら
く
學
ｆ
を
見
る

姿
勢
で
い
た
と
こ
ろ
、
本
紙
の
記

事
で
画
境
な
き
奉
仕
団
」
の
メ

ン
バ
ー
が
、
ソ
マ
リ
ア
難
民
救
援

の
た
め
ジ
ブ
チ
に
行
く
と
知
り
、

稿
は
そ
の
一
行
に
加
え
て
い
た
だ

　
全
国
六
万
五
千
人
の
会
員
が
Ｉ
　
だ
が
、
乾
い
た
ジ
ブ
チ
の
大
旭

日
五
円
ず
つ
積
み
立
て
た
と
い
う
で
は
眉
器
徊
だ
。
戻
様
っ
て

資
金
で
、
米
八
十
べ
砂
糖
百
ト
ン
、
な
ん
て
不
公
平
な
ん
だ
」
と
豊
か

小
麦
粉
そ
の
池
豪
合
わ
せ
て
一
石
な
縁
美
し
い
国
か
ら
初
参
加
し
た

り
の
良
種
を
現
地
で
買
い
付
け
寄
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
思
わ
ず
呟
い

贈
し
た
。
壮
挙
で
あ
る
。
　
　
た
。

　
ジ
ブ
チ
と
は
、
日
本
の
四
国
ほ
　
数
少
な
い
情
報
で
、
心
配
し
で

ど
の
広
さ
に
人
口
四
十
万
、
そ
こ
い
た
治
安
状
況
も
安
定
し
て
い
た

マ
ー
セ
ラ
シ
ャ
イ

　
　
　
小
山
内

美
江
子

痢;
ａ

い
た
の
だ
。

　
胃
年
公
議
所
が
こ
の
組
織
を
結

成
す
る
時
に
知
己
を
得
た
の
だ

が
、
今
回
は
二
十
代
後
半
か
ら
四

十
碓
ま
で
、
北
は
岩
手
県
、
西
は

広
島
県
か
ら
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー

は
紡
勢
子
一
三
鳥
頼
も
し
い
限

り
の
顔
ぶ
れ
だ
。

ヘ
ト
三
万
人
の
難
民
が
い
て
、
土

地
の
貧
Ｌ
き
に
私
は
呆
然
と
な
っ

て
ま
だ
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ほ
う
が
い

い
と
思
っ
た
。
あ
の
国
は
、
地
雷

膏
除
去
し
、
武
器
を
完
全
に
管
理

で
き
た
と
き
、
国
民
が
た
べ
る
だ

け
の
米
は
充
分
に
自
前
で
生
産
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

し
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
）
の
日
本
の
若
い
お
医
者

さ
ん
も
ひ
と
足
先
に
行
っ
て
い

て
、
話
を
聞
く
こ
と
も
出
来
た
し
、

心
強
か
っ
べ
た
だ
医
薬
品
は
不

足
し
て
い
る
。

　
ソ
マ
リ
ア
国
境
に
あ
る
ア
ッ
サ

ム
キ
ャ
ン
プ
で
は
托
Ｆ
人
が
収
容

さ
れ
て
い
て
、
手
作
り
の
日
の
丸

の
小
旗
が
ふ
ら
Ｉ
れ
ｘ
マ
ー
セ
う
・
シ

ャ
イ
の
大
合
唱
と
手
拍
子
が
我
々

の
ミ
ニ
ポ
ロ
バ
ス
を
歓
迎
し
て
く

れ
た
。
一
瞬
、
何
を
月
っ
て
る
ン

だ
？
と
な
っ
た
が
、
な
ん
と
そ

れ
は
［
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
］
の

ア
フ
リ
カ
の
リ
ズ
ム
版
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
と
に
か
く
醤
か
っ
た
。

だ
が
、
あ
の
笑
顔
と
合
繊
は
芦
川

者
の
誰
も
が
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
。
　
　
（
脚
本
家
）

93年４月24日，アリ・ザビエの街中で活動中の，

左から長谷川Dr.，小山内さん（JIRAC），宮

地Dr.，オナーズ職員，JC国境なき奉仕団隊員

氾匯五回E

1992年度までの会費未納の方

-■■■-･----一春･辱････-･･香･･････S-個･歯■･■●-一幽個個■-個■■個個一個働･--･■･一尋----･甲-個-●

至急納入お願いします

。

個個--■･尹-･-●■-････-･■･･坪捧･●d･-･曾4･-･･●●-･-●tF香y-個･･■個-■-･■----■個･-g･-･･

'同封の振り込み用紙をご利用下さい

。

振り込み先

-

郵便振替　岡山5

-

407o9

･･-･----･-●････■･･････香春個■･-個-個-個■･甲･■-■-■■■--F･一嚇-･--

乙兄乙釦無諜敵協漬会

゜今略説の合蜜の磐入もお劃いし宮す。

両脚の暦り込み厘額安ご両厘下窃い。
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ＡＭＤＡ国際医療情報センター
　平成４年度運営協力者
　　　順絹敬称略）

　以ドの方々にご協力頂いています。有難うございます。

f防卜入、巨月ｲ沸こ

　　　　岩淵　千利／満江（神奈川県）、永井輝男

　　　　中山　れん太、カトリック東京教区インターナショナルデー委員会

　　　　松原　雄一

医療機関

　　　青梅慶友病院、町谷原病院、河北総合病院、高岡クリニック、山田皮膚科

医院、富士見病院（東京）、小林国際クリニック（ﾈ申奈川県）、井上病院（千葉）

福川内科クリニック（大阪府）、ジャパングリーンクリニック（シンガポール／

英国）、沖縄セントラル病院（沖縄県）　　　　　　以上　年間士２万円

心ﾈ上

三共㈱、昭和メディカルサイエンス㈱、富士コカコーラボトリング㈱

ファルマーマーケティングサーペイ研究所、三井物産、（有）都商会、グラクソ

三共㈱、大鵬薬品工業㈱、㈱医泉、薬樹㈱、ジョンソンエンドジョンソン

メディカル㈱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　年間士２万円

大森薬品㈱、カネボウ㈱、柳本印刷㈱　　　　　　　　　　　年間５万円

興和新薬㈱、㈱エス・オー・エス　ジャパン　　　　　　　年間３万円

アイシーアイファーマ㈱、キッセィ薬品工業（株）

国際婦人福祉協会　　　　　　パーソナルコンピューター及びプリンター寄贈

　　☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

　　　　　　　　募金のお願い

ＡＭＤＡの活動をより充実させていくために皆様からの募金を

お願いしております。各プロジェクトヘの募金と共に、
海外での活動を陰で支える事務局の管理運営費にもご協力お願い

申し上げます。

☆＜各プロジェクト郵便振替口座＞

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

ソマリア難民緊急救援医療プロジェクト
　　番号　岡山１－３１０５６　名称　ＡＭＤＡソマリア難民

ブータン難民緊急救援医療プロジェクト
　　番号　岡山６－３９７４　名称　ＡＭＤＡブータン難民

　カンボジア難民本国帰還緊急対応医療プロジェクト
　　番号　岡山７－１５６１３　名称　ＡＭＤＡカンボジア難民

☆＜ＡＭＤＡ管理運営費募金用郵便振替口座＞

☆　　　番号　岡山５－４０７０９
☆　　　名称　アジア医師連絡協議会

☆　　　＊振り込み用紙裏面の通信欄に募金種目を明記願います。

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

　　　　　　　　　　　　　　　　　－69－
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ｔ

囃

読者の皆様へ

本紙の購読をご希望の方はアジア医師連絡協議会

本部事務局までご連絡ください。

住所�701-01岡山市楢津3 10-1

連絡�086≒2.84-7730

頒価　1冊5oo円（本体485円）
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